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登場人物紹介


【上野岬うえのみさき】 
　聖黎女学園せいれいじょがくえんの編入生。高等科一年二組。
　稀代の変態淑女と目されている。

【一条和佐いちじょうかずさ】 
　上野岬のルームメイト。高等科一年一組。
　他人と距離を置きたがる白髪の美少女。

【日生ひなせ円えん珠じゅ】
　和佐と岬を『姉様』と慕う中等科三年の少女。

【東野暁音ひがしのあかね】
　高等科一年一組。
　一条和佐とは浅からぬ因縁を持つ。

【春山雪葉はるやまゆきは】
　高等科一年二組。
　東野暁音のルームメイトで幼馴染。

【シスター蒼山あおやま】
　三号棟の寮母。

【一条黎明いちじょうれいめい】
　一条和佐の実姉。二十歳。
　聖黎女学園のＯＧで、過去に『聖花せいか』と謳われた学園のお姉様。

【子夜風月しやふうげつ】
　一条黎明の専属メイド。
　聖黎女学園のＯＧで、黎明とは同期。

【上野澪うえのみお】
　上野岬の母親。

【熊谷瑠乃亜くまがいるのあ】
　上野岬の『初めて』の相手。



第六章　回想回廊


　
　　　　　Ⅰ

　ゴールデンウィーク明けの憂鬱な平日いつかかんを乗り越えると、聖黎女学園せいれいじょがくえんの生徒たちは狂喜乱舞しかねない心地で輝かしい週末を受け入れていた。
　聖黎女学園——生徒から黎女れいじょの愛称で親しまれているこの場所は、中等科から高等科までの六年間を赤煉瓦の寮棟で過ごさなくてはならないが、紅金市あかがねし近辺に住まう地元組は休日には自宅へ帰ることも多い。
　そのため、普段は賑やかな寮内も今は随分と閑散としている。
　三号棟の１０８号室で過ごす春山雪葉はるやまゆきはは、週末を迎えた喜びを微塵も感じていないような面持ちで二階の階段を上っていった。
　雪葉は高等科一年に所属する少女だが、同年代の少女と比べて背が低く、大きく丸々とした鳶色とびいろの瞳のせいで幼い印象を与えた。華奢な身体つきと亜麻色のストレートな長髪は美少女と言える部類であり、タートルネックの黒のインナーに丈の短いジャンパースカート、そして黒のニーハイソックスは無垢なあざとさを存分に発揮させていた。
　もっとも、その愛らしい印象がかすむくらい、今の雪葉の表情は沈み切っていた。まるで知人の通夜に参加しているかのような足取りで静かな廊下をとぼとぼと歩いている。
　三号棟の２１７号室。そこが雪葉の目的地だ。
　雪葉の友人の一人がその寮部屋で過ごしており、その友人は連休を経て性格を一変させている。彼女を支配する闇に比べれば、雪葉の憂鬱などごく些細なものに過ぎなかった。
　友人の名は上野岬うえのみさきという。雪葉と同学年で、身長は平均程度。先月より遠方から訪れた編入生であり、黒い長髪を左右の三つ編みにして前方に垂らし、プルーン色の艶やかな瞳は優しさと愛嬌と同時に深い知性をたゆたわせていた。
　一見すると楚々とした印象の少女であるが、ひとたび清楚な乙女の表皮を剥ぐと、中から変態淑女としての才能の塊があらわになる。本人曰く、性癖を晒す意図はなかったとのことだが、入寮してからわずか二日目で欲情を暴発させてしまい、未遂で終わったとは言え、隠された本性は全寮生にあっけなく暴かれてしまった。もっとも、変態淑女の少女はそのような災難をもろともせず、変態性は最小限に自粛しつつも、彼女なりにお嬢様学校ライフを謳歌していた。持ち前の愛想の良さもあって、その魅力に惹かれて慕う寮生も少しずつ増え始めている。かくいう雪葉もそのうちの一人であった。
　懐くきっかけとなった岬の優しさが今、変態性とともに死に引きずり込まれようとしている。見過ごすことなどできるわけがなかった。解決策は一切思いつかないが、どうにかしなければという想いが雪葉にチャイムを押させていた。
　緊張で小さな胸が騒いだが、しばらくしてもたらされた反応は空虚である。
　雪葉はがっくりと肩を落とした。こうなることは薄々わかっていたが、それでも親切だった彼女から反応がないというのは切なかった。
　さらに必死でチャイムを鳴らし続けたが結果は同じ。無駄という二文字が心を占めるようになり、雪葉の鳶色の瞳が潤みがかった。
　ちょうどそのとき、横合いから声がかかる。
「春山さん、そんなにチャイムを連打するものではないわ。周りの迷惑になるじゃない」
「あッ、蒼山せんせー……」
　三号棟の寮母であるシスター蒼山あおやまを、春山雪葉はこう呼んでいる。
　白の修道服とヴェールを身につけた初老の女性は困った表情を浮かべながら雪葉のもとへ歩み寄った。
　彼女の穏やかな顔を見た瞬間、不安定な雪葉の心はホットミルクの膜よりも脆くひしゃげた。抑圧された感情が噴き出て、鳶色の瞳に涙をあふれさせる。
　ついに少女は泣き叫び、勢いよく白い修道服にしがみついた。
「うわぁぁッ……せんせぇ……っ、みさきが、みさきがあっ……！」
「春山さん、つらいでしょうね……」
　寮生の苦しみを思いやって、寮母は彼女の亜麻色の髪を愛おしげに撫でてやる。
　やがて嗚咽が収まると、雪葉は体勢をそのままに鳶色の視線をシスターに向けた。
「話し忘れてごめんなさいね。上野さんは今は出かけているのよ」
「出かけてるって、こんな朝早くにか？」
　雪葉が驚くのも道理で、まだ朝の八時を過ぎたばかりである。
　他の寮生であれば親の迎えなり市営バスに飛び込むなりして家に帰ったということも考えられるが、遠方からの編入生である岬がこの時間に引き返す可能性はあり得るのだろうか。
　雪葉の伝法でんぽうな言葉遣いはいつものことなので、寮母はそれには気にせずに編入生の行き先を告げた。
「上野さんはね、一条いちじょうさんのお宅に向かっているのよ」
「カズ嬢の？」
　奇っ怪な愛称で呼ばれた少女の本名は一条和佐いちじょうかずさ。上野岬のルームメイトで、学校屈指の美少女であることは誰もが疑わなかったが、それ以上に、性格の堅苦しさと気難しさにおいて彼女は他の追従を許さなかったのである。
　新雪を思わせる白髪と硬質な灰色の瞳は、美貌より先に見るものに異質な印象を与えた。幼稚舎時代から奇異な視線を受け続けた和佐は周囲に対する不信感と敵意を醸成させ、中等科の三年間は本来いなければならないルームメイトの存在も受け付けなかった。
　押しかけ編入生の岬も部屋から追い出す手はずであったが、それが実現されなかったのは岬の機転が和佐の抵抗を上回った結果であり、自身の知性に一定の自負があった白髪少女にとっては目のくらむ屈辱であったに違いない。
　その二人がルームメイトになって一ヶ月が経過している。和佐は相変わらず変態淑女の編入生に辟易しているが、頑なな性格に変化が生じていたのは誰の目にも明らかだった。プライドの高い和佐は認めたがらないだろうが、岬の純真さと知己に富んだ性質を少しずつ受け入れるようになったのである。
　その矢先の岬の異変だ。それが耐えがたいものであることは、和佐が普段見せない号泣を示したことでも明らかだった。岬は気に入っていたはずの和佐とルームメイトの解消まで切望しており、それを阻止するためにシスターはかなり無理強いをする必要があった。
　心を開きかけた白髪少女を救うためにも、心を閉ざした編入生を救う必要は確実にあった。
　寮母が決意を改める一方で、雪葉は友人の行動を不可解に感じていた。
「なんでカズ嬢のとこへ……？　本人は家にはいないはずだろ？」
「そうね。昨日新幹線に乗り込んだから、今ごろは上野さんの実家で朝を迎えているはずじゃないかしら」
　岬があまりにも失意の理由を語ろうとしないため、業を煮やした和佐が忠実な後輩を連れて編入生の実家に向かったのである。乗車時刻が土曜日の早朝ではなく金曜日の夕方である点に、彼女たちの必死ぶりがうかがえた。
「上野さんが一条さんの家、一条さんたちが上野さんの家……ね。考えてみるとおかしな話だけれど、今はそんなことを思っている場合ではないわ」
「結局、みさきがカズ嬢ん家に行った理由は何なんだ？」
　雪葉が問うと、シスターはヴェールに包まれた頭をゆっくりと振った。
「教えてくれなかったわ。仮に言ったところで、まず真実ではないでしょうし。何をするか確かめるために外出許可は出してみたのだけれど……」
　思い切ったことをするものだ。むろん、ただ彼女を泳がすだけでなく、寮母は事前に一条家に連絡して起きたことを逐一報告するよう頼んでいたのだった。いざというとき、その内容を上野宅にいる和佐にも伝えられるように。
　穏やかなたたずまいをしていながら、なかなかの抜かりのなさを発揮させた寮母は、雪葉の身体を引きはがすと、心配そうに彼女の幼い顔を眺めやった。
「上野さんもだけれど、私はあなたのことも心配だわ。顔の腫れはもう平気なの？」
　尋ねられた雪葉は腕を後ろに回してふんぞり返った。真ん中分けされた前髪から覗かせる愛らしいおでこがきらりと光る。
「皆にも散々聞かれまくったけど、そんな大したケガじゃないんだってば。ほれ、少し経ったらきれいに元どおり！」
「そう……でも、春山さんは可愛いから。無茶をして傷でも残ってしまったら私もとても悲しいわ」
「うぐむッ……だから、だいじょうぶだってば……」
　雪葉はたじろいだ。シスターが心配しているのは間違いないだろうが、それ以上に「危ない真似をするな」とやんわりと釘を刺しにきているような気がしてならなかったのである。無邪気で跳ねっ返りの気質の強い雪葉であるが、これ以上シスターに強気に出る勇気は湧いてこない。
「ここで立っていても仕方ないわ。私たちは私たちのできることをしましょう」
　雪葉をうながすと、白衣の寮母は踵を返し、再び廊下を歩き始めた。亜麻色髪の小さな少女は扉をちらりと一瞥し、早足で無人の寮部屋を後にしたのだった。

　　　　　Ⅱ

　食堂で遅めの朝食を済ませた後、雪葉はふと思い立って私服から制服に着替えた。寮母の「私たちの出来ることをする」という言葉に触発され、とてもじっとしていられなかったのである。
　聖黎女学園の敷地は一本の道路を挟んで寮棟区りょうとうくと学舎区がくしゃくに分かれており、学舎区は私服での立ち入りは禁止されている。たとえそれが休日であっても例外ではなかった。
　聖黎女学園の制服はライラック色の膝丈のワンピースに紺のボレロというものだ。胸元に臙脂色のリボンをあしらい、腰にはベルト。足元を飾るのは紺のハイソックスと黒のローファーであった。雪葉は制服の可愛さに概ね満足していたが、ニーソックスの着用が禁止されている点だけは不満であった。
　制服に着替え終えると、雪葉はすぐさま本棟を出て学舎区に駆け込んだ。少女の気分とは裏腹に清々しいくらいの五月の晴れ空であり、敷地外に広がる箱谷山はこやさんの緑も目にまぶしいほどだ。聖黎女学園は箱谷山の中腹を切り開いて設立された場所なのである。
　学舎区の正門を通り抜け、清涼な空気を突き抜けながら雪葉は屋内プールへ訪れた。とはいえ泳いでサッパリするという意図は初めから持ち合わせておらず、ローファーと靴下を脱ぎ捨てると、制服姿のままプールに通じる扉へ向かった。濃色のガラス戸から内部の様子を透かし見ていたとき、横切った一人が雪葉の存在を察知して扉を開ける。競泳水着の格好をした女性は、雪葉の顔見知りでもある水泳部の部長だ。
「おっ、雪葉ちんじゃない〜。幼馴染ちゃんに何かご用事〜？」
「そうなんだ。さすがに今はまずかったか？」
　寮母同様、先輩相手にもタメ口の雪葉であったが、部長は一切気にした様子はない。
　伸びやかな声で対応してくれた。
「まだ午前練の始めだからね〜。呼び出す分には構わないけど？」
「ぜひ頼むよ。急ぎなんだ」
　それから一分後、呼び出しを受けた幼馴染が雪葉のもとへ現れた。
「雪葉じゃないか。どうしたんだ？」
　東野暁音ひがしのあかねは雪葉の幼馴染であると同時にルームメイトでもあった。クラスは別だが同学年で、背は雪葉よりは高く、肌は浅く日に焼けている。
　スイムキャップを競泳水着の肩紐に掛けているから髪型が丸わかりだ。チョコレート色の短髪は濡れて艶かしく額に張りついており、その隙間から黒々とした瞳が野性的な光をたたえている。
　水泳部に所属しているだけあって、競泳水着に包まれた暁音の肢体はしゅっと引き締まっていた。それと同時にくびれや小尻には少女らしいあどけない流線も確かに秘められている。胸の膨らみだけは発展途上であるが、逆上されるのを恐れて誰もその点を指摘しようとはしない。
　平時の岬なら今の暁音の水着姿にうっとりしただろうが、雪葉の方はそれどころではなかった。幼顔を必死にさせて訴えかける。
「みさきのことだよ。ゆきはたち、どうすればいいと思う……？」
　途端、暁音は疲れたような顔で幼馴染を睨んだものだ。
「……お前なあ。そんなことのためにいちいち私を呼び出したのかよ？」
「そんなことって何だよ！　みさきのことだぞ⁉」
　小さな少女は吠えたてたが、短髪の水泳部員はむっとした態度を崩さない。
「まあ、変態な点はともかく、さっさと元に戻りやがれってのは私も思うぞ。いつまでもあんな調子じゃ文句の一つも言えやしない」
「あかねぇ……」
　雪葉はすがるような視線を投げかけたが、暁音は自分の主張を譲ろうとはしなかった。
「あいつのせいでお前の顔が負傷したんだぞ。簡単に許せるわけがないだろ」
「みさきのせいじゃない。ゆきはが自分からボールに当たりにいったんだ」
　三日前の体育の授業のことである。
　聖黎女学園の体育の授業は一学年の全体にあたる三クラスが合同で行い、この日はバドミントン、バレーボール、ドッジボールの競技が選択できた。
　岬はこのときバレーボールを選択していたが、彼女のプレイスタイルは体育教諭の牛谷千世うしやちよ先生を怒らせた。
「おい上野。お前今すぐ授業を抜けろ‼」
　コートにいた全員が動きを止める。「小豆色の首領ドン」と恐れられる牛谷先生の怒声に、すでに涙さえ浮かべる者も現れた。ちなみに異名の「小豆色」は、常に身につけているジャージの色に由来する。
　その教師が立ち尽くす生徒たちにプレイを再開させ、さらに岬にこちらに来るように命じた。
　岬は首領の乱暴な指示に従った。怒号を恐れていない、というより初めから感情がないかのような足取りで彼女に近づく。
　陰気な態度を嫌う牛谷先生は苛立ちを募らせてさらに言い放った。
「協調性のきの字も理解できない奴に私の授業を受ける資格はない。保健室に駆け込んで頭でも冷やしてろ」
「なんでそんなことをする必要があるんですか」
　プルーン色の瞳に弱々しい光をたたえたまま、岬は熱を籠めて反論した。
　声を聞いた生徒は肝を冷やした。あの牛谷先生に口答えするなど何て命知らずなと思ったものだが、触らぬ神に祟りなしである。ぎこちない動きのままプレイを継続させる。
　命知らずの編入生は首領の体育教師にさらに食い下がった。
「あたしは真面目に授業に取り組んでます。追い出されるいわれはありません」
「それを決めるのは私だ。お前じゃない。周りの動き見ずに自分の都合だけでがむしゃらにプレイすることで、どれだけ相手の迷惑になってるかわからないのか？　わからずに戻ろうってハラなら無理矢理気絶させて保健室にぶち込む」
　猛禽のように目を鋭くさせた千世だが、岬はなおも怯む色を見せない。現状を意図的に理解しようとしないまま、据わった目つきで問い返す。
「なんでですか？　相手に勝てればそれで味方に貢献できるじゃないですか」
「馬鹿か‼」
　千世が大喝した。体育館にいた生徒は残らず震え上がり、静まり返った空間にボールだけか乾いた音を立てて跳ねている。
　こわばった静寂に首領の大音声がさらに続いた。
「おい、誰かここにマット持ってこいや！　この分からず屋、いったん沈めてやらないと気が済まん」
　荒々しく命じられて、まごつきつつも数人の生徒が体育館倉庫からマットを引っ張り出す。
　だが、生徒たちの行動は徒労に終わった。岬が突然「あたしは平気なんです！　問題ないんです！」と狂ったように喚き散らしたため、鬼教師がマットの到達を待たずに当て身を打ち込んでしまったのだ。外傷を一切与えず、意識だけを奪うという熟練の技だ。
　気絶した岬を担ぎ千世はぎらついた声で授業再開を命じ、本当に体育館を出てしまった。この再開の指示はすぐには果たされなかった。自分たちは何も悪くないのに居心地の悪い空気が一帯を充満していたからだ。
　牛谷先生に恐怖する生徒は多いが、これでも理不尽なことで注意をすることは滅多にない。このときも非が編入生の少女にあると誰もが疑わなかった。
　働き損の生徒が出したばかりのマットを再び倉庫にしまい、ここでようやく授業が再開された。
　だが、厄介ごとはこれだけでは終わらなかった。
　ドッジボールを選択した者の中に、白髪少女の一条和佐がいた。その他にも雪葉と暁音がそこにいた。幼馴染コンビの二人はともかく、和佐としてはこの選択は不本意なものだった。負傷する可能性が一番低いバドミントンを希望していたのだが、そこはすでに満員になっており、とはいえ不仲な岬と同じバレーボールを選ぶ気にはとてもなれない。そうなると消去法で決めるしかなかった。
　和佐は他の生徒たちと同様、夏用の体操着の姿で授業に臨んでいた。周りと同じ格好をしているだけに、かえって彼女の容姿が際立っていた。白い体操着を押し出す胸は質感と優美さに富み、普段は黒のタイツの履くことが多いが、今は青のショートパンツから艶やかな生脚が見てとれる。変態淑女でなくても彼女の美貌にのぼせ上がる同性は多そうだが、うっかり見惚れていると、容赦のない投球を食らうことになる。
　和佐はドッジボールの経験は少ないが、投球精度は見事なものだ。だが、あまり力強くぶつけると泣かれて非難の的になってしまい、かと言って逆に緩めすぎると相手チームに反撃の機会を与えることになる。お嬢様な見た目に反して運動神経は悪くない和佐は機敏に立ち回りつつ、絶妙な力加減の投球でチームを有利に進めていくのだった。
　事件はその途中で発生した。
　和佐が引き続き相手チームの数を減らすために速球を振るわせる。相手は和佐と浅からぬ因縁を持つ暁音だった。
　暁音は一方的な対抗意識を持って和佐の投球に備えた。美しいくらいに正確に狙いの定まった球だ。受け止めることくらい容易であったはずだった。
　だが、その球は暁音の手の届く前に弾けて転がってしまった。短髪少女の前に何者かが飛びかかり、衝突を庇ったからだ。
　その相手は顔を押さえてうずくまっている。
「……雪葉⁉」
　暁音は愕然となった。白髪少女の投げた球が幼馴染の顔面に直撃した瞬間を、彼女ははっきり見てしまったのである。
「うぅ……」
　直撃を受けた雪葉がよろめいて立ち上がる。暁音は即座に幼馴染の顔を確認した。球の跡が顔にめり込んでいるようなことはないが、右頬が血色と異なる薄ピンク色に腫れ上がっている。
　反射的に暁音は殺意の目を和佐に向けようとしたが、直前で思いとどまる。雪葉の方から顔面に当たりにいったのは明白であり、それを理由に白髪少女を咎めることはさすがにできない。和佐への同情からではなく、理不尽に責めようとする自分への戒めからくる態度だった。
　試合どころでなくなると、ここで岬を保健室送りにした牛谷先生が戻ってきた。雪葉はよろめきながら顔面を負傷したことを彼女に報告した。手際の良さから見るに、岬を追って保健室に向かう意図が明白すぎた。加害者にされた白髪少女は灰色の瞳に静かな光をたたえながら雪葉の後ろ姿を見つめている。
　事情を話した雪葉は同伴者に暁音を指名した。その必要があるのかという疑問はあるが、面倒ごとの後にさらに面倒ごとに見舞われたジャージの首領は極めて疲れ切った様子で、
「好きにしろ」
　とだけ答えたのだった。
　こうして二人の幼馴染もまた保健室に向かい、問題の編入生と会うことになったのだった。これが、岬のせいで雪葉が負傷したという、事の全貌である。

　　　　　Ⅲ

「また後でな」と幼馴染を追い返した後、暁音は水泳帽を被り直して水泳部の午前練に打ち込んだ。
　雪葉とのやり取りのせいで、暁音もあの時のことを意識せずにはいられなかった。雪葉としては体育館での災難が印象に残っているのかもしれないが、暁音にとっては、保健室に入ってからが本番だったのだ。
　雪葉の負傷を保健室の先生に任せると、暁音は牛谷先生に搬送された岬に会いにいった。
　淡いグリーンの間仕切りカーテンの先にある白いベッドに、問題の編入生の姿がある。容姿の可憐さは暁音も認めるほどであるが、今の寝姿を見るとなぜか胸が締めつけられる。天使の寝顔と言うより死に顔を見せつけられたような気分だ。
（お前は以前はそんな奴じゃなかったはずだろ）
　変態だが、気さくで聡明な彼女の姿が懐かしく思えた。失ってから初め気づく良さというものだろうか。目を覚ましたとき、彼女の笑顔が戻ってくれれば……と柄でもないことを夢想してしまう。
　見下ろして数分、ベッドの中の編入生がまぶたをかすかに揺れた。やがてプルーン色の瞳が重たげに開かれると、混濁した意識のまま、艶やかな黒髪とともに頭と視線を暁音に向けた。
「起きたかよ、岬」
　憮然として呼びかけると、岬の意識は一気に覚醒したようだ。目をぱちくりと開け、それからゆっくりと上体を起こす。
「ここは……？」
「保健室だよ。牛谷先生のやり口は横暴だが、今回ばかりは文句を言える筋合いじゃないわな」
　岬は据わった目つき暁音を見つめた。あなたが横暴を語るの？　という反応が露骨だったが、お互いそれについては無意識に言及を避けた。
　別の疑問を編入生の少女は口にした。
「それで、なんで暁音がここにいるの？」
　声に排他的な響きを感じ、暁音はきっとなってベッド上の少女を睨みつけた。
「何でだって⁉　お前のせいで雪葉が負傷したからこうして付き添いに来たんだよ！」
「負傷したの、あたしの方だと思うんだけど……」
　大真面目に応じる岬をそっちのけで、暁音は雪葉負傷の経緯を語った。
　最後まで聞き終えた岬は普段の彼女らしからぬつれなさで短髪少女に応じた。
「それは別にあたしのせいじゃないでしょ。雪葉が勝手に一条さんの球に当たっただけじゃない。なんであたしなんかのために余計な気を遣うのさ？」
「お前なあ！」
　ベッドに乗り上がり暁音は岬の襟首を引っ掴んだ。雪葉にも、それどころかルームメイトの和佐に対しても良心の呵責を感じていないらしい。いや、感じていながらそれを拒否しているというのが正確か。
　どちらにせよ、負傷した雪葉を蔑ろにする時点で牛谷先生に次ぐ制裁を編入生に与えなければ気が済まなかった。
「いつまでもウジウジしやがって！　こうなったら頭ぶっ叩いて腐った根性を治してやろうか⁉」
　編入生の頭を旧式テレビに見立てて暁音は吠えたが、ここは保健室だ。
　あまりの声の大きさに保健師の女性が治療中の雪葉を差し置いて苦情を申し立ててきた。
「患者のいるところで何騒いでるの⁉　ここは口喧嘩の会場じゃないのよ！」
　暁音は不承不承に押し黙り、それに巻き込まれた岬は保健師に対して視線を送った。
「あ、先生。あたしはもう大丈夫になったようです。そろそろ授業に戻らないと……」
「牛谷先生は来なくていいと言ったわ。外傷はないとはいえ、病み上がりで無茶するものではないわ。黙っておくからこの際サボっちゃいなさい」
　不都合なことを言い残して、雪葉の治療に戻っていく。
　二人は一応は大人しくした。幼馴染の負傷が癒えるまで完全に手持ち無沙汰の暁音は、声を抑えて岬に聞きたいことを問いただす。
「で、なんでお前はそんなことになってんだよ？」
「教えるわけないでしょ」
　白髪少女の人嫌いが乗り移ったかのような、岬の反応である。保健師がいることをいいことに暁音の激情を誘うような態度を取り続けるらしい。気性の荒い彼女としては、こんな陰気な編入生など放置してやりたい気分だが、幼馴染の雪葉が彼女に懐いているため、手を打たないわけにもいかなかった。先ほどの顔面負傷のようなことが繰り返される前に、原因となる編入生の変異は早急に正される必要があった。
　暁音が唸り続けてどれくらいの時間が経ったか、治療を受けた雪葉が様子をうかがいに間仕切りカーテンの裏から姿を現す。応急処置らしい痕跡はないが、右頬の腫れは少し引いているようだ。
　暁音は幼馴染の容態を確認しつつ、別の気になることを尋ねた。
「先生はどうしたんだ？」
「ゆきはがみさきの様子を見たいって言ったら、ちょっと席を外すってさ」
　先生なりの心遣いと言ったところだろうか。
　いずれにせよ一時的でも声の制約が解けたことは暁音にとっては好都合であった。
　唇を薄く吊り上げながら岬を見る。
「これで心置きなく話せるな。こっちは聞きたいことはごまんとあるんだ」
　雪葉は幼馴染の好戦的な態度を止めなかった。彼女としても態度の変容の理由を知りたかったのである。
　黒い瞳と鳶色の瞳に突き刺されて、岬は顔を青ざめて身じろぎした。先生が退室して遠慮のなくなった二人に打ち勝てるわけがない。そもそも保健師の存在を盾にして追及から逃れようと考えている時点で岬の聡明さの欠乏を物語っていた。
「いやだ……そんな目で見ないで……あたし、そんなの話せない、話したくないよ……」
「みさき……そんな顔しないでくれよ。ゆきはたちが悪いことしてるみたいじゃん」
　無垢な視線に岬はさらにいやいやと黒いかぶりを振り続ける。気さくな少女らしからぬ弱々しい反応に雪葉は再び泣きそうになった。「こんなの、岬じゃない」という思いは暁音にも当然あったが、別人のような気質と化した岬は、二人から逃れるためにさらに平時の彼女からかけ離れた行動に出た。
「あ、コラみさき！　タヌキ寝入りするな！」
　苦し紛れか天然か、編入生の少女は黒髪ごとシーツにもぞもぞと顔をうずめた。
　そんな抵抗が見逃されるはずが当然なく、雪葉は靴を脱いでベッドに上がり込むと、四つん這いの姿勢でシーツのふくらみに影を落とした。
「寝て逃げるってんならゆきはが添い寝してやる！　ずっとふさぎ込む姿を見せられるくらいなら、みさきに押し倒される方がずっとマシだ！」
「やめろ！」
　提案する方が必死なら、止める方も必死だった。幼馴染の少女が（元？）変態淑女と身体を重ねようとするなど愉快な顛末におさまるはずがない。シーツを引っぺがされた岬も雪葉の発言には唖然としたが、表情に応じる意志がないのは暁音にとっては幸運といえた。
　雪葉は短髪少女に振り返って自分の無茶の正当性を主張した。
「だって！　みさきが理由を話す気がないなら、せめて少しでも元気づけてやるしかないだろ！　そのやり方は『ぶっちう』か『へんたい』しかないじゃんか！」
　断定された岬こそ気の毒だが、それだけ普段の彼女は変態性とは切り離せない間柄にあったのだ。今やピンク色どころか精気を一切持ち合わせない繊弱な少女は、さらなる逃亡経路を見出そうとプルーン色の視線をさすらわせる。
　混迷した事態にとうとう耐えかね、暁音はチョコレート色の短髪をがしがし掻きむしりながら叫んだ。
「ああもう、わかった！　雪葉の代わりに私が一肌脱いでやる」
「暁音⁉」
「マジかよ⁉」
　二人がそれぞれ驚きの反応を示すが、暁音は傲然と言い放ち続けた。
「雪葉だと岬に力負けする可能性があるからな。それに、屋内プールでの礼をするいい機会だ」
　始業式前の入寮期間に岬は屋内プールのシャワー室で全裸の暁音に襲いかかろうとしたことがあったのだ。編入生の変態性が全生徒に知れ渡るきっかけとなった事件であるが、まさかその報復戦をやるとは暁音本人でさえ予想していなかった展開である。
　緊張はあれど、一度口にした言葉を引っ込めるわけにもいかず、暁音は幼馴染と入れ替わるかたちでベッドに上がった。岬を仰向けにさせて馬乗りになる。
　力を入れて腹部に跨ったため、岬は苦悶の表情でうめき声を漏らした。
「先生がいつ戻ってくるかもわかんないし、さっさと済ませるぞ」
　暁音の言葉は使命感と自分に向けた覚悟の両方の意思が込められていた。その覚悟は、彼女の行動にも現れた。
　彼女は文字通り、一肌脱いだのである。体操服の上を脱ぎ捨て、さらにスポーツブラも取り払い、完全に上裸の姿で編入生を見下ろしていた。
　暁音の上半身は美少女と呼べるほどではないが、非常に均整がとれていた。ほのかなふくらみを描く曲線は愛らしく、競泳水着の日焼け跡が何とも色っぽい。
　岬はプルーン色の瞳を丸くさせながら少女の上裸に釘つけになっていたが、すぐさま変態淑女の頭角を潰して強がった。
「……やめてよ。こんなところでおっ始めるなんて何考えてるのさ。早く服を着てよ」
　編入生の抗議を無視して、暁音は上裸のまま彼女に肉薄する。
　キスまで秒読み、というところまで顔を近づけたとき、暁音の心臓がトクンと鳴った。岬はすでに唇を引き結んでおり顔を背けてささやかな逃避をはかっていた。
　普段の明るく華やかな岬がまるで許しを乞うように暁音に弱々しい視線を送っている。こんなことを思ってはまずいが「いじめてください……」と誘っているのと変わらなかった。
　背徳感に胸を騒がせながら暁音は変態淑女だった少女に顔をうずめた。難攻不落の唇を躱し、代わりに少女の首筋に唇を落とす。運動後にわずかに汗を帯びた少女の肌。
「ばっちい」という思いが神経を青ざめさせたが、岬の反応を受けてすぐに払拭される。
「あン、やぁッ……」
　小刻みに揺れる岬の肢体。暁音は驚いて一瞬顔を浮かせるも、相手の反応に効果アリと判断すると、さらに舌を汗ばんだ首筋に吸いつけた。
「じゅる、ずっ、ずずっ……」
　幼児がスープをすするような音が鳴るたびに岬は甘い吐息を発しながら身じろぎを繰り返す。時たま暁音を押しのけようと手を伸ばすが、その都度手首を押さえつけられてしまう。
　そしてまた、首筋を舐め上げられる。
「みさきって、首がよわいんだな……」
　茫然と二人のやり取りを眺めていた雪葉が鳶色の瞳同様、口を丸くさせている。
　少女の発言を受けて、岬は暁音の幼馴染がこの光景を傍観しているのを思い出した。
「見ないで……！」と弱々しく訴えかけながら顔をシーツで隠しつつ全身を横たわらせる。その動作がすんなり決まったのは暁音が一時的に拘束を弱めた結果であった。
　その暁音もまた体勢を変え、横寝の姿勢なった岬の身体を背後から抱き締めた。体操着の布地にむき出しにされた胸の尖端がこすれ、その感触に暁音の方が先に危うい気分に堕ちそうになる。
「衰えたな、岬。まあ、不意さえ打たれなけれりゃお前を押さえ込むなんてわけもないんだけどな」
　以前、変態淑女に襲われたことを根に持っているだけでない。むず痒さを誤魔化す意味もあって、暁音の声は必要以上に熱がこもっていた。
　岬の変態性を呼び覚ますために、暁音はさらに手を打った。抱擁していた手の片方をさりげなく後方に回し、体操着をまさぐりながらブラジャーのホックを外したのだ。
　そしてそのままブラジャーの下に手を滑らせる。
「ひ、っ……⁉」
　興奮より恐怖の感情が、息吹となって岬の唇から吹きこぼれた。
　暁音はさらに責め立てた。背筋をピンと張る編入生に胸を密着させ、体操着を押し上げるふくらみをさらにこねくり回す。
「やぁ、んぅ、くふ……っ！」
「嫌がる割にほとんど抵抗がないな。やっぱり本当は変態に戻りたがってるんじゃないか？」
　揶揄しつつ、さらに暁音は編入生の胸を揉みしだいた。抱擁を解き、片手から両手で執拗に少女のふくらみに指を食い込ませる。自分にない量感に興味をおぼえ、夢中で弾力を堪能した点は暁音は否定できない。
　岬の苦悶混じりのあえぎは一秒ごとに官能の色が濃くなった。雪葉の視線も意識することができず、暁音の意地の悪い指摘を否定する余裕もない。
　上半身をくねらせ、細切れに息を吐き続けていたが、変局は唐突に訪れた。
　官能と醜態と屈辱に限界が訪れたのだろう。岬は乙女と思えぬ咆哮を吐き出し、とんでもない力で暁音の手を振り払った。勢いよく身体を起こす。
　岬の楚々としたはずの顔に獣に近い形相を感じさせ、暁音は一瞬息が詰まった。
　その形相のまま、編入生の少女はベッドのパイプを両手で掴んだ。「いやだ、いやだあ」と声を震わせながら、勢いよく頭を振り上げる。
「みさき⁉」
「おい、何しやがる！　やめろ‼」
　静止の声もむなしく、鈍い音を立てて岬は自分の頭をパイプに打ちつけた。涙とうなり声を撒き散らしながら、狂気に身を任せて少女は二撃目を放つ。
　鉄製でないから、頭を打ったとしても外傷は皆無であろう。だが、正気を欠いた岬の行動は、実際の打撃よりも強く、暁音と雪葉の心を衝撃で打ちのめした。
　三度目の自傷は、暁音がさせなかった。岬を無理矢理引き剥がし、ベッドの中央に座らせる。盛大に文句を言おうとしたが、岬の顔を覗き込んで息を呑んだ。彼女の泣き方は尋常ではなかった。
　救いなどないと確信している絶望の顔だった。そこに涙がだらだらと頬をつたい、あふれ出た嘆きは、幼子の泣き声のように鼻にかかっていた。
「もうやだッ……もう触ってほしくないのに、皆あたしのこと犯そうとしてくるしさあ……こんな思いをするくらいなら、最初から本性なんか明かさなきゃよかった。いっそ、あのまま目なんか覚まさなきゃよかった……‼」
　そのまま膝に顔をうずめて泣き続ける。現在の羞恥も過去の絶望からも逃げ出し、ただひたすらに中で暴れ回る激情を発散させるしか彼女の頭にはないようだった。
　岬の苦しみの深刻さを目の当たりにして、暁音はこれ以上言葉を紡ぎ出すことができなかった。自分は悪くないと思いつつも、ひとまず「悪かったよ」と口にしようとしたとき、新たな嗚咽の音が岬のそれと重なった。
　泣きじゃくっていたのは雪葉だった。
「……ずっ、なんで、なんでこうなっちゃったんだよっ……！　ゆきは、あのみさきが好きだったのに……‼」
　岬は答えない。ちょうどそこの授業終了のチャイムが遠くから響いたが、気に留める余裕のあるものはいなかった。ちょうど保健室の先生も所用から戻ってきたが、上裸になった暁音に面食らうのも束の間、重苦しいにもほどがある空気にかけるべき言葉を失ってしまったのである。
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　身体を重ねさえすれば変態淑女を立ち直らせられると考えていたのは暁音や雪葉だけではなかった。
　中等科三年に属する日生円珠ひなせえんじゅもその一人だったのである。
　円珠は一学年上の和佐と岬のことを「姉様」と呼び慕い、岬の変容について強く憂えた者の一人であった。身長は小柄で体格は華奢。栗色のミディアムボブと胡桃色の大きな瞳から、二人の先輩が本物の姉様でないことは明らかだが、両名との絆は強固なものであると円珠は確信している。
　彼女もまた、岬姉様を復活させるためにいかにして色っぽいシチュエーションに引きずり込むべきか画策していたが、幸か不幸か、それが実現されることはなかった。
　年上の友人である東野先輩と春山先輩から姉様が保健室で自傷したことを聞いたからである。
　さらに円珠は白髪の姉様からとんでもないことを耳にした。岬姉様を性的に追い詰めたとき、あの方は自分で首を絞めようとして意識を絶ってしまったというのである。
　身の毛のよだつ報告を立て続けに受けた円珠は別の解決手段を探るべく、和佐とともに新幹線に乗り込み、岬の実家を直接訪ねたというわけだ。
　新幹線に乗り込んだのは金曜日の放課後。二人は事前に準備して可能な限り早めの時刻に間に合わせたのだが、それでも目的の駅に到達したのは夜遅くのことであった。
　無茶も承知で来訪した二人を岬の母親は快く出迎えてくれたが、くたくたに疲れ切った二人は身体を清めた後にすぐに就寝に入ってしまい、岬の真実については翌日に持ち越されることとなった。
　初めての布団で一夜を明かした円珠は、この日、かなり遅い時間に目を覚ました。といっても午前八時過ぎのことであったが、円珠にとってはこれが平日ならば着替えと身支度と朝食をかなり急いで済ませなくてはならないという時間帯だ。
　隣の布団はさすがというべきか、すでに畳まれてあった。
　岬の部屋はとりわけ広くもなく、二人分の布団を並べるとかなり窮屈だったが、別室で寝ることを円珠は拒否し、和佐もそれを止めようとはしなかった。
　姉様の行方は気になるが、このときふと奇妙な感慨が円珠の心に湧き上がっていた。
（まさか、わたしたちが岬姉様のお宅にいるなんて……）
　しかも本人不在にも関わらず、その家で寝泊まりしているというのだ。
　やむなしとはいえ、なんとも奇妙な展開である。
　岬の母親が真相を告げる気になってくれたのは、数日に渡る和佐の交渉のおかげであった。その場面に、円珠はすべて立ち会っていた。
　母親を承伏させるのに、和佐はかなり難儀していた。彼女は自前の携帯端末を持っていたが、通話はシスター蒼山の執務室の電話を借り受けておこなっていた。岬の実家の電話番号を知っているのは彼女だけなので、教えてもらう代わりに交渉内容を回すことになっていたのである。実は、シスターも何度も上野家に連絡していたが良い返事を得られずじまいなのだそうだ。
　頼みの綱として受話器を託された白髪少女の横顔を、円珠は固唾を飲んで見守っていた。
「……やはり、どうあっても打ち明けてくださらないのですか。熊谷瑠乃亜くまがいるのあさんが関わっているのはわかっているのに」
　基本、学校内では（シスター相手でさえも）和佐は居丈高な口調を使うものだが、相手が相手だけに通話では鄭重な言葉遣いを心がけていた。
　熊谷瑠乃亜は岬の中学時代の先輩で、同時に初体験の相手とされている。容姿や性格については一切不明だが、彼女に関して知っていることもある。岬は先輩との思い出の品を敷地内の外れに埋葬し、同じものを見せた瞬間、血相を変えたという二点である。大型連休の帰省中に、先輩との間に何かが生じたのは火を見るより明らかであった。
　問題はその「何か」を岬も母親も一切語ろうとしないということだ。
　だが、これはこれで手がかりの一つになる。岬の秘密は親も知っており、それが外部にはとても漏らせない恥部であることは疑う余地もなかった。
　もっとも、岬を立ち直らせるためには恥部に踏み込むことは不可欠である。白髪少女は表情を硬化させながら年長の人物に非難の口調をぶつけた。
「娘さんの現状を憂えておられるなら、その問題解決のために尽力すべきではないですか。……え？　何の権限をもって家の事情に踏み込むのか、ですって？」
　和佐の口調に刃の性質がほとばしった。
　聞いていた円珠の方がその刃を首筋に当てられたような気分である。
　だが、同時に姉様の態度に感銘もおぼえたのも事実だった。最初は岬姉様を散々辟易なさっていたにも関わらず、今では彼女を立ち直らせるために誰よりも精力的に動いておられる。話によれば、姉様は岬姉様からはルームメイト解消まで宣告されたというのに……。
　そして、白髪の姉様の次の言葉は円珠だけでなく、シスター蒼山にも感銘を与えたのだった。
「……私は、岬の友達です。友達をあのままにすることを誰がどうして望むのですか」
　もしかしたら「岬のルームメイトです」だけでは母親の心を動かせないと踏んでの方便だったのかもしれない。だが社交辞令だとしても、和佐がルームメイトを「友達」呼びしたことは彼女の未来を長らく憂えた者たちからすれば感涙ものであった。
　和佐の表情がそれとなく穏やかになる。どうやら「友達」という単語で母親の心を動かすことに成功したらしい。結果だけ見ると、随分あっさりと終わったように見えるが、ここに行き着くまでかなりの日数と労力を要したのである。
　白髪少女はさらに交渉を優位に進めた。
「事情を話すのが長くなるのであれば、今週末にでもそちらの方面にうかがって直接話す場を設けたいと思いますが……え？　家にお招きしてくださると？　それは非常にありがたいのですが、本当によいのですか？」
　何やら思わぬ方向に話が向かいつつあるようだ。「姉様が岬姉様のお宅へ……」と他人事ながらに感銘をおぼえていたが、ややあってその姉様が、他人事で済まされない返答を口にしていた。
「さらにわがままを申し上げることになりますが、来訪の際に同伴者を一名つけても構わないでしょうか？　寝る空間さえ貸していただければ、私は雑魚寝で問題ありませんので……。ええ、その彼女も岬を救いたいと願ってやまない者の一人ですので」
　通話しながら、和佐の灰色の流し目がその同伴者に向けられる。その光が、どことなくからかっているような愛嬌を感じさせて、円珠は思いがけず全身が熱くなってしまった。
（まるで、いつもの岬姉様が乗り移ったみたい……）
　と思わずにはいられない姉様の眼差しであった。
　一度母親の心を動かしてからは、とんとん拍子に話が進んだ。シスター蒼山が「友達って偉大ねえ」と実に朗らかにつぶやくのを聞き流しつつ、和佐は金曜日の夕方に新幹線の予約も取り付け、そこで初めて同伴者に仕立て上げたミディアムボブの『妹』に謝罪したのである。
「悪かったわね。勝手にあなたを道連れにしてしまって。でも、あなたなら応じてくれると信じていたから」
「とんでもない。お声をかけてくださって本当にありがとうございます」
　円珠としては、姉様と二人きりで旅行に出かけられるだけで感無量であった。岬姉様の件も大事だが、気を張り詰めてばかりではこちらの神経も参ってしまう。いっときの気晴らしとして、移動中くらいはせめて楽しい思いを残したいものであった。
（……とはいえ、初日は観光気分どころじゃなかったけど）
　円珠の集中力は新幹線に乗ってから二時間が限度だった。最初は窓からの夕景を堪能したり、向かい席の姉様との対話に興じたりしていたものだが、微細な振動と長時間同じ姿勢を強いられたことで、見えざる睡魔の女神が円珠のまぶたを重く落とした。その呪縛は到着駅間近で姉様に揺り起こされたことで去ったが、何だか貴重な時間を無駄にした気がして、駅に着いてからしばらく円珠は落胆状態にあったのである。
　駅から家までの送迎は岬の母親自身が対応してくれた。和佐の白髪を見て当然の驚きを示したが、夜遅くということもあり自己紹介もそこそこに実用性重視の軽自動車に乗り込んだ。辿り着いたときにはすでに午後十一時を回っていた。
　夕食を摂らずじまいだったため、目を覚まして間もなく、お腹から食べ物を求める音が鳴った。姉様に聞かれなかったのは幸運といえたかもしれない。
　客人となった白髪少女は空腹の音のすぐ後にやって来た。
「おはよう、円珠。よく眠れたかしら」
「姉様⁉　はい、おかげさまでこのようにぐっすりまったりと……」
「私のおかげではないけれどね。まあ、この先何が待ち構えているかわからないから、体調が良くなってないとさすがに困るわ」
　優美な仕草で和佐は白髪をかき上げる。このとき彼女はすでに身だしなみを整えており、格好もネグリジェから私服へと着替えていた。白のシルクブラウスに濃紫色のハイウエスト・ロングスカート、そして艶やかな黒タイツの格好は、もはや和佐のプライベート時の制服として定着しているが、目が慣れるということはなく、いつ見ても円珠の心をときめかせていた。
　だが見惚れてばかりもいられない。円珠も急いで起き上がり、寝間着を脱ぎ始めた。姉様に繊弱な肢体を見せつけることになるのだが、その事実をどうにか忘れつつ、持ってきた若草色のワンピースにいそいそと袖を通す。
「ちょっと話があるの。顔を洗いながらでもいいから聞いてもらえるかしら」
　声と表情からして、朗報はとても期待できそうになかった。
　緊張しながら円珠は頷き、姉様と並ぶかたちで上野家の洗面台に訪れた。着くなり、和佐が言ったのはこうである。
「岬が今朝になって私の家に入ったそうよ」
　顔を洗おうとした円珠が驚いて姉様に向き直る。
「姉様のお宅に⁉　一体どうして……」
「そこまでは聞いていないみたい。事情も知らないから黎明れいめいも困り果てていたわ」
　一条家の本邸は少し離れたところにあるので、紅金市内にしつらえた別邸が和佐の主な住居となっている。現在そこで暮らしているのは和佐の実姉である一条黎明いちじょうれいめいと、彼女に仕える優秀なメイドの二人だけだ。
　姉様が実の姉を呼び捨てにしているのはいつものことなので円珠はほとんど気にせず、岬姉様の不可解な行動に懸念を募らせていた。
「まあ、あっちは黎明たちに任せるしかないわ。先ほど岬のお母様が朝食の準備を整えていたところだから、終わったらダイニングに向かいなさいね」
「は、はい、姉様……」
　心に新たなわだかまりが生じた円珠であるが、不安げな顔をする『妹』をよそに、白髪の姉様は一足お先にダイニングへ向かっていった。

　　　　　Ⅴ

　実はこのとき和佐は大きな嘘を吐いていた。
　岬が一条邸を訪ねた目的を、黎明を通じて和佐はすでに知っていたのだ。
　円珠が静かに寝息を立てている中で目を覚ました一条和佐は、バッグの中から自身の携帯端末が震えていることに気づいた。通知者が自分の姉になっていることに訝しみながら、小声で通話に応じる。
「ああ、エミリー。繋がってよかったですわ」
　流麗な女性の声に、和佐は大きく胸を撫で下ろす五歳上の姉の姿を幻視した。「エミリー」は黎明が妹を呼ぶ際の愛称だが、なぜ本名と全く無関係の呼び名を使うのか、和佐としては今さらどうでもいいことだった。
「珍しく早起きなのね。一体どうしたというの」
「どうもこうもありませんわ。突然、シスター蒼山さんから岬ちゃんがやってくるという連絡を受けまして、しかもエミリーは岬ちゃんの実家にご挨拶にうかがっていると聞きましたから……」
　そういえば、黎明に岬の変容について打ち明けることを和佐はすっかり忘れていた。黎明からすれば、いきなりシスターから電話がかかって、その通りに岬が異様な雰囲気をたたえて押しかけてきたのだから困惑の極みというものであろう。妹も週末は家に帰ることは滅多にないため、まさか遠方へ旅行に出ていたとは思わなかったに違いない。
　やや非難めいた口調になるのは無理もないが、それ以上に姉の声は深刻に響いていた。
「それより、エミリー。岬ちゃん……一体何がありましたの？」
「話すと長くなるわ。そもそも事態をすべて把握しているわけでもないし……」
「あの子、ひいちゃんと同じ目に遭わせてほしいと言い出してきましたの」
「なッ……!?」
　危うく携帯端末を取り落とすところだった。
　黎明のいう「ひいちゃん」とは、かつて彼女に仕えていたメイド、夕霧火影ゆうぎりほかげのことである。メイド職を辞してすでに五年が経過しているが、いまだに音信不通の状態が続いている。
　主従どうしで愛し合い過ぎたがゆえの悲劇だった。お互いがベッドの上で一糸纏わぬ姿となってもつれ合い、黎明が火影の肉体を激しく求めすぎたあまり、欲情を暴発させて彼女の右耳を食いちぎったのである。
　気の触れた編入生は、その彼女と同じ末路を要求しているというのか。
　大きな声が出ることを予期して、和佐は円珠の寝ている空間からそっと抜け出した。小声で会話を続ける。
「……それで、黎明はその岬をどうするつもりなの？」
「当然そんなふざけたお誘いはお断りいたしますわ。もっとも、今の岬ちゃん相手ではひいちゃんのような事態になることはあり得ませんけれど……」
　欲情が暴発するような相手ではないということだ。
　聞いていた和佐としては安堵すべきなのか判断に迷う事態である。
　黎明の声が珍しくすさんだ調子でひそめられた。
「だいたい、わたくしがひいちゃんについて心を痛めていることを岬ちゃんはとっくにご存知のはずでしょう？　それにも関わらず、あの悲劇を繰り返せと要求してくるなんて……。わたくし悪いけれど、一発あの子の頬を引っ叩かせていただきましたわ」
「間違った判断ではないわ。引っ叩くだけなら私もすでにやったのだから」
　それどころか、私物を片っ端からぶん投げて荒れ狂ってみせたわけだが、あえて姉に言う必要は和佐は感じていない。
　ともあれ、姉が岬を引っ叩いたと聞いて、和佐は意外の念と戦慄を感じずにはいられなかった。
　黎明は柔和な性格で、へそを曲げることはあれど、実際に手を出したという話は聞いたことがない。その姉を打擲ちょうちゃくへと駆り立てさせるとはとんだ偉業であるが、もちろん賞賛する気にもなれない。
「とにかく、わたくしは岬ちゃんを屋敷に置いて、じっくりと事情を聞くことにいたしますわ。必要となれば、エミリーにも連絡をいたしますから」
「熊谷瑠乃亜の名を出して。岬の初めての女だから。そいつが彼女を変えた元凶であることは間違いないわ」
「ええ、わかりましたわ」
　黎明は諒解し、妹の健勝を祈って通話を切った。
　端末の電源を落とすと、和佐は早朝から疲労感を伴った息を吐いた。久しぶりに姉と屈折なく会話を進行できたというのに、その感慨も湧く余裕もなかった。
（岬のやつ、一体何を考えているのよ……）
　かつて確執を抱いていたルームメイトに思いを馳せ、白髪少女は身だしなみを整えるために洗面所に向かったのだった。
　受話器を置いた黎明も、岬に懸念を抱いている点では妹と共通している。
　だが彼女は岬よりも、彼女のことを本気で気にかけている妹エミリーの方に感銘を抱いていたのだった。
（人嫌いだったあの子が、こんなに立派になって……）
　自分のもとから離れていくことに寂しさを感じつつも、何としても二人を救ってやりたいと思った黎明である。
　一条黎明は現在二十歳で、聖黎女学園のＯＧの中でも、いまだに在校生に強い影響力を残している女性であった。最高の生徒おねえさまに贈られた『聖花せいか』の称号は二年前に彼女が賜ったのが最後で、これ以降は、いまだに彼女に続くお姉様は擁立されていない。
　黎明は妹と同じ色の髪を腰まで波打たせ、さらに同じ色のドレスで全身をすっぽりと覆っている。垂れ目ぎみの金の瞳は柔和な光をたたえており、メイドの片耳を噛みちぎった猟奇的な印象はどこにも見当たらない。
　自室を出ると、黎明は先ほどまで岬と話し合っていたダイニングに訪れた。
　長い裾をゆったりとひるがえしつつ、ダイニングと地続きになっているキッチンに踏み込む。そこは静かな空間で、食器の洗う音だけが響きわたっていた。
　食器を洗っているのは火影の後に黎明の専属メイドに就いた女性である。名前は子夜風月しやふうげつ。黎明と同い年で、クラシカルなメイド服の似合う怜悧な印象の人物だ。
　ご主人様の来訪を受けた風月は、勝手にキッチンに立ち入られたことを咎めることもなく、淡々と皿洗いをしながら問いかけた。
「お嬢様との通話はお済みになりましたか？」
「ええ、ふうちゃん。エミリーは岬ちゃんのご家族から事情をうかがうでしょうから、その間にわたくしたちもすべきことを果たしましょう」
「それについては異存はありませんが……」
　風月の藍色の瞳に熱がほとばしった。
「正直なところ、今の岬様の態度は不快です。それが彼女の本意でないことは承知ですが、火影の二の舞を望むことが何を意味しているのか、彼女はわかっているのですか」
　夕霧火影は風月の親友であり、火影が失踪したことについて風月は主人である黎明を憎んでいる。極端な話、風月が黎明の側仕えに徹するのは復讐の機会を狙っていると言っていいくらいだ。
　その内心を知っていながら、黎明は風月に自分の身の回りを委ねている。
　際どい関係性だが、白髪の主人は聡明なメイドが復讐心によって自分を見失うような女性ではないと確信していた。岬の変容は風月にとっても不都合であるはずで、和佐と編入生の仲を取り戻すことにおいては意を共にすることも厭わないに違いない。
　シスター蒼山からの突然の通知は、黎明の朝食中に起こった。応対したのはメイドの風月であり、母校の寮の監督者からの連絡はＯＧのメイドを驚かせた。
「岬様が今からこちらへ……？　しかも起こった出来事を伝えてほしいとはどういうことです？」
　不可解な要求だが、寮母から編入生の事情を聞くうちに風月の表情は引き締まった。変容の事情も一条邸に訪れる目的も不明であるが、一条和佐が昨晩から問題解決のためにルームメイトの実家に突入するくらいだから深刻な状況であると認識せざるを得ない。シスターも何らかの事態の変化を期待して、早朝からの編入生の外出を許可したのだろう。
　確約の意を示して通話を切ると、風月はその内容をご主人様に報告した。聞いた黎明は驚いて食事の手を止める。
「シスター蒼山さんも思い切ったことをなさいますわね。そこまで岬ちゃんの様子がおかしいとおっしゃいますの？」
「蒼山様の口ぶりから、そう判断せざるを得ません。ましてや、お嬢様の行動を見る限りでは……」
「エミリーが岬ちゃんのためにそこまでするなんてね。本来なら感激したいところですけれど……」
　黎明も風月も、実際の岬の悄然ぶりを目撃しているわけではないから、漏れ出た反応も半生気味である。
　その脅威を思い知らされたのは、シスターの電話からおよそ二十分後のことであった。
　呼び鈴を受けて出迎えた風月は眼を細めた。
　シスターが深刻な声で連絡するのも無理はないと思った。持ち前の明るさも変態的な気質も残らず摘み取られた抜け殻のように、メイドには感じられた。
　だが一点、奇妙に感じたところもある。ダイニングで待っていた黎明も同じことを考えていたに違いない。心が死んでいる割には岬の容姿は小綺麗に整えられていたからである。
　肌も黒髪もきちんと手入れされており、服装はノースリーブの前開きのミニワンピに薄手のパーカー、そして雪葉と同様に黒のニーソックスを履いていた。さらに黒髪の上にリボン付きのベレー帽も被っており、外見だけならデートに赴く衣装と思ってしまいたくなる。ただひたすら、表情と雰囲気だけがひたすらに食い違っている。
　アンバランスな風貌の少女に、黎明の声は心配と不安を乗せて発せられた。
「岬ちゃん……少し痩せたのではないかしら？」
「そうでしょうか？　普通にご飯を食べて、普通に生活してるだけですけど」
　可憐な声にも覇気がない。他の面々も感じていたことだが、普段の彼女ならたとえ不調でもそれをさとられまいと自らを取り繕おうとするものだ。それすらも投げ捨ててしまうとは、寮母の言うとおりただごとではない。
　風月が硬質な声ながら、やはり少女に気遣って問いかける。
「それで岬様は一体どのようなおもむきでこちらへ？　ご主人様に何かご要望でも……」
「黎明さまにあたしのことを抱いてほしいんです。そして狂うほど愛してほしいんです」
「何ですって？」
　黎明の柳眉が吊り上がる。編入生の少女が好意を抱いているのは妹であって自分ではないはずだ。
　だが、これで岬の愛らしい格好の意図も理解できた。確かに、誘う目的においては間違った判断ではない。さすがは腐っても変態淑女といったところか。
　むろん、そのあざとさに打ち震えている精神的余裕は今の黎明にない。
　白い重たげな髪を左右に揺らした。
「わかりませんわ。今わたくしが岬ちゃんを襲って何になるといいますの？」
「あの方と同じにしてください。五年前に耳を奪った夕霧火影さんのように」
　二人の纏った雰囲気が一変した。衝撃も一瞬、見目麗しい主従から鮮やかな怒気が滲み出る。
　風月は疑念と憎悪の視線で不快な発言をした少女を睨みつけたが、黎明はそれだけでは済まさなかった。乱暴に食器を置いて席に立つと、岬の前まで歩み寄って右の頬を張り飛ばしたのである。
　岬はよろめき、肩にかけていたバッグを床に落とした。なかなかに痛烈な音で頬が鳴ったが、彼女が衝撃を顔に浮かべたのは物理的な打擲より、それに続く聖花さまのお言葉の方であった。
「あの子のことで苦しんでいるのを知っていながら、よくもまあそんなことを抜かせますわね‼　わたくしが好きであんなことをやっていたと本気で思ってますの!?」
　美しいかんばせを紅潮させて声を張り上げると、怜悧なメイドも白いドレスの主人に同調した。
「岬様に本当にその覚悟がおありなら、入水なり線路に飛び込むなり、お好きになさればよろしい。いらぬ騒動にご主人様を巻き込むのはおよしなさい」
　たしなめるというより軽蔑の口調で言い放つと、風月は「それに」と前置きして床に落ちた岬のバッグに手をかけた。メイドでなくともルール違反の行為であるが、風月は構わなかった。
　落ちた際に異音を察知した彼女は、中身をまさぐってその正体を一同に晒した。
「あっ……」
「これは一体なんです、岬様？」
　風月が取り出したのは一本の小ビンだった。いかにも胡散臭い精力剤の一種だ。一条邸に向かう途中でコンビニエンスストアで購入したのだろう。
　そのビンを購入者の眼前に突きつけて、風月は白い目をしながら言った。
「こんなものをご主人様に飲ませようと思っていたのですか。さりげなく。私の目がある中でそのような真似を許すとお思いですか」
　岬が気まずげにうつむくと、ようやく怒りが鎮まった黎明は疲れたような息を吐いた。
「岬ちゃん、あなたは本来そのようなことを言う子ではないはずですわ。何らかのショッキングな出来事で気が触れているだけ。どうか今後の処遇が決まるまで、客室で大人しく休んでなさいな」
　ふうちゃん、お願い、とだけ命じて、メイドは立ち尽くす編入生をその客室へとうながした。抵抗する場合は意識を失わせて勝手に運ぶことまで考えていたが、このときの岬は黎明の言いつけに素直に応じていた。バッグを拾い、足を引きずるようにして歩き出す。
　そして、朝食を済ませた黎明は自分の部屋に戻り、先ほどの内容を電話で妹に報告したのである。そしてキッチンで風月と合流してささやかな会話をしたわけだ。
　風月の食器洗いが終わると、すぐさま岬のいる客室へと訪れた。
　問題の編入生はベッドに座り込んでおり、感情の失った顔つきで虚無を眺めていた。主人とメイドの来訪にも最初は無反応であったが、二人が接近してきたことでわずかに視線を動かす。
　プルーン色の光をさらに弱々しくさせ、力のない声で問いかけた。
「……何かご用ですか？　もしかして、憂さ晴らしにさらにあたしを叩いてくださるのですか？」
「ご冗談を。これから身体を重ねようとする相手にどうして暴力など振るえますかしら」
　風月がぎょっとなって隣の主人を見た。誘いに応じるとは話が違う、何を考えておられるのかと藍色の瞳を光らせている。
　そして岬は要望を聞いてもらえたというのに大して嬉しげもない様子で頭を小さく縦に振ったのだった。
「……ありがとうございます」
「ただし、条件がありますの。熊谷瑠乃亜さんについて余すところなく話してくださらないかしら？」
　岬の顔がこわばった。なぜ、彼女が熊谷先輩の名を……と思う間もなく、絶望が表情全体を蝕み、すぐにでも逃げ出したいとばかりにニーソックスに包まれた脚をもぞもぞと動かす。
　黎明の優しそうに見える瞳を受けて、岬は震え声で尋ねた。
「なんで……そんなことを話さなきゃならないんですか？」
「事情がわからずじまいでは、気が散ってあなたを愛するどころではありませんわ。岬ちゃんが本調子を取り戻して、初めて愛し合うことができますの」
　なるほど、と聞いていた風月は諒解した。情報を引き出すために交渉に応じるふりをするというわけだ。主人の決断に異論を挟む気はないが、これだけの頭の冴えを見せておきながら、妹やメイド（風月自身も含む）の関係がうまくいかないのは奇妙なものである。今でこそ妹と結託しているが、もともと二人は崩壊直前の関係にあったのである。
　姉妹のこじれた関係を思わぬかたちでつなぎ止めた岬は、持ち前の聡明さに基づかない判断をとった。本来の彼女なら一歩引いて考え込む余裕はあったはずだが、よほど自分の妄執にこだわっているらしく、虚げな表情のまま、白髪の聖花さまの陥穽ワナに踏み込もうとしていく。
「……それで、先輩についてどこから話せばいいんでしょう？」
「初めからですわ。あなたと熊谷さんが出会った瞬間から、すべてを」






第七章　紫檀色の追憶


　
　　　　　Ⅰ

　上野岬の通っていた中学校は、いちおう進学校と銘打っていたが、実態は教師も生徒もその自覚に乏しい極めて平凡な市立中学であった。
　その中で岬は、進学校の称号に酔いしれる偉い方にとって実に模範的な生徒だった。
　この時からすでに黒髪を三つ編みにしていた彼女は、勤勉かつ誠実な少女で、他人の陰口も決して言わず、それでいて友達付き合いもソツなくこなした。厳格な両親のもとで育ったわけではないが、「よき娘であり続けてほしい」という願いに忠実に従い、その意志は今どきの友人らによって朱に交わることもなかった。
　そう考えると、岬にとっての初めての『朱』は、彼女の一年先輩にあたる熊谷瑠乃亜とも言えた。
　二人の最初の出会いは、四月のとある放課後のことだ。
　岬は中学二年生、生徒会に属している。そして瑠乃亜の方は去年の引継ぎからその生徒会の会長をつとめていた少女だった。
　定例の会議が終わって解散した後、岬は自分の教室の席に戻り、友達からの頼まれごとに取りかかった。ひと休憩を入れようと思った時にはすでに日が暮れかかっていた。
「ふう、ようやく形になったかな。まだまだ先は遠そうだけど……」
「大したものね。これだけのタスクを同時にこなすなんて」
「うひゃあっ!?」
　素っ頓狂な悲鳴が出た。いつの間にかそばに立っていた人物に、少女は今までまったく気づかなかったのである。
　狼狽のあまり、岬は机の上の私物をぶちまけてしまった。筆箱の中身がこぼれ落ち、ルーズリーフが散乱する。転がるように席を離れて散らばった私物を慌てて拾い上げると、不意に声を投げかけた相手も半分ほど手伝ってくれた。優美な動きだが、同時にきびきびとしていて隙がない。
　自己紹介がなくとも先輩とわかる雰囲気を、彼女は纏っていた。中背の岬より背が高く、肌は色白で顔立ちは整っている。切れ長の瞳は黒真珠の光沢を放っており、日本人形のようにまっすぐに切り揃えられた短髪はさらに謎めいた色をしていた。限りなく黒い赤紫色であり、例えが悪いが、祖母の仏壇に使われた木材の色と艶を岬は思い起こした。確か紫檀したんというものだ。
　岬も着ている制服は、女子の間で『野暮ったい』と悪評が目立つが、目の前の彼女には関係のないように思われた。濃緑色のセーラー服から質感の良い胸が押し出され、白いタイがその上を滑っている。灰色のプリーツスカートから覗かせる太ももは、ほっそりとしているのになぜか胸騒ぎを覚えるような肉感をおぼえさせ、それは黒のハイソックスに包まれたふくらはぎも同様である。
　当時の岬はまだ変態淑女ではなかったが、そこについ意識が働いてしまうほど魅力的な容姿を成していたのである。
　ルーズリーフの最後の一枚をしまって鞄に収めると、岬はその美しい先輩に礼を述べてから困ったようにこう続けた。
「熊谷会長、いらっしゃるならせめて一声かけてくだされば……」
「悪かったわ。あまりにも集中してたから声をかけづらかったのよ」
　あまり悪びれない様子で、現職の生徒会長・熊谷瑠乃亜は微笑む。数時間前の生徒会室ではきびきびとした怜悧な先輩の印象が強かったが、笑顔になると嫣然としていながらも、年相応の少女の愛らしさを感じさせた。
「二年一組の上野岬さんね？　生徒会室で座ってたから間違いないはず。仕事熱心なのは結構だけれど、日が暮れると色々と物騒だからね。ほどほどになさい」
「はい。すみませんでした……」
「謝らなくてもいいわ。私もそろそろ上がるつもりだから、途中まで一緒に行きましょうか」
　夕暮れの廊下は二人以外の影も音も存在せず、窓から差し込まれた橙色のまばゆさが、岬の心に沁み渡るかのようである。隣を見ると、瑠乃亜のおかっぱ頭にも夕陽が当たっており、紫檀色の艶が暗色の炎を纏っているかのように錯覚された。
　その紫檀色の髪の会長が好奇心を秘めた視線で後輩の少女に尋ねる。
「ところで上野さんは先ほど何のタスクをこなしてたのかしら？　見たところ生徒会の活動の残りではなさそうだけど……」
　問われた岬は「そうですね……」と前置きしてから、ごく自然な口調で語り始めた。
「まず、ソフトボール部の友人から部活動勧誘のスローガンを頼まれまして、それからクラス委員会の方に集会の原稿の草案を依頼されて、後はついでに定期テスト用に皆に見せる用のノートを作成して……」
「ちょ、ちょっと待ちなさい！」
　面食らった瑠乃亜は、歩きを緩め、黒真珠色の瞳に非難の光をほとばしらせた。
「あなた、いつも周りからそんなに雑用を押しつけられてるの？」
「は、はい。皆忙しそうでしたので……」
　岬が狼狽えたのは麗しい会長が凄みを見せたことによる当然の反動である。
　瑠乃亜は今や完全に足を止めており、息を吐いてから三つ編みの後輩を睨みつけた。突き刺さるような視線に、岬は何もできずに立ち尽くしてしまう。
　その隙を瑠乃亜は突いてみせた。小さく息を吐くと、意を決したように表情を引き締め、岬の柔らかな両頬を手で掴んだ。
　そして、そのまま自分の目の前まで引き寄せる。
「……⁉」
　岬が面食らうのは当たり前だが、それ以上の内面の変化を美しい先輩はもたらした。
　このときの岬の心は、孵化する前の卵同然の有様であり、親の願いという殻に包まれた自我は未成熟のままであった。彼女の表情は自身の思考の発露というより、周囲の態度に合わせた最適解を示していたにすぎず、『心の底から』という激情を、純情な少女は今まで経験したことがなかった。
　キスされる寸前まで頬を引き寄せられた岬の感情は『心の底からの驚き』だけで済まされなかった。呼吸も忘れ、思考も停止し、先輩のかんばせを至近距離から見つめることしかできない。
（……きれい……）
　紫檀色の髪の先輩が美人なのは最初から理解していたが、この瞬間までは「こんな美しい人もいるもんだ」と感心する程度で、見惚れるほどではなかった。
　だが間近で見た今では、その美しさが突き刺さるかのようだった。白い肌はきめ細かく、長いまつ毛にかかった黒真珠色の瞳の光も、まるで吸い寄せられるような魔性な一面があるかのように感じさせた。
　もっとも、純情な少女の思考を奪った生徒会長は、あくまで生真面目に血色の濃い顔を分析していた。驚いたような呆れたような声が漏れる。
「どうやら、本気で連中の意見を信じているようね。そして、あなたはそれをこなすことに何の苦も感じてない……」
「あの、会長……？」
　岬の声が不安で揺れると、両手を離した生徒会室は厳しい表情を崩さぬまま、固まっている後輩に対してさらに言い渡した。
「会長として命ずるわ。明日の昼休み、生徒会室を訪ねなさい。二人きりで話がしたいの」
「は、話……ですか？」
「怯えなくていいわ。あなたについて知りたいだけなの。他の頼み事よりかは簡単でしょう？」
「は、はい……」
　頼み事と言われると岬としても断りづらい。
　あまり怒られたことのない岬が教師に叱責される生徒の心情を理解できたとき、後輩の承諾を得られた瑠乃亜はすでに笑顔に戻っていた。気遣いと呆れが入り交じったような笑みである。
「ごめんなさい。びっくりしたでしょう？　でも、あなたみたいな素敵な子が利用されて損をしてると思うと我慢できなかったの」
「素敵って、熊谷会長に言われましても……」
「素敵な人が素敵な子を素敵と言って何が悪いの？」
　瑠乃亜は片目をつむってみせた。怜悧な彼女の印象を覆すようなお茶目な仕草である。
　岬はまたしても呆気にとられ、魅力的な先輩の笑みを黙って見つめた。
「うふふ、そうでしょう。違うかしら？」
「……確かに、そうですね」
　岬は同調を示した。こちらに対する容姿の評価はともかく、美人だから評価を下してはいけないというのは驕りというものであろう。それにしても、そういうユーモラスな言い回しが出るあたり、会長の秀才さが勉学の知識のみでないことがよくわかる。
　瑠乃亜は華やかな調子のまま、ふと思いついたようにさらに言った。
「そうだわ。上野さんにさらにもう一つ頼んでもいいかしら？　もちろん、手が空いてからで構わないわ」
「いいですよ。何でしょう？」
「あなた、これから私のものにならない？」
　岬は絶句して表情を失った。
　さすがにその言葉の意味を知らない彼女ではないが、きちんと会話をして間もないうちに、いきなりその相手からお付き合い同然の宣言を受けることになるとは思わなかった。しかも同性から。
　しどろもどろの反応を示す岬に、会長が黒真珠色の瞳をきらめかせた。
「あなたを野放しにしておくと、周りから散々貧乏くじを押し付けられて潰れてしまう恐れがあるからね。連中が調子に乗って無茶を言ってくる前に上野さんのことを守ってあげたいと思うのよ。……だめかしら？」
　だめかしらと言われても、唐突の申し出に岬は心底困り果ててしまった。
　要領の良く、今まで自分の時間を削られたと感じたことのない（時間が奪われる頼みごとも成長の糧として捉えているくらいである）岬だが、会長の心配も本気だと理解できるために無視もできず、その板挟みで彼女は頭を悩ませることになった。
　混乱におちいったのは会長の言い方のせいもあるだろう。普通に忠告するだけならまだしも「私のものになって」では、恋愛経験のない岬が戸惑うのも無理はなかった。
（あたしが、会長のものに……？）
　制服が野暮ったいせいか、楚々とした印象にも関わらず、岬は異性から一度も告白を受けたことがない。後にそれを聞いた瑠乃亜は「よほど見る目がないか、全員草食系なのね」とこき下ろしたものだが、悪い虫が寄りつかなかったことに安堵しているのは間違いなさそうだ。
「まあ、すぐに答えは出ないでしょう。ただ、私があなたのことを心配してることだけは忘れないで。明日の件も、どうかよろしくお願いするわね」
　玄関口まで並んで歩くと「またね」と言い残して瑠乃亜は去っていった。
　岬は何気ない表情を作って紫檀色の後ろ髪を見送ったが、帰途をこれ以上共にすることがないとわかって内心、安堵したと言ってもよい。不満とまではいかないが、彼女の手によって心が散々かき乱されたのは確かであった。
　岬の心は瑠乃亜の手によって着々と孵化が進んでいった。殻の中から何かがうごめき、か弱い雛鳥が誕生するか、おぞましい怪物が産み落とされるか、岬は不安で仕方がなかった。
　内面に起きつつある変化についていけず、暮れなずむ帰路を進む岬の足取りは自然と鈍っていった。
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「私のものにならない？」の依頼に明確な返事ができなかった翌日。
　その会長からのもう一つの指示に応えるために、岬は四時限目のチャイムが鳴り終わると同時に弁当を持って教室を後にした。
　岬自身も生徒会メンバーということもあり、ましてや優秀な生徒会長直々の指令ともなれば、普段一緒に昼食を摂っている友人も出立を妨げる理由はない。もし呼び出されたのが異性なら、美人会長に恋い焦がれる男子諸君が色めき立ち、嫉妬の視線で相手を串刺しにしたことであろうが、そうでなかったため、事情は気になったところで関心はそこまで深くなかった。
　訪れた生徒会室はすでに鍵が開いており、「失礼します」と中に入ると、テーブルの奥で紫檀色の先輩が一人で待機していた。こちらの姿に気づくと、嬉しそうに黒真珠の瞳を細めてくれた。
「よく来てくれたわ。お弁当のことを話すのを忘れてしまったけれど、ちゃんと持ってきてくれて助かるわ」
　いえそんな、と返しつつ、岬は先輩の隣の椅子に腰を下ろした。お話があるわけだから近くに座った方が都合はいいだろう。
「それで熊谷会長、お話とは一体……？」
「その話をする前に上野さん、あなたに目を通してほしいものがあるの」
　テーブルの上を滑らせて岬に渡したものは、ルーズリーフの束と数冊のノートだった。ルーズリーフはクリアファイルに整然と収納されており、ノートも使い込まれていながらも清潔な状態が維持されていた。会長の几帳面さがうかがえる、好ましい印象のものたちであった。
　見てほしいと言われた以上、食事より中身を優先せざるを得ない。さらりと眺めただけで、岬のプルーン色の瞳が大きく見開かれる。
「こ、これは……！」
「昨日のあなたの話を聞いて、私なりにアイデアをまとめてみたの。ノートは私が去年テスト勉強に使ったものを引っ張り出してきたわ。気に入ってくれると嬉しいのだけど」
　岬はしばらく声がなかった。
　まさか会長直々に依頼の手助けをしてくださるとは思いもよらなかったし、内容の質の高さも『一年先輩だから』という一言でとうてい済まされるものではなかった。ターゲット層の求めるものを的確に把握し、どのように論理立てれば相手に納得させられるかを正確に心得ている内容であった。
　思わず両眼からプルーン色の鱗が落ちる勢いで岬は素晴らしいアイデアたちに魅入っていたが、ややあって熊谷会長が微笑みながら声をかけた。
「あなたの労力を省ければ、自分の時間をもっと有意義に使えるでしょう。もちろん、これらのものは全部上野さんの手柄にしていいわ。いちいち許可をとる必要もないから」
「そんな……悪いですよ」
　岬は遠慮した。先輩のアイデアは確かに素晴らしいが、それを流用してしまうとなれば主義に反する。
　クリアファイルとノートを会長に返却しようとしたが、当の瑠乃亜は後輩のその態度を是としなかった。
「せっかく考えたアイデアをお粗末にする方が失礼よ。それとも、勝手に茶々入れされたことが迷惑だから、こんなことを言い出したの？」
「そんなことは！」
　反射的に口走っていた。迷惑とは思っていないが、困惑しているのは確かである。自分の行為が先輩の労苦をふいにしていると聞いてしまうと、それはそれで罪悪感をおぼえる話であった。
　その先輩がすっと椅子から立ち上がる。優美な姿勢と足取りで岬に近づくと、姿勢を低くし、すぐ隣までに顔を寄せてくる。
「それで上野さん、ここからが本題なのだけど、あなたは一体何のために他人に尽くそうとしてるの？　本心で答えてちょうだい」
「あたしは、あたしは……皆が喜んでくれれば、それでよくて……」
　岬の回答は紛れもない本心であった。だが、それはあくまで未成熟な自我によって生み出された本心に過ぎず、それを聡明な生徒会長は精確に見抜いていた。
　そもそも、声が震えている時点で鋭気に富んだ先輩を納得させることなどできるはずもない
　瑠乃亜は会長特有の厳しさで言い放った。
「それなら、そのアイデアを持ってさっさと依頼してきた連中を満足させなさい。でもあなたはそれでは納得いかないのでしょう。それはなぜ？」
「それは……だって、ずるいじゃないですか」
「私は利用しても構わないと言っているのだけれど、果たしてそれは誰にとっての『ずるい』なのかしら？」
　意地の悪い聞き方をするものである。その問いは岬もすぐには答えられなかった。実際、なぜ「ずるい」と感じていたのかわからなかったのである。
　そのまま押し黙ってしまうと、ややあって聡明な会長が「ああ」とつぶやいてから自分の疑問に答えを出した。
「気を遣わせて悪いと感じているなら、そんな罪悪感は無用よ。あるいはもしかして、あまりにも都合が良すぎる話だから、何か裏があると勘繰っていたのかしら？」
「い、いえ、とんでもない……」
　岬はすっかり大弱りだ。他人に対して嫌な印象は抱きたくないが、この先輩はつくづくこちらの都合の悪いところを突いてきて、前向きな表情を取らせるつもりがないようにさえ思えてくる。
　それにも関わらず、紫檀色の髪の先輩はさらに畳みかけるように追究してきたのである。
「それなら、独りで身を粉にして働くのは義務感？　使命感？　達成感？　何にせよ、それを他人に費やすくらいなら、もっと自分の成長のために使うべきだとは思わないの？」
「…………」
　岬はもはや完全に身動きがとれなくなっていた。
　利己主義という概念を、岬は初めから持ち合わせていない。持っていたとしても、そのような思考を悪しきものとして封印したことであろう。他人の役に立てないことを悪と感じている中、会長の言葉はこちらの信念を完全に否定してくる。
　なまじ手助けをしてくれたおかげで拮抗することもままならず、岬の中で葛藤は限界をきたした。
　思いはうごめけど言葉が出ず、彼女の苦しみは潤みがかったプルーン色の瞳から流れ落ちることとなった。
「う、上野さん、どうして泣くのよ」
「わかりませんっ……」
　岬の心は発熱を続け、新たな嗚咽と涙を量産させた。熊谷会長が愛おししげに肩をさすってくれたが、その間も顔を覆って手を熱く濡らしていた。実際、どうして自分が泣いているのか岬はわからなかったが、少なくとも先輩が口出ししてこなければ、この先も何も疑うことなく役目をまっとうできたはずである。
「あたしは今、自分のやってることが好きなんです。誰にも悪いことをしてないはずなのに、どうして反対するようなことを仰るんですかっ……」
　岬の初めての目上の人に対して反抗した。瑠乃亜は気分を害さなかった。真綿で薔薇の棘を包むような優しさをもって傷心の後輩を慰める。
「言い過ぎたのならば悪かったわ。上野さんを泣かせるつもりはなかったの。私はただ、あなたに周りからの奴隷になってほしくないだけよ」
「奴隷だなんて……」
　岬は納得しかねる様子だったが、会長は自身の発言を撤回しようとはしなかった。
「連中は上野さんをこき使っている自覚もないのでしょうね。あなたが嬉しそうな顔をしているものだから。でも勢いづくと、そのうち上野さんにとんでもないことを要求しかねないわ。それをわかっていて手をこまねいていられるはずがないでしょう？」
　ここまで言われても、岬は三つ編みごと頭を揺するばかりだった。
「どうして……。出会ったばかりの会長にそこまでされるいわれはありません……。お願いですから、もうほっといてください……」
　現状に耐えかねて、少女は席を立とうとする。反抗にいたるまでは心理的な壁は分厚かったが、それが破られると行動は意外と大胆に果たすことができた。
　だが、そんな態度を黙って見過ごせる瑠乃亜ではなかった。
「それならば依頼人として命ずるわ、岬」
　初めて後輩を名前で呼び捨てると、瑠乃亜は昨日に続いて二度目の頬の引き寄せをおこなった。冷たい手で頬を押さえられた岬はまたしてもなすすべなく黒真珠色の瞳と至近距離で正対することとなった。光沢のある視線は手の体温よりも冷たく、日本人形めいた髪型も相まって、何だか現代の雪女に射すくめられたような気分だった。
「まずこれからは私のことを瑠乃亜と呼んで。それが一つ目の依頼。それから今後何か頼まれた際は、必ず私にその内容を報告しなさい。解決策くらい私も出せるわ。奴らのくだらない欲求のために岬が犠牲にならなきゃいけないなんて冗談じゃないわ。次に……」
「ま、まだあるんですか」
「連中の要求に比べれば可愛いものよ。今度の休み、私の外出に付き合ってほしいの。もちろん、あなたの予定が埋まってなければの話だけれど」
「空いてますが……あたしがお相手でよろしいんでしょうか？」
　遠回しな拒絶ではなく、あくまで「あたしなんかと一緒になってもつまらないのでは？」という不安から岬は念を押す。
　瑠乃亜は雪女の表情を消し去り、春の笑顔で返した。
「もちろん。それで上野さんも私に貸しを作ってしまったと気まずく感じることもなくなるでしょう？　まあ私に遠慮しないで心ゆくまで楽しんでくれればいいわ」
「あ、ありがとうございます」
　言ってしまった。だがここは素直に応じた方が早そうである。
　気高い会長と一緒にいてくつろげるとは思えないが、こちらが誘いに乗ってくれたことで先輩は実に嬉しそうであった。
「ふふ、こちらこそありがとうね、岬」




　時間の経過をさとって、二人はひとまず食事の時間に移った。岬は弁当の包み布を広げて、一つ目のおにぎりを口に運んだが、ふいに昨日の先輩の言葉が思い起こされた。
「私のものになりなさい」
　その言葉が今回のお誘いと無関係であるとは考えにくい。好物のチーズおかかが入っていたのにも関わらず、岬は外れの具を呑み込んだ気分におちいった。他の生徒よりも遥かに自我も知己も優れた熊谷会長だが、時には当てにならない発言をすることもあるようだ。都合の良くない話でも、ちゃんと裏があるではないか。
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　その後、会長主導でプランが決定され、土曜日の朝に岬は支度を整え、待ち合わせ場所に指定された駅まで訪れた。
　この日は、あいにくの雨だった。しかも午後になると雨足がさらに強まるとの予報である。だが熊谷瑠乃亜の辞書には「雨天中止」という文字はないようで、岬も会長の意向に従って、私服や靴を濡らさないように折り畳み傘の下で身を狭めながら歩みを進めたのだった。
　岬の私服は春物の白のニットセーターに紺のキュロットスカート、そして水色のショートソックスというものだった。三つ編みをした黒髪の上にベージュのキャスケット帽をかぶせており、パステルピンクの愛らしいポシェットを肩にかけている。セーターに食い込む紐が、何も知らない少女のあどけないふくらみを浮き彫りにさせた。
　さながら「容姿は晴れ、実際の天気は雨、表情は曇り」といった様子で岬は駅まで訪れたが、改札口前で先に待っていた先輩の姿を見たとき、その表情が一気に晴れ上がった。
　自校の制服が『野暮ったい』と評価されていた事実が、このとき岬は初めて理解できたような気がした。学校で見る先輩の美しさは、実際の二割程度しか表明されていなかったのである。
　私服姿の熊谷会長は学校で見るときよりも遥かに洗練された美しさを誇っていた。日本人形めいた髪型をしているが、身につけているものは普通の洋服である。裾がシースルーになっている白のフレアスカートを穿いており、形のよい素足を洒落たミュールで飾っている。肩の部分が開いた緑色のカットソーは形の良い胸を窮屈げに押し出し、カットソーの上に駱駝キャメル色のジャケットを羽織っている。
　紫檀色の髪も相まって、岬はすぐに美しい先輩に気づくことができた。傘を畳んで近づくと、先に待っていた瑠乃亜はすでに岬の登場に気づいていてにこやかに手を振っている。
「会えて嬉しいわ岬。その私服姿、すごくよく似合ってる」
「ありがとうございます。瑠乃亜先輩の格好もとても素敵で……」
　謙遜抜きで岬は先輩の容姿を褒めたたえると、ふと会長の足元が濡れていないことに気づいた。お洒落な傘も生乾きの状態であり、自身の折り畳み傘の濡れ具合と比較して問わずにはいられなかった。
「あの……もしかしてずっと駅で待っててくださったんですか？」
「大したことないわ。でも、岬が時間通りに来てくれてよかった。あなたのような子、一人で待っていたら周りが放っておくはずないものね」
「それを先輩に言われましても……」
「私はいいの。言い寄られても突っぱねる技は心得ているからね。岬はそういうの慣れてないでしょう？　だから私が守ってあげないと」
　ここまで言うなら、素直に先輩に任せた方が早そうである。
　岬は鄭重に礼を述べ、やがてホームに現れた電車に乗り込んだ。
　二両しかない電車だが、どうにか空いている席に腰を下ろすと、瑠乃亜は声を華やがせながら隣の岬に問いかけた。
「そう言えば岬、最初に会った際の依頼はどうなったの？」
　少女は歯痛をこらえた笑みで返した。
「テスト勉強の件はまだ先ですが、残り二つは先輩のアイデアを使わせてもらいました。ただその際、先輩の名前は出させていただきましたが」
　岬としては、先輩の顔を立てるのと自分の手柄にしたくないという思いを両立させるための苦肉の策であったのだ。勝手に会長の名を出した罪悪感に改めて胸の奥がちくちくとさせられたが、私服の会長は生真面目な後輩のアイデアをむしろ歓迎した。
「いい判断ね。こき使っていることを私に知れたら、奴らも迂闊に岬に頼みづらくなるでしょう」
　そこまでは岬は思いいたらなかった。依頼しづらくなった面々のことを考えると、善良の塊である岬はまたしても申し訳なさが清楚な顔に浮き上がりそうになるが、その表情を、ふいに瑠乃亜が覗き込んできた。
「か、会長……!?」
「瑠乃亜でいいって言ったでしょう。いい加減私の顔にも慣れてほしいものだわ」
　美しいかんばせの持ち主である会長は、その顔を引っ込めて改めて後輩少女に問いかけた。
「それで、岬は将来の夢とかはないの？」
「将来の夢……ですか？」
「あるでしょう。やりたいことの一つや二つ」
　岬は考え込んだ。いきなり言われても即座に思いつけるものではなく、強いて挙げるなら「誰かのためになりたい」ということになるが、それで先輩が納得してくれるとは思えない。
　悩んだ挙句、岬はずるい質問を会長に投げかけることにした。
「瑠乃亜先輩は、何か夢があるのですか？」
「そうね……」
　黒真珠色の視線が、窓の外の濡れた光景に向けられる。
「当面の目標はいい高校に入って母を楽させることかしら。うちの家、片親だからね」
　岬、驚いた顔で隣の先輩を見つめた。瑠乃亜は顔の向きを変えずに続けた。
「五歳のときに父が逃げ出してね。女手一つでここまで私を育ててくれたの。だから少しでも恩返しができればと思って」
「そうだったんですか……」
　岬の返事は沈痛をきわめた。何気なく尋ねた結果、会長のつらい過去を暴くことになるなんて締め付けられる心がいくつあっても足りなかった。だが、回顧を終えた瑠乃亜はしょぼくれている後輩を見返し、黒髪を撫でつつ慰めた。
「あら、上野さんが気を悪くすることはないわ。私が勝手に口にしただけだから。本当に嫌ならそもそも言うはずないでしょう」
「そ、そうですね……」
　なおも固い笑顔をとる岬に、先輩はさらに気さくげに言い放った。
「もう！　せっかくのお出かけにそういう湿っぽい顔は無しよ。それにしても、こんな日に限ってこんな雨とはね……」
　それに関しては岬も自身の不運さに文句をつけたくなる。瑠乃亜のぼやきは車内の湿った空気に溶け込んで、そのまま目的地まで運ばれることとなった。
　移動は一駅だが、雰囲気は田舎から一気に都会に早変わりする。もっとも、都心の繁栄に比べれば規模はたかが知れているが、九割が田舎と言ってもいいこの場所にとっては若者が今どきの気分に浸れる貴重な遊び場であったのだ。
　駅前のデパートに入ると、瑠乃亜の希望で最初に大型書店に向かうことが決定された。岬としても異論はなかった。「守らないと」という先輩の意気込みとは逸れてしまうが、それぞれ行きたいコーナーへと足を進める。
　岬は雑誌と参考書の新刊を一通りチェックした後、そばにある休憩用のベンチで先輩の帰還を待った。長くはかからなかった。岬と違って、瑠乃亜は店舗のロゴの入ったビニール袋を提げていた。
「待たせてしまったわね。色々と見ていたら目移りしちゃって」
　その気持ちはよくわかるので、岬としても「大丈夫ですよ」と笑顔で先輩を受け入れることができた。せっかく本を購入されているようだから内容を聞いてみることにした。
「先輩はどんな本を買われたんですか？」
「『月の魔女セレナ』のコミック版の最新刊よ。発売日に手に入って嬉しいわ」
　漫画だったのは少々意外な回答である。隣に腰を下ろすと、先輩はさっそく袋の中身を取り出して、その本を見せてくれた。妙に分厚い印象を受けたが、どうやら付録入りの別箱と組み合わさった特装版らしい。
　子供のような顔の輝きで瑠乃亜はさらにその別箱も開封し、付録の内容を岬に提示してみせた。
　岬はプルーン色の瞳をしばたたかせながら問いかける。
「それは……ブローチでしょうか？」
　それも二つ。大きさは箱の割にはそれほどではなく、岬が親指と人差し指で円を作ればすっぽり収まることであろう。それぞれ、白いフクロウと黒ネコの姿が年代物のように彫られている。
　何とも言えない岬の反応に、瑠乃亜は紫檀色の髪を揺らして首を傾げる。
「もしかして岬、『月の魔女セレナ』を知らない？」
「すいません。不勉強でして……」
「原作は児童書だから無理もないけど……いちおう児童文庫としては人気の方なのよ？　私の年でも十分楽しめる内容になってるわ」
　熊谷会長は力説し、岬は凝り固まった観念を改めることにした。中学生が児童書を好んではいけない法がどこにあるというのか。岬はさらに神妙な態度でその児童文庫の内容を先輩からうかがった。
　主人公の望月セレナは十歳の普通の女の子だったが、赤い満月の夜に、白フクロウのアルバと黒猫のアーテルと遭遇し「実は、お前は捨て子で本来は魔女の末裔だ」を告げられる。セレナは最初、魔女としての生き方を拒むが、友達が怪物に攫われたのを機に、魔女の血を覚醒させることを決意する。最初の怪物を倒した後、それと比類する強敵が各地で暗躍している事実を知り、さらなる討伐に向けて、セレナは両親や友人のもとを離れ、二名のお供を連れて長い旅に出たのだった……。
　概要を聞き終えると、瑠乃亜先輩は突然、こんなことを言い出してきた。
「セレナのことを話したのは上野さんが初めてよ。記念として、このうちの片方を受け取ってちょうだいな」
「いや、そんな……悪いですよ」
　悪い以前にいきなり何を言い出すんだというのが正直な感想だった。
　そもそも何の記念なのか岬は本気でわからなかったし、だいたいアルバとアーテルのどちらがフクロウかネコかもまだ曖昧だというのに、その片割れを受け取るのは誰の何の得になるのだろう。
　むろん、それですんなり引き下がる瑠乃亜ではなかった。言葉すら発さず、黒真珠色の視線に見つめられただけで岬は早々に白旗を上げることとなり、白フクロウのブローチを選択した。理由はただ単純に黒ネコより珍しいと感じたからである。
「ふふ、ではアーテルは私のものね。真っ黒だから常に岬が手元にあると想像しちゃうわ」
「あ、あたしが黒ネコですか」
　もしそっちを選んだら先輩はどんなコメントを残すのだろうと思いながら、岬は受け取ったフクロウのブローチをいそいそとポシェットの中にしまい込んだ。
「じゃあそろそろ移動しましょう。岬はブティックとカフェどっちから先に寄りたい？　共に私の一押しがあるのよ」
　色気も食い気も当時は未成熟な岬であったが、悩んだ末に選択したのは後者だった。お昼にはまだ早いが、先輩と一緒に服を見て回る覚悟がどうしても湧かず逃げの道をとったのだ。
　瑠乃亜は後輩の選択肢を快諾し、揃ってデパートの外へと出た。
　雨脚は収まるどころか、さらに激しさを増していた。岬も瑠乃亜も自分の差す傘の下で身を縮め、それぞれスニーカーとミュールを濡らしながら繁華街の歩道を歩いていく。
「まったく嫌ね。誰の許しを得てこの楽しい休日に雨を降らすのかしら」
　天に文句を言うのは筋違いだが、残念な気持ちは岬も一緒だ。同じく傘を差す人々の集合体に揉まれながら、先輩に離れないようにと必死に隣につき従おうとする。
　事件はそのときに起こった。
　岬がふと脇に目をやると、大型トラックが前方から迫ってくるのが見えた。いかつい車体が歩道に乗り上がって人を襲う……などとなれば大惨事であるが、そのトラックは岬のすぐ隣の車道を通り過ぎるだけだった。だが、その時には事件はすでに終わっていたのだ。
　その大型トラックは人の代わりにアスファルトに広がっていた水溜まりを轢いた。濁った飛沫を巻き上げ、それはちょうど脇に立っていた岬の全身に降りかかった。
「…………」
　岬は茫然と立ち尽くす以外、何もできなかった。
　前輪と後輪の二段に分かれて派手な水飛沫を受け、傘を差しながら濡れ鼠と化した少女を見て、こちらもまた意識を空白にさせていた瑠乃亜が小さな悲鳴を上げた。
　お洒落な傘を放り投げて岬の肩を揺らす。
「ちょ、ちょっと……岬、大丈夫⁉　濡れてない……わけはないでしょうけれど、ええっと、身体は寒くない⁉」
「だ、大丈夫です。大丈夫ですから……」
　動転する先輩をなだめた岬もまた、薄れた意識を取り戻した。セーターもキュロットスカートも靴下もスニーカーも半分以上汚され、服の下まで冷気が沁み込んでくるのを感じる。
　さすがに途方に暮れざるを得ない状況であった。
　これではブティックもカフェも堪能するどころではない。同じことを瑠乃亜も考えていたことだろう。
　親切な人が拾い上げてくれた傘を受け取ると、瑠乃亜は焦りの視線で賑わいの街並みをくるりと見回し、ある一点で止まった。
「決めたわ、岬……ひとまず、あそこに避難しましょう！」
「そ、そこって……！」
　思わず大声が出た岬だが、その反応に構っていられず、瑠乃亜は彼女の手を引きながらビジネスホテルへと駆け込んだのである。
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　ビジネスホテルの個室は広さで言えば安アパート並であり、浴室も岬が今まで使ったことのないユニットバスであった。もっとも、設備や調度品はきちんとしており、ロビーには乾燥機能付きのコインランドリーまでしつらえられていた。
　チェックインを済ませた後、瑠乃亜は岬に服をすべて脱ぐよう指示し、それらを洗濯機の中に詰め込んだ。乾燥が終わるまで、岬はカーテンに仕切られたバスタブの中に閉じ込められることとなった。
　熱いシャワーの中、岬はくしゃみを手で押さえ込んだ。身体の冷えは回復しつつあったが、衣類から下着にいたるまで何一つ身につけていないという事実が岬の心を寒くさせた。これが自宅ならともかく、今は先輩との買い物の途中であったのだ。
　今まで岬は自身の肢体に対して、清潔感以外に関心はなく、会長と出会ってからは何かと自分の身体つきを過小評価しがちであった。むろん、それはあくまで美しい先輩と比較した結果で、総合的に見れば岬の容姿は水準より高い。
　何者にも触れられたことのない天使の柔肌は、まるで乳白色の燐光を纏っているかのようであり、三つ編みをほどいた黒髪がその柔肌に艶やかに張りついている。あどけない腰のくびれに小尻の弾力、程よい肉づきを保ちつつもしゅっと伸びた脚、そして胸のふくらみも、魅力に気づいていないのは本人ばかりというのが何とももどかしい。
　未来の変態淑女は、むろん数年先の可能性より今後の状況について考えることの方が最優先であった。熊谷会長の機転には感謝するが、行動の自由を封じられた件に関してはあまりいい気分はしない。もっとも、原因を作ったのは先輩ではないから、これに関しては恨むのは筋違いだ。
　シャワーでまとわりついた汚れを洗い流し、アメニティの石鹸で泡立てたボディタオルを肌に押し当てていく。
　ユニットバスの扉がいきなり開かれたのはそんな時だ。
「どう、岬。少しは身体が温まってきたかしら？」
「せ、先輩ぃ⁉」
　無様に声が裏返り、岬は手に持っていたボディタオルを取り落とした。カーテンで仕切られているとはいえ、全裸の自分が先輩と同じ空間にいるという事実は、心臓にあまりにも負担が大きかった。
　だが、岬の驚きはほんの序章に過ぎない。何を血迷ったのか、美人の先輩はカーテンを勢いよく開け、バスタブの中に堂々と乗り込んできたのであった。
「ちょ、ちょ、ちょ、ちょっ……」
　ちょっと、という短い言葉ですら岬は口にすることができない。
　乱入してきた瑠乃亜はミュールとジャケットを脱いだ以外は着衣のままであり、水気と湿気をまるで意に介してないようだった。
　正面から黒真珠色の視線が直線状に伸び、健康的にふくらんでいた岬の胸を捉えた。狼狽の極地におちいった黒髪少女は咄嗟にボディタオルでそれを隠したが、対抗策としては何とも頼りない。
　瑠乃亜の唇に微笑と苦笑が同時に浮かんだ。
「ふふ、恥ずかしがらずともいいのよ。ここには私しかいないのだから……」
　先輩しかいないのが大問題なのである。
　しかもその先輩は瞳に暗色の陽炎をたゆたわせながらゆっくりと全裸の少女に近づいている。
　ボディタオルを握りしめながら岬は必死のていで叫んだ。
「だ、駄目ですよ先輩っ。先輩が服を濡らしてしまったら、一体誰があたしの服を回収してくれるんですかっ……」
「問題ないわ。このホテルのクローゼットにはガウンが備え付けられているから。いざとなればそれを着て出ることができるわ」
　岬は口をぽかんと開けて立ち尽くした。そういうことは早く言ってもらいたい。
　茫然自失となった岬だが、その隙を突いて瑠乃亜はすっと彼女からボディタオルを奪い去った。さらに抱擁直前の距離まで詰め、水気を帯びた柔肌にタオルの泡を押し広げていく。
　岬は全身をよじらせて抵抗した。
「せ、先輩、身体くらい自分で洗えますから……！」
「そんなことはわかってるわ。ただ私自身の手であなたのことを綺麗にしてあげたいの」
　言いながら、先輩はてきぱきと岬の肢体を洗っていく。特に胸や背中、腰、尻に関しては念入りにボディタオルで徹底的に愛撫された。
　岬はどうにもできなかった。目上の人が相手という意識がこの期に及んでも抜けきれずにおり、それ以上にこの先何が起こるかわからないという恐怖が岬の行動を縛りつけていた。
　きゅっと目を閉じ、全身に這い回るむず痒い感触が収まるのを待つしかなかった。
　気がつけば足の指の間まで丹念に洗われていた岬は、ボディタオルの感触がなくなったのをさとると、恐る恐るまぶたを持ち上げる。
　一瞬後、プルーン色の瞳が大きく見開かれた。眼前に先輩のかんばせが迫っており、それに気づいたときにはすでに暖かい接触が岬の唇に訪れていたのだった。
「んっ……⁉」
「ふふ、岬の唇にキス、しちゃった……」
　小悪魔めいた声とともに先輩はすぐに顔を離した。初めての同性どうしの接吻に無垢な少女は衝撃のあまり声がない。
　紅潮と羞恥が可憐な顔に浮かぶと、瑠乃亜の表情も劇的に変化した。大人びたかんばせが桃色にとろけ、麗しい声は恍惚によって韻律が乱れている。
「ああ、素敵……！　岬に出会えて本当に良かった！　こんな最高な子、他の男どもなんかに絶対渡したくない……‼」
　最後は凄みさえ込めて言い放ち、瑠乃亜はシャワーで岬の肢体にまとわりついていた泡を勢いよく落とした。みずみずしい肢体が光沢とともにあらわになる。
　この一連の流れで瑠乃亜の服も濡れないはずがなく、特に白いフレアスカートはふくらみを失い、シースルー部分が白い膜となって脚にぺっとりと張りついた。
「まとわりついて邪魔ね……。どうせガウンもあるし、脱いでしまいましょう」
　臆面もなく言い、本当に瑠乃亜は岬の前であっさりとスカートを下ろした。
　白くて肉感に富んだ美脚が晒される。岬の顔はすでに熱膨張寸前の有様であったが、彼女が釘付けになったのは先輩のおみ足だけではなかった。
　瑠乃亜がスカートの下に穿いていたのは黒のショーツだった。岬のよりも布地が小さく、縁に細かいレースがあしらわれている。美しいを通り越して官能的でさえあった。いくら大人びた美貌の持ち主とは言え、このような大人の下着が似合う中学三年生は他にいないように思われた。
　シャワーの水音以外、時間が停止したような空間で、岬は先輩の下半身に視線が吸い寄せられていた。瑠乃亜はカットソーまでは脱ぐつもりはないようだが、少女の胸をざわつかせるには十分すぎた。
　湿気を帯びた紫檀色の髪をつまみながら、黒ショーツの美少女は唇を薄く吊り上げる。
「ふふ……いい目ね。何も知らない仔猫ちゃんの目。やはり、私がアーテルのブローチを持つことになったのは宿命なのね」
　アーテルというのは『月の魔女セレナ』に登場する黒ネコの名前のはずだ。ブローチの件は偶然だろうが、それにこだわっていられる余裕はむろん岬にはない。
　瑠乃亜は再び、岬にかんばせを近づけた。
「下心丸出しの連中の視線よりよほどいいわ。ああ、欲望を抑え切れない……！　このままあなたを虜にしてあげたい……」
　スカートを脱いだ先輩は軽やかな動きで岬にしがみつき、再び唇を重ねた。だが、二度目のキスは最初のものとはまったくの別物だった。何も知らない少女は茫然と唇を開けてしまい、そこに生ぬるい質感がねじ込まれた。
「……んふぅン⁉」
　おぞましい触感に岬の心臓が飛び上がった。
　湿った舌が口腔にまで滑り込んだため、岬は瑠乃亜の抱擁の中で必死にもがいた。大きさに差のある胸どうしがぶつかり合い、その間にも酸素も理性も薄れていく。無意識に舌を伸ばし、くぐもった吐息とともに同じもので絡みとられる。
　張りついた唾液とともに舌を引っ込めると、瑠乃亜はピンクのヴェールで表情を覆いながら自身の上唇をいやらしく舐め上げた。
「あらあら、暴れるなんて悪い子ね。そんな子にはお仕置きしなきゃ……」
「そんな……ん、ひィっ……⁉」
　悲鳴とともに岬の腰は砕けかけた。先輩のみずみずしい太ももが岬の股座に押し当てられる。先輩と違って遮るものが何一つ存在しない岬は、冷たくも艶美な弾力を直接受けることとなった。
　そこにさらに先輩の激しいキスが再開される。抱擁も強まり、岬はついに感覚の嵐についてこれなくなった。抱擁が緩まった一瞬で、バスタブにもたれるように姿勢を崩した。
「ふふ……そんな無防備な格好で大丈夫かしら？」
　大股で座り込み、舌を出しながら息をする醜態を見つめられても、岬は意識がのぼせ上っており、ぼんやりと先輩を見返すことしかできない。
　その上に黒ショーツの先輩がまたがり、獣のように体を重ねて少女の魅力を堪能しつくす。もはや岬に払いのけるほどの力はなく、欲情に支配された先輩の為すがままにされた。
　シャワーの水音に混じって、もつれ合う音はしばらく続いた。岬は何度か甘い声を発したような気もしたが、当時の記憶力など当てになるはずもなかった。
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　乾燥機が止まる頃合いを見計らって、瑠乃亜先輩はガウンを纏って個室を後にした。岬は全身にバスタオルを巻かれた状態でベッドに横たわっており、先輩が服を抱えて戻ってくるまで自力で立ち上がることすらできない有様であった。
　その後、先輩の服も綺麗にしてからホテルを後にすると、昼食を挟むことなく二人は解散することとなった。岬としては、もはや会長の姿をまともに見ることもかなわず、一刻も早く彼女から離れたかったのである。
　それから一ヶ月の間、岬は熊谷瑠乃亜と会わなかった。
　先輩の方から訪れることがなければ、会う可能性があるのは生徒会の月例会議だけだ。美しいかんばせと身体つきを見てしまうだけで、あのときの情事を思い起こして赤面しそうになるので、来る気がないのは岬としてはむしろ安堵すべき事態であった。
　だが時が流れるにつれ、一切会おうとしない先輩の態度に彼女は疑念を抱き始めた。あれだけのことをしておきながら釈明の一つも寄越さないとはどういうことか。
　気まずさと追及したい欲が一日ごとに膨らみつつ、ついに五月の会議の日が訪れた。岬は準備を整えて生徒会室に向かったのだが、入り口で副会長にあたる先輩から思わぬ通達を受けることとなった。
「会議は別日に回すことになったわ。熊谷さんが具合悪くて休みなのよ」
　素直に意外と思った岬であった。これといった根拠はないが、あの会長が身体を弱らせて休むなどちょっと想像がしにくい。
　会議がお流れになってしまった以上、今日のところはそのまま下校しようかと考えた岬だが、ふとあることを思いついて副会長に再度声をかけた。
「会長がどこに住んでおられるかわかりますかね？」
「えっ？」
　唐突な質問に相手は面食らい、怪訝げに問い返した。
「そんなことを聞いてどうするの？」
「いえね。せっかくなので、お見舞いにうかがおうかと思いまして」
　体調を気にかけているのは本心だが、これは二人きりで会話をする絶好の機会とも岬はとらえていたのだった。情報を引き出すために謙虚な態度を演じているあたり、岬のしたたかな一面の開花をうかがわせた。
　だが、その結果は岬の望むものではなかった。
「そう……それは困ったわね」
「どう困るんです？」
　片眉をぴょこんと動かす岬に、副会長は申し訳なさそうにこう答えた。
「熊谷さんの家がどこにあるか誰もわからないのよ。あの人、自分のプライベートのことはほとんど話したがらないから……」
　驚いた。何と言っても買い物の際の先輩はそのような素振りを一切示さなかったからだ。もしかしたら、彼女が片親であることさえ親しい副会長は知らないのではないか。
　さすがにこの情報を口にするのははばかられたので、代わりに岬は苦笑を浮かべてささやかな諦めの悪さを示した。
「そうですか、残念です。会長には世話になってるので、せめてもの恩返しにと思ってたのですが……」
「世話に……？　ああ、もしかしてあなたが上野岬さん？」
「あたしのこと、ご存知なんですか？」
　素直にプルーン色の瞳を丸くさせると、副会長はにこやかに頷いてみせた。
「熊谷さんがあなたのことをいい子と絶賛しててね。次期会長に推そうと密かに考えてるみたいなの」
　知らないところで随分と大きく話が進んでいるようだ。あの瑠乃亜先輩の後釜と考えると首をすくめたい気分であるが、そんな後輩の懸念を現職の副会長は笑い飛ばした。
「まあまあ、そんなに力まなくて平気よ。会長って皆が思ってるほど大変な仕事じゃないから。熊谷さんが推す子ならまず大丈夫」
　後に聞いた話では、熊谷瑠乃亜という美少女は他人を手放しで称賛することはまずないとのことだ。その会長から類まれなる栄誉を受けた岬は、喜んでいいのやら、贔屓しすぎではないかと疑うやらで複雑怪奇な表情をとっていた。
　だが、その変な顔も副会長の次の言葉を聞くまでだ。
「あなたなら熊谷さんもお見舞いを喜んでくれるでしょう。担任から住所を聞き出せるか、かけ合ってみるわ」
　本来、第三者が個人情報を明かすのはルール違反であるのだが、その担任はあっさり熊谷瑠乃亜の住所を明かし、地図まで書いて寄越してくれた。田舎の学校ならではの緩さというのもあるが、それ以上に岬の人格と精力的な活動を聞き及んでのことだろう。
　その地図を持って岬は校舎を後にして、先輩の住所を確かめた。フランス語めいた洒落た建物名の後ろに『２１０』と書いてあることから、どうやら集合住宅住まいのようである。洗練されたマンションであれば当然オートロックがかかっているだろうから、機械オンチの自分がまずそれをうまく操作できるかが最初の課題となりそうだ。
　だが、果物屋で見舞いの品を購入して目的の場所に辿り着いたとき、岬は絶句してその場で立ち尽くしてしまった。
「うそ、ここが先輩の家……？」
　オートロックの懸念は一瞬のうちに消滅した。それと同時に美しい先輩が過ごすにふさわしい優美な私生活なイメージも音を立てて崩れ去った。
　そこはマンションでなく、二階建ての古めかしいアパートであった。嘘だと思って地図と住所を何度も確認したが、看板は少女の疑念を完全に否定してのけていた。まったく、洒落た名称を冠しているのが、ほとんど詐欺のように思えるほどのひどさである。
　これなら、洗練された印象の先輩が他人に住所を教えたがらない理由もうなずける。
　深呼吸で緊張を抑え、金属音を響かせながら階段を昇る。『２１０』の部屋番号のかけられた扉の横のチャイムを鳴らすと、十秒後に返事が来た。インターホンではなく扉越しから直接声がかけられた。
「はーい……？」
　瑠乃亜先輩とも思えない間延びした声。体調不良は嘘でないようで、先月の外出時のものと比べてかなり覇気も鋭気も弱々しい。
　先輩の新たな一面を垣間見た岬は、一呼吸おいて平静に告げた。
「上野岬です。あたしのこと、まだ覚えてくださってますか？」
「ひえっ⁉」という叫びが扉の向こうで轟いた。これが本当に先輩の声か？　と思えるほどけったいな悲鳴で、誰にも見られていないのをいいことに、岬は可憐なかんばせに苦笑を呈した。
　焦りのあまりに裏返った声が悲鳴のすぐ後に続いた。
「う、う、上野さん⁉　どうしてここに」
「呼び名が元に戻ってますよ……。お見舞いの品も持ってきましたから、まずは中に入れていただけないでしょうか？」
　追い返しづらい理由として、見舞いの品の効果は確かにあった。意図したものではないが、小遣いをはたいて正解だったと岬は思う。
　やがて扉がゆっくりと開かれ、黒真珠色の視線が恐る恐ると三つ編みの後輩の姿を捉えた。紫檀色の前髪に隠れたおでこには冷却シートが貼られている。
「本当に岬なのね……。私のためにわざわざお見舞いに来てくれたの？」
「それも含めて、先輩に色々とうかがいたいことがあったんです。……お邪魔してもよろしいでしょうか？」
「え、ええ。汚い部屋で恥ずかしいけれど……」
　予防線めいたことを言ってから、先輩はドアチェーンを外し、玄関の扉を開けてくれた。
　まず岬は瑠乃亜先輩の格好に面食らった。彼女は体育の授業のジャージをそのまま寝間着として使っていたのである。外出の際の洗練さはどこにいったのかと衝撃を受けつつ、岬は玄関から先の空間をさらに進んだ。
　先輩が卑下するほど汚い家ではなかったが、さすがに閉塞感は否定できない。台所と結合した廊下は古い家電でひしめき合っていたせいで、通り抜けるのも一苦労であった。
　辿り着いた六畳のワンルームは廊下に比べればかなりマシであった。古めかしい部屋の内装とは不釣り合いなくらいに洗練されており、清潔感を保った机や本棚は持ち主が誰か明確に物語っていた。唯一、場の雰囲気にそぐわないのは中央に敷かれた布団くらいのものだろう。
　その布団の上で二人が揃って膝をつくと、岬はまずお見舞いの品を先輩に進呈した。芳醇な香りに包まれた籠を受け取った瑠乃亜は率直な喜びをほころばせた。
「ありがとう……！　大事にいただくわ。母は食べてくれるかわからないけれど」
「嫌いなものでも入ってましたか？」
「いいえ、とんでもない。ただあの人は、自分が食べるくらいなら娘に全部あげちゃうような人だから」
　ジャージ姿の美少女の先輩は、ふいに自分の部屋を眺め回した。岬も何となく黒真珠色の視線を追いかける。
「この空間を見てちょうだい。私以外の物が全然置かれてないでしょう？　母は私のために自分のすべてを犠牲にしようとした結果よ。最低限の私物しか持たず、寝るときなんかキッチンの隙間に寝袋よ。信じられる？　私がやめてと言っても全然聞かないし、ヘトヘトになるまで稼いだお金を生活費以外は全部私につぎ込もうとするの」
　岬は息を呑んで、先輩の姿を凝視した。先輩も部屋を見回すのをやめており、果物の籠を持ったまま視線を落としている。
「少し甘えさせているところもあるけれどね。このままでいいとはさすがに思わないわ。だから、私はいい高校に入り、いいところに就職して、母にたっぷり恩返しできればと思っているの。そのためにも、もらったお金を少しずつ貯めているし……だから、それまでに長生きしてもらわないと困るのよ」
　胸が詰まる思いだった。買い物の際の電車内でも会長は「いい高校に入って母に楽させる」と告げていたが、その目標に対する凄絶な覚悟が、今初めて身に沁みたようであった。
　風邪で弱り果てていた瑠乃亜だが、それを語った瞬間は、美しい先輩の風格を取り戻していた。野暮ったいジャージもでかでかと貼られた冷却シートも問題にならない。濁りのない黒真珠色の瞳を見つめると、彼女の高潔さを、岬は改めて実感せずにはいられなかった。
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　籠に入った果物を冷蔵庫にしまってから、岬は申し訳なさそうな調子で先輩のかんばせをうかがった。
「こんな話を聞いてから言うのもあれなんですけど……」
「何かしら？」
「どうして、あれだけのことをしておきながら、一ヶ月もあたしと接触しようとなさらなかったんです？　会おうとしなかったあたしも大概ですが」
　ここで瑠乃亜は予想外の行動に出た。冷却シートから湯気が出る勢いで顔を熱くさせると、声も立てずにそのまま布団にもぐり込んでしまったのである。
「せ、先輩、出てきてくださいよ」
　頭まですっぽりと収まった毛布を揺すると、しばらくして縁にしなやかな指がかかり、紫檀色の髪に続いて黒真珠色の瞳が岬の視界に現れる。何だが地上を警戒するモグラのような仕草であった。
　瑠乃亜は毛布に隠れたままの唇から恐る恐る声が漏れた。
「上野さ……いえ、岬は、私が会いに来ても良かったと思っているの？」
「うーん。良いかはともかく、したことについてはきちんと釈明してほしかったです。黙って距離をとるのはずるいと思いますよ」
　口を尖らせてみせたが、内心、岬は先輩のことを初めて可愛く感じられた。外ではあんなに凛としたたたずまいを見せていたのに、自宅の中ではここまでしおらしくなるなんて。
　見た目だけは変わらず美少女の先輩は、岬から目を逸らしつつ細々と弁解してのけた。
「最初は、岬があまりにも素敵すぎて、誰かに取られてしまう前に奪わなくては！　としか考えられなかったのよ。でも、やってから岬がずっと喋らなくなった様子を見て、初めてあなたに悪いことをしたという気分になったの。それで学校で会うのが申し訳なくなってきて……まさか、それさえも岬を怒らせる要因になっていたとは思いもしなかったわ」
　最後に「ごめんなさい」としゅんとした様子で付け加えられ、元々腹を立てていなかった岬だが、子供のような先輩の態度を受けて、ほったらかしにされた件は許すことにしたのだった。
　謝罪が果たされると、岬は別のことが気になりだした。
「それにしても、先輩はなぜあのときあたしのことを襲ったんですか？　放っておけないという点はわかりましたが、そもそも同性どうしであんなことをするなんて普通思いつけませんよ」
「だって女の子を愛でる方がずっと楽しいに決まっているからじゃない！」
　声と同じ勢いで、瑠乃亜は毛布を払いのけた。
　すっと立ち上がると、呆気にとられる岬を完全に無視して本棚をまさぐり始める。
　やがてプルーン色の瞳の前に突き出されたのは一冊のコミック本の表紙だった。
　いくら瑠乃亜が大人びた美少女とはいえ、中学生が買っていいような代物ではなかった。全裸寄りの半裸な二人の女子生徒がシーツの上でもつれ合っているイラストだ。岬の顔の熱膨張は上手なイラストのせいもあるが、その二人の少女の雰囲気が、先月のホテルのバスタブでの情事を想起させたのだった。
「言っておくけれど、全年齢の本だからねッ」
　力説されても反応に困る。この扇情的な表紙のコミックスの資金の出所を考えると、つい先ほどまで味わっていた感動も薄れてしまうというものだ。
　微妙な表情を示す岬に、瑠乃亜はむきになって自身の性癖の正当性を主張した。
「じゃあ岬、答えなさいよ。私のような女と性格が最悪な不細工な男と抱き合わなければならないとなったらどっちを選ぶの⁉」
「な、なんでその二択しかないんですかあ」
　岬は困り果てた。しかも、この子供じみた怒りを見せる先輩は都合の良い返答を聞かない限り、決して引き下がらないという態度を露骨に示している。
　ぎらついている先輩の気概に、岬は疲労感とともに屈服の意を表明した。
「え、ええーっと、それはもちろん、先輩の方ですけど……あくまで、どっちかって言えばの話ですけど！」
　声高に念を押した岬だが、そんなものは当然、好色の生徒会長に届くはずもなかった。
「本気で私を選ぶというなら今ここでそれを証明して。私に果物を口移しするというかたちで」
「はいぃ⁉」
　岬の大声は驚きだけでなく憤りも多分に含まれていた。いくら病人でも何を言ってもいいはずがないが、当時の岬は押しの弱い性分であったため、こういった要求でさえ断りづらい。今まで頼みごとをしてきた相手はさすがにこのような無茶を言うことはなかった。
「ほーら、早く。減るものでもないでしょう？」
　すでに精神をすり減らしつつある岬だが、下手に拒否をして先月の情事のことを言いふらされたらという危機感がふとよぎった。「……内緒ですよ？」とふてくされた口調で先輩の要求を受け入れた。
　冷蔵庫からしまったばかりの籠を取り出し、大きな葡萄を一粒つまみ取る。
　瑠乃亜は目をつむり、そして唇は薄く開けた。餌を待ちわびる雛鳥を思わせる動作だが、それを美少女が演じているとなると素朴な可愛さだけで済むはずがない。
　発熱のせいもあるだろう。赤みを帯びた瑠乃亜のかんばせは色っぽく、岬は先輩のワガママも忘れて胸が騒いだ。
　このまま言いなりになってしまって大丈夫かという不安は間違いなくあるが、そのまま吸い寄せられたいという思いも、この時点でどこかにあったのかもしれない。虫が自然と花の蜜に誘われるかのように。
　岬は手にした葡萄を自分の唇に挟み込むと、うっかり飲み込まないように気を付けながら、みずみずしい紫の果実を先輩の口にまで運び込んだ。
　果皮の弾力を、唇の震えとともに受け取った瑠乃亜は、瞳を細めて三つ編みの後輩を見つめた。こちらも無自覚にまぶたをきゅっと閉じており、そのいじらしさに、変態なジャージ少女の理性は呆気なく爆ぜた。
　元々そのつもりでもあったが、果実ごと、岬の唇を奪い去る。
「んっ！　んぅっ……」
　セーラー服に包まれた肩を鷲掴みにされた岬は送ったはずの葡萄の粒を押し返された。艶やかな果実はすでにぬめりを伴っており、舌の上にその湿感に加えて温かい舌が重なった。
「んあぅ、れろ……ほら、みさき。もっと、べろ、だして……」
「ふあっ、んもっ……せん、ぱっ」
　舌足らずな声の応酬を果たすと、岬は言われたとおりに舌を伸ばし、艶を広げた果実もろとももてあそばれた。岬の精神は舌で転がされた葡萄と何一つ変わらなかった。
（あたし……何やってるんだろ……？）
　そういう想いは無垢な少女の中に当然あったが、逃げ出したいという気にはなぜかなれなかった。情事の秘密を共有させられたせいもあるが、それだけでないような気がする。
　思考の脇見運転の結果、岬の舌の上から葡萄がなめらかに滑って宙を飛んだ。
「あ」と思う間もなく、哀れな果実は磨かれたフローリングの上に着地する。埃をかぶってはいなかったが、みみっちくそれを再利用する気など、先輩にあるはずがなかった。
「あら、逸れちゃったわね。まあいいわ」
　落とした葡萄をティッシュで包んでゴミ箱に放り込むと、瑠乃亜はひょいと二粒目をつまんで口に含めた。
「はー、ふひはひはひはほほひははひ」
「あの、口にくわえたままじゃさすがにわからないんですが……」
「さあ、次は岬が襲いなさいって言ったの」
　聞かなければよかったかもしれない。
　先輩は一度外した葡萄を再び口に入れると、実に嬉しそうに唇を突き出した。
　あれと同じことをするのかあ。先ほどと以前のディープキスを思い起こし、岬の全身は顔ごと熱くなる。さらに熱い展開をねだってくる先輩を見つめ、ほとんど「ええい、ままよ！」の心地で過去の快感を再現しようとする。
「んっ……！」
　先輩の感じている声。似たような声は岬も散々発したことがあったが、先輩の唇からそれを聞くのは初めてだった。そう言えば、自分はもっぱら襲われる側で、逆の立場を演じることは今までなかった。
　瑠乃亜は本当に後輩に主導権を明け渡そうとしているようだ。無抵抗を装い、岬の舌技にされるがままになっている。
　岬の舌の動きは不器用だが懸命であり、演技でない吐息が瑠乃亜の興奮をさらに誘発させた。体調不良も相まって、先輩の反応にしだいに余裕がなくなっていく。
（あ、先輩が弱ってるの何かかわいい……）
　先輩の反応を感じるたびに岬の内心も変容しつつあった。元から隠されていたのか、先輩によってその萌芽を植え込まれたのかは不明だが、心の中で秘められたつぼみは今まさに咲き誇ろうとしていたのだった。
「んふぅ⁉　み、みさき……⁉」
　望みの展開にも関わらず瑠乃亜は狼狽を始めた。まさか大人しく、性に疎い岬がここまで激しく追い求めてくるとは予想できなかったのだろう。できなくて当然である。責め立てている岬当人でさえ、こうなるとは思ってもみなかったのだから。
　その岬は、自分がされたときよりも激しく先輩の肩を押さえつけ、むさぼるようなキスを繰り広げていた。羞恥心も忘れ、先輩が慌てふためくのも意識せず、がむしゃらに舌で口唇をかき回す。
　岬の激しい蠢動がようやく収まったのは、唾液が瑠乃亜の気管に詰まって盛大にむせたときだった。
「ううっ、けほ、げほっ……！」
「せ、先輩！　大丈夫ですか……？」
　岬はようやく我に返った。そして自分のしたことを振り返って愕然となる。なぜあそこまで無我夢中に先輩を求めることができたのか、自分でも不思議でならなかった。
　激しい咳が落ち着くと、瑠乃亜は紫檀色の髪を起こし、きらめかせて視線で後輩を見つめた。全体を薄桃に染めたかんばせは岬に対する驚愕と恍惚があり、それに加えて畏怖のようなものさえ感じられた。
　瑠乃亜の口の中で鈍く弾けた音が響く。辛うじて鼓膜をかすめたような極小の音だ。どうやら葡萄の粒を噛み潰したらしい。
　果汁をまとった舌で自身の唇を舐め取ると、瑠乃亜は笑顔になった。獲物のネズミの成長に感動をおぼえた猫の笑みである。
　しなやかなポーズで岬の顔を覗き込み、嫣然とした視線を投げかけた。
「ふ、ふふ……やればできるじゃない。このまま終わりにするなんて、私、とても寂しいわ。今日は……というか毎日のことだけど、母の帰りが特に遅いの」
「親の帰りが遅い」のフレーズが何を意味しているかは岬もさすがに理解できた。理解したところで応じる義理はないはずだが、先ほどの自身の狂気が岬の理性的な判断を鈍らせた。
　さらに絶妙なタイミングで、先輩はジャージのファスナーを下ろした。
　インナーは着けておらず、汗ばんだ白い肌と黒いレースのブラジャーに包まれた二つのふくらみが見事だった。
　岬は頭が茹で上がりつつあった。湯煙がかかったかのように視界がぼやけ、みずみずしい先輩の胸だけが岬の網膜に突き刺さる。
「岬……きて……」
　耳元に覆い被さるように先輩のささやきが届く。
　岬は脳が揺さぶられた。こんな危険なコト、やめるべきだと危険信号が灯っているのに、葛藤はさらに強くなっていった。
（ああ……もっと先輩の声を聞きたい。最後まで先輩の様子を見てみたい……）
　震える指で先輩のむき出しの肩を掴む。先輩は目をつむり、上半身をピクッと揺らした。
　弱々しさを装った演技だろうか。だが、唇が同じ唇のぬくもりに触れた瞬間、そのようなささいな疑問、どうでもよくなっていた。
「んあっ⁉　岬、激し……！」
　勢い余って少女二人は布団の上で横たわった。倒れた拍子で手を肩から鎖骨に移っていた岬は、手のひらにすべすべした肌の質感を知覚することができた。
　プルーン色の瞳が一瞬、獲物を捕捉したようにキッと開かれた事実に気づいたのは、それを見つめていた瑠乃亜だけである。ぞっとするような後輩の視線に、誘いかけた先輩は自分がどのようにもてあそばれるのか期待で胸がはち切れんばかりであった。
　そして、その時は訪れた。
「はぁ、はぁッ、はぁ、はぁッ……！」
　一息ごとに岬の欲情が暴走し、先輩の悶絶も加速していった。色気に満ちたブラジャーとそれに包まれた胸を示し、さらに無垢な少女を官能に引きずり込もうと目論む。
「ああンっ、いいわッ！　岬……早く、私のすべてを味わい尽くして……‼」
　頭に残っていたのは、先輩の色っぽい韻律だけである。何を告げたか、岬はほとんど聞いていなかった。ただひたすらに先輩の甘い息遣いを聞きたいがために唇をむさぼり、教わってもいないのにブラジャーの肩紐の下に手を滑らせ、薄汗の滲んだ肌を愛撫する。
（先輩の口の中、甘いなあ。なんか、くらくらしそう……）
　岬の心に華が咲いた。弾けたように花びらを開かせた、鮮やかなピンクの華が。
　後輩の少女はもはや、先輩を襲うことにためらいがなくなった。ただひたすら紫檀色の美少女を支配したいという渇望のために動く可憐な獣に成り果てていたのであった。
　そして、自ら獣の獲物になることを望んだ瑠乃亜はブラジャーのホックを外した。勢いよく、と表現したくなるほどの弾力で二つのふくらみが揺れている。
「ほら、岬……こんなところにも小さな果実が付いているわよ……」
　わずかな恥じらいもたたえて先輩がその場所に指を差す。岬は迷いなく、その禁断の果実にしゃぶりついた。グミのように凝り固まったそれを刺激され、瑠乃亜は甘美な悲鳴を吐き出してのけぞった。
　岬の責めは日が暮れかかるまで続いた。先輩から「そこまで」という強いお達しを受けて、催眠術が解けたかのように岬は正気を取り戻した。
　瑠乃亜は下はジャージのまま、上だけを完全な裸にして寝そべっていた。各所に唾液の痕跡がへばりついており、その有様を見て岬は愕然となったが、身体の中で名残惜しさがくすぶっていたのは確かであった。先輩の嬌声の余韻は今も頭の中で容易に再生でき、それを受けた感情は恥ずかしさよりも恍惚の方がまさった。
　乱れた制服を直していると、ゆっくりと息を整えていた瑠乃亜が弱々しい視線で見上げてきた。
「ねえ、岬……これからも一緒にいてくれる？」
　懇願の響きが強く、先ほどの情事を抜きにしても断る気にはなれない申し出である。
　岬は先輩の顔を覗き込んで頷いてみせた。
「わかりました」
「それは依頼だから、引き受けるのかしら？」
　意地悪な先輩だと岬は眉をひそめたが、要所要所でからかってくるのがこの人の性分だと諦め、初めて出会ったときの会長の言葉を剽窃ひょうせつしてやり返すことにした。
「いえ、たぶん先輩がほっとけないからだと思いますよ」
　口にしてから、案外これが正解なのではないかと岬は思うようになった。

　　　　　　　Ⅶ

　瑠乃亜と岬の交流は引き続きおこなわれた。表向きは親しい先輩後輩の間柄だが、その裏で色っぽい秘め事が繰り返し行われていたことは生徒も教師も誰一人として気づくことはなかった。
　特に夏休み以降は、濃密な関係が顕著になっていった。
　夏休みの前週に生徒会の引継ぎが行われ、熊谷瑠乃亜は後釜として上野岬を推奨した。別にこれは瑠乃亜が強権を発揮させたわけではなく、他のメンバーも岬以上の逸材はないと考えていた必然的結果であった。
　晴れて引退するかたちとなった熊谷元会長だが、生徒会と縁を切るつもりは毛頭なかった。岬に会長の仕事を叩き込むために、何度も生徒会室の出入りを繰り返していたのである。
　もっともそれは表向きの事情で、一段落つくと、二人はトイレや校舎の死角に隠れて嬌声を響かせ合い、蝉の声に互いの水音を溶かしていた。会長となった上野岬は、このときにはすでに聡明で機転に富んだ一面を開花させており、清楚な雰囲気をそのままに、まるで別人のように華やかな明るさを披露してみせたのであった。
　一方で、鮮やかに花を咲かせていた裏では変態淑女の本能を着実に根付かせており、後に白髪少女を悩ませるまで、それは岬と瑠乃亜だけの秘密だった。
　夏が終わり、秋も過ぎ、年の瀬を迎えても二人の蜜月は途切れることを知らず、先輩が卒業してもその関係は続くものと岬は信じていた。
　だが翌年になって、事態は急変した。
　瑠乃亜が第一志望の高校に落ちたという情報が入ったのである。
　その話題はスギ花粉のように勢いよく拡散され、岬が瑠乃亜の担任教師に尋ねたところ、否定の意思は見られなかった。
　このあたりから、岬と先輩の交流ははたと途絶えた。元々一月二月は三年生は自由登校になるため、瑠乃亜が姿を見せないのは不自然なことではない。だが、あれだけ惚れ込んでいた相手に一言も連絡を寄越さないのは異常事態と呼ぶには十分すぎた。
　岬は穏やかでない心持ちで学校生活を送っていた。表向きは清楚で人懐っこい印象を装っていたから、彼女の内面に気づくものは誰もいない。期末試験や卒業式の予行演習や送辞の原稿作成で忙しい中、岬は何度も先輩に連絡し、アパートにも訪れたが無益だった。窓にシャッターが下ろされた美しい元会長の部屋は、最初から誰もいないかのように静まり返っていた。
　後になって学校側に瑠乃亜からの連絡はもう一つ入った。
　それは卒業式は欠席するというものだった。
　これで岬が先輩と接触できる最後の可能性は潰え、彼女のために用意した原稿をそこまで深い付き合いでない副会長の前で読み上げることになったのである。
　岬の中学三年生の時期はそれなりに充実していたが、変態淑女の面は鳴りを潜めていた。先輩が自慢げに見せつけたような女の子どうしの絡みが主体の本を何冊も購入し、心の寂寞を埋めようと試みたが、それでは足りなかった。先輩の声を脳裏に響かせてもみたが、まだ満たされなかった。
　自分にふさわしい生身の相手が、岬にはどうしても必要だった。
　聖黎女学園の存在を知ったのは生徒会の引継ぎに入る直前であった。この時にはすでに教師から志望校を決めておけと催促されており、ああ、そういえばここは進学校だっけと岬は思い返したのだった。
　一同が流れに任せる感じで地元の高校を選ぶのに対し、遠方のお嬢様学校の編入を選択したことは、むろん教師を驚かせた。だが反対の声は上がらなかった。
　もし岬でなかったら一笑に付して進路調査の紙を突き返したであろうが、成績優秀で品行方正の彼女なら、進学校としてのいいＰＲになるとでも考えていたのかもしれない。何にせよ、岬にとってありがたいことだった。
　学校が遠方にあることも、岬にとっては都合の良い事実であった。この頃になると異性からの熱っぽい視線が気になり出してきて、それを撒くのにお嬢様学校への転入は好都合であったし、何より先輩と物理的に距離がおける点が大きかった。連絡が途絶えてしばらく経つと、岬としてもあれだけ熱かった情愛も冷めてきて、新たな出会いを求めなくてはと考え始めていたのだった。
　自分だけが志望校に合格するかたちになるが、それに関して先輩に負い目を感じることはなかった。
　とは言え、先輩と完全に縁を切りたいとまでは思っていない。未練がましいというよりは、自分をここまで変えてくれた恩人をあっさり忘れてしまうのは薄情と感じていたからである。思い出の品である白フクロウのブローチを聖黎女学園まで持っていったのは、そういう想いもあったからだ。
　その願いがどのように届けられたかは不明だが、音信不通になってから二年が過ぎて、先輩との関係は急転することになったのだった……。

「……以上が、あたしが先輩と出会ってからのすべてです。終始あたしのことを振り回してくれましたけど、それでもあの人がいなければ、今のあたしはなかったと思います」
　語り終えると、岬はメイドの風月から受け取ったハーブティーを口につけて一息ついた。
　その間に、風月は主人である黎明と小声で話し合っていた。岬の語ってくれた過去に対する感想を確かめるためである。二人の見解はそれほど相違はなかった。
　まずは白髪のご主人様から口を開く。
「どうやら、そのようですわね。わたくしは瑠乃亜ちゃんのことを実際に目撃してないから印象でしか言えませんですけれど、岬ちゃんにとって、あまり褒められた先輩ではないように感じられますの。わがままで岬ちゃんを嬲っておきながら、これまた一方的に離れようとなさるのですもの……」
「ご自身を棚に上げてよく仰る」
　風月は冷ややかに言い放ったが、彼女もまた岬の話に対して硬い表情を保ったままである。
「これは私の想像に過ぎませんが、岬様が瑠乃亜様を懇意にしておられた理由は、恐らく彼女の境遇もあったのではないでしょうか？　片親であることに同情なさって放っておけなくなったものかと……」
「……手厳しいですね。お二人とも」
　茶器を置いて岬は苦笑する。人生を変えてくれた先輩への評価にショックはあれど、反論の意志はなかった。もはや擁護のしようがないことを一番自覚していたのは岬自身であったのだ。
　黎明は最初のときよりも厳しい雰囲気をかなり緩めていたが、それでも柔和なかんばせに赦しが広がるのは、まだまだ先のことのように思われた。
「エミリーは瑠乃亜ちゃんのことをすべての元凶と仰いました。今までのお話ではその部分はうかがえませんでしたから、辛いかもしれませんけれど、次はその元凶について聞かせていただけますかしら？」
「……わかりました」
　プルーン色の瞳に翳りが濃くなったが、返答に関しては迷いがなかった。ハーブティーで心身を落ち着けることができたおかげもあったのだろう。あるいは一度声を出せば、言いにくいことも案外あっさり出るものなのかもしれない。
　うつむきながら、岬は再びぽつりぽつりと語り始めた。
「実家に帰ったとき、母が先輩から電話を受けたと教えてくれました。あたしは誘われるがままに先輩と再会して……そしてすべてが終わったんです」





第八章　すべての終わりの日



　　　　　Ⅰ

　岬は連休初日の午前中から遠方の実家に到着していた。
　最後の授業日を終えると、予約していた夜行バスに乗り込むために東京駅へ出立し、翌朝には懐かしの地を踏みしめていたのである。
　座って寝ていただけにも関わらず、岬の身体は強い倦怠感に包まれていた。駅の前で母の迎えの車に乗せてもらうと、会話中にそのまま寝落ちしそうになるほどである。
　だが、母からの驚くべき報告によって、半睡だった岬の意識は一気に冴え渡ることとなった。
「そう言えば、熊谷さんからあなた宛てに電話があったのよ」
「先輩から？」
　まさかここで熊谷瑠乃亜の名前を聞くとは思わず、岬の反応は喜びより緊張の方がまさった。彼女には聞きたいことが山ほどあったが、立ち消え方が異様だったために真実を知るのが怖かった。加えて、聖黎女学園の生活が実りあるものであったため、その使命感も段々と薄れていたのであった。
　岬が折り返しの連絡を入れたのは、家に着き、短い仮眠をとった後のことだ。心の準備は万全とは言えないが、先輩も暇ではないだろうし、忙しくなる前にかけるに越したことはない。
　家の電話からかけると、十秒も待たずに返答が訪れた。
「……岬⁉」
　何も変わらない先輩の声音に、岬は胸中に懐旧の念が湧き起こった。
　もっとも、二年間も音信不通だった事実もあって、岬の応答は自然と感動が抑えられたものとなる。
「先輩、ご無沙汰ですね」
「ええ、本当に懐かしいわ。ごめんなさい、今まで連絡ができなくて……」
　ここまで神妙に謝罪されると「まったくですよ」と文句を言う気も失せてしまう。
　岬は慎重な口調で、先輩の深い事情に踏み込んだ。
「あたしは構いませんが……。皆、心配してましたよ。受験に落ちたと聞いてから一切音沙汰がなかったものですから」
「……入試は取りやめたのよ」
「えっ？」
　面食らった岬だが、しだいに瘴気交じりの冷気が胃の底から這い上がってきた。
　返答の内容もさることながら、言葉からほとばしる雰囲気に岬は過去に先輩を雪女と評したことを思い返した。
　その雪女の口調をすぐさま元に戻すと、瑠乃亜は後輩少女に提案した。
「続きは会ってから話しましょう。私のアパートに来れる？」
　時計を確認して、岬は電話越しにも関わらず頷いた。
「そうですね。昼食後、午後一時くらいからでよろしいでしょうか？」
「ちょうどいいわ。どうもありがとう」
　こうして通話は打ち切られたが、岬としては先輩の態度に不穏を感じずにはいられなかった。高校進学は先輩にとって母を楽にさせるための重要な一歩であったはずだ。その一歩を自分からふいにしてしまったのかと考えると、再会したところで楽しい会話ができるかは極めて怪しいところだ。
　ともあれ約束を交わした以上、岬は身だしなみを万全に整えて先輩のアパートへ向かうことにしたのだった。
　二年ぶりのアパートは、以前見たよりも退廃ぶりが鮮やかに感じられた。
　単に空が曇りだからそう見えるだけかもしれないし、岬の不安を通して建物の印象を歪めているせいかもしれない。先輩の部屋には窓にシャッターが下ろされており、錆びついた鉄のカーテンがさらに岬の心に荒涼の風を吹かせた。
　さっさと先輩に会わなくてはと思い、岬は一つ深呼吸し、階段を踏み鳴らして『２１０』のプレートのかかった部屋の前までたどり着いた。チャイムを鳴らすと、扉越しから声が返ってくる。
「……岬ね？」
　熊谷元会長の声は電話の時とは打って変わって、過度な警戒を伴ったものだった。
　その緊張は岬の内部にも感染し、応じるのにだいぶ時間を空費してしまった。
「し、失礼いたしました……。時間通りに来たんですからそこまで用心しなくてもいいじゃないですか」
　心外そうに岬がぼやくと「そうね……」と返事がきて、やがて扉が開かれた。隙間から紫檀色の髪の先がうかがえる。
　先輩との対面に備えて岬は友好的な表情を取り繕ったが、その努力は一瞬で霧散してしまった。
「せ、先輩……？」
　思わず声に震えがはしるほど、現れた先輩の印象は尋常でなかった。
　瑠乃亜のかんばせには辛うじて昔の美しさが残されていたが、そのほとんどは化粧で補われたものだった。肌は白く塗られ、まつ毛は黒さを際立たせており、唇はまるで質の悪い血液で染めたかのように鮮やかだ。それだけ顔を整えておきながら、身につけているものが中学時代のジャージのままというのが何ともちぐはぐである。
　そのジャージ姿の先輩に促されて、岬は廊下に足を踏み入れた。以前も移動するのに骨が折れた私物まみれの狭い廊下だ。渡る際、すぐ近くにあった先輩の後ろ髪から放たれる強烈な香水の匂いがただよい、岬は顔をしかめた。
　だが廊下を抜けると、その匂いさえも気にならなくなった。
　先輩の変貌以上の衝撃に、岬は立ち尽くしてしまった。
　六畳一間の部屋は悪い意味で一新されていた。シャッターが下ろされ、蛍光灯の冷めた光のみで照らされた空間は、かつては瑠乃亜によって手入れがきちんと行き届いていたはずだ。だが今、その場所は荒廃の極みにあった。
　まず、機能性の高そうな机がなくなっている。代わりに空間を占めていたのは、乱雑に私物が密集された収納ボックスの山だった。ちらりと見ただけで、服から日用品、それからこまごまとした小物までが一緒くたに詰め込まれているのが判別でき、部屋の湿り気と入り混じって奇妙な臭いをただよわせている。岬の知っている先輩からは想像もつかないほどの混沌ぶりであった。
　そして、その混沌の部屋の主は中央に敷かれた布団に膝をつくと、岬もそれに倣い、こわばった表情で変わり果てた空間を見回した。
「一体どうしたというんです、これは？」
「母が死んだわ。去年の一月のことよ」
　早々に岬の心臓は凍りついた。直接会うことはなかったが、先輩の話しぶりからしても、いかに素晴らしい母親であるかは理解できた。身に余る献身ぶりを娘は危惧していたが、その無茶が最悪のかたちで報われることになってしまったということか。
　神経まで青ざめた岬だが、衝撃の事実を聞いてしまった以上、踏み込まないわけにもいかない。先輩もきっと、聞かれることを望んでいるのだろうし。
「それじゃ、お母様が亡くなった後の生活は……」
「母の親戚が後見人として来てくれたわ。優しい人だけど、お金に余裕がないからと進学を取りやめるように言ってきてね……。貯めていたお金も全部生活費に回されてしまったわ」
　岬はさらに胸が痛くなってしあった。あれは先輩が母親のために苦心して貯めたお金のはずなのに。その母親が亡くなった以上、目的を見失った資金が逼迫した生活を救うためにあてがわれるのは間違った判断とは言えないのだろう。
　だが、そうなると部屋中にある私物の山に疑問が残る。
　あれはすべて生活に必要なものなのだろうか。岬の知っている先輩であれば、この手の浪費を半分程度には抑えられるはずだ。そうすれば貯蓄をつぎ込むにしても微々たるもので済んだのかもしれないのに。
　瑠乃亜はすでに諦めがついたと言わんばかりの軽い溜息を吐いた。
「確かに、この状態ではとても勉強なんて言ってられないからね。アルバイトをしてどうにかこうにか生計を維持してきて、最近になってようやく岬のことを思い出せる程度には余裕が出てきたというわけなの」
　逆に言えば、思い出すまでに一年もの時間を犠牲にする必要があったということだ。
　ここまで聞いてしまうと「なんで連絡を寄越さなかったんです？」となじることは、到底できない。一体いかなる女神が何の権限をもって、この美しい外貌の先輩に非業の運命を強いるのだろう。
　瑠乃亜は顔を上げて、まじまじと岬の容姿を見つめた。顔から服装にいたるまで、丹念に。
　かつて彼女に裸体をもてあそばれた件もあって、何だか視姦されているような気がして岬は落ち着かなかった。恐らく白髪のルームメイト相手ならその手の視線も歓迎したことだろうが、先輩相手だとまるで猫に値踏みされる鼠の気持ちになる。
　耐えきれず、岬は声を出して身をよじらせた。
「せ、先輩っ……」
「ふふッ……会わなくなってだいぶ時間が経ったけれど、あなたはさらに可憐になったみたいね。初めて会った時と比べると見違えるようだわ」
　それは先輩も一緒ですよ、と答える勇気は岬にはとてもなかった。
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　先輩にうながされて、今度は岬が自らの現状を語る番となった。
　聖黎女学園ではそれなりに濃密な時間を過ごしたものだが、先輩に打ち明けた内容はかなり限定された。ルームメイトが白髪の美少女だという情報は、紫檀色の髪を持つ先輩でさえ信じないだろうし、何より他の少女とねんごろになっていると知って、いい気分になるとも思えない。話題の中では岬は当たり障りのない清楚な少女を演じていた。
　会話中に先輩が質問したのは「そこは岬が行きたかった場所なの？」だけであった。進学を諦めざるを得なかった先輩の境遇に気を遣いつつも、岬はその通りですと頷きを返した。先輩は特に心が揺れ動いた様子もなく「よかったわね」と反応する。
　その素っ気なさが、かえって岬には不気味であった。
　こわばった空気を残して世間話を終えると、先輩はおもむろにジャージのファスナーに手を伸ばした。黒真珠色の瞳に潤みがかかり、大人びたかんばせに甘えと切なさを浮かべながら岬を見つめる。
「そろそろ、始めてもいい？」
　変態淑女の気質を受け継いだ少女は、先輩が心身ともにフラストレーションの限界を迎えつつあることを察して。岬はこの先の展開を思って息を吞んだが、承諾する前から先輩はファスナーを下ろし始めていた。さらにジャージの下も脱ぎ、一糸纏わぬ姿となる。
　先輩はブラジャーもショーツも一切身につけていなかったのだ。
　あまりの痴態に岬もさすがに呆気にとられたが、それも一瞬、みずみずしい白い肢体にみるみるうちに引き込まれていった。以前よりも少し肉は落ちているが病的というほどではなく、なめらかなくびれと白玉の艶にあふれたふくらみは健在で、岬の血を騒がせるには十分すぎた。さすが変態淑女の祖は格が違う。
　その変態淑女の先輩は床を這うと、置かれていた間接照明の電源を入れた。さらに蛍光灯の光を消すと、息苦しい空間にムーディーな雰囲気が広がった。ただでさえ奮い立つほどの先輩の肉体がセピア色の陰影に包まれ、魔性の気質を極限まで高めている。
「脱いで……いや、私の手で脱がさせて」
　岬の心臓がしゃっくりを上げた。自分のことを支配できるのはやはり先輩しかいないのだと、少女は改めて確信できた。一条和佐の場合、まずこちらを支配したいという意欲が著しく欠けているのである。
　コックリさんに憑りつかれたような動作で岬が頷くと、先輩はみずみずしい裸体を近づけた。パーカーを脱がされ、シャツのボタンを外される。ほの暗い明かりの中だから、先輩の化粧の濃いかんばせを意識せずに済むのはありがたい。
　岬のシャツをはだけさせたところで先輩の我慢は限界を迎えたらしい。「待て」のできない犬さながらに飛びつき、餌の代わりに唇をむさぼる。
「あン、んふ、むちゅ……」
　唇のキスはすぐに舌のキスに切り替わった。粘着的な水音が岬の鼓膜を伝い、神経をさざめかせる。感度が高まるにつれて、先輩のきつい香水の匂いも意識しなくなった。
　岬は先輩の肩を掴み、勢い余ってひっくり返らないよう必死だったが、余裕が少し戻ると、肩を押し返して逆襲に躍り出た。手を肩から胸に移し、そのままふくらみを鷲掴みにする。
　指を食い込ませてみたり、パン生地のようにこねくり回したりすると、先輩はキスどころではなくなっていき、甘い嬌声と紫檀色の髪を振り乱した。だが、黒真珠色の瞳だけは弱々しい光を放ちながらも「もっと、もっと」と子供じみた様子でおねだりしている。
　岬は先輩の要望に応じた。だが、先輩もただ岬の責めに溺れるばかりではなかった。はだけたシャツの下に手を忍ばせ、冷たい手のひらですべすべとした腹部を撫でまわす。
「ひゃあ、ん……っ」
「ふふ、相変わらず可愛い声を出すのね。岬」
　甘い悲鳴に、瑠乃亜は色濃く鮮やかな唇を舐め回し、その手をさらに下方へと滑らせた。ショートパンツの股座またぐらを指でなぞると、岬のその部分が別の生き物のように引きつけをおこした。
「ここも脱がすわね」
　もはや岬の回答も求めずに、先輩はショートパンツのファスナーを下ろし、水色のショーツの上から直接手のひらを押し当てた。嬌声と痙攣がさらに大きくなる。
　互いは膝立ちの姿勢に移り、それぞれの愛撫によって息を乱した。
　先に手が止まったのは、遠方で変態淑女の名をほしいままにしていた岬の方だった。
　手を緩めることは先輩に余力を与え、さらなる責め立てを許すことを意味していた。そして先輩はそうした。ショートパンツが下ろされて寒いはずの下半身が脱ぐ前よりも強い熱を帯び始める。
　岬の意識はピンクの霞に吞み込まれた。この先輩にいいようにもてあそばれた過去がよみがえるかのようで、自身の変態淑女ぶりもまだまだ未熟であると思い知らされた。中学生最後の時期は勉強の合間に独学で励み、聖黎女学園に編入されてからは白髪のルームメイトの美少女を手玉にとった。その成果をきちんと発揮できなかったのは心残りであるが。
（そう言えば、一条さんだったらどんな風にあたしをくらげ・・・にしてくれるのかな……？）
　ふと白髪少女の美しいふくれっ面が脳裏をかすめ、意識が完全な陶酔からわずかに遠ざかった。霧がかった視界も晴れ、以前より薄汚れているようなフローリングの床に目がいく。
　その瞬間だった。暗闇から小さな何かが視界を横切るのが見えたのは。
　大きさは親指の爪程度だろうか。だが、大きさはこの際関係ない。八本の足を一生懸命に動かしながら情事の場を駆け抜ける小さな生き物は、岬にくすぶっていた熱情を一瞬で吹き飛ばすほどの存在感があったのだ。
　身体が冷え、顔は青ざめ、岬は文字通り飛び上がった。
「——ひ、ひょえぇぇっ⁉」
「み、岬⁉」
　先輩の声も届かず、半裸の三つ編み少女はけったいな悲鳴を上げて後方によろめいた。膝に引っかけたままの脱ぎかけのショートパンツに脚をとられ、そのまま背後から乱雑に積み上げられた私物の山に激突する。
　異音とともに、その山は盛大に崩れ落ちた。
「な、なんてことするの‼」
　瑠乃亜の声はただならぬ鬼気が込められていた。怒りよりも悲鳴に近い叫びだった。まるで何かを極度に恐れているような。
　魂消るような先輩の絶叫に岬は唖然とし、しばらく声も出なかった。ややあって茫然と肩越しを振り返り、自分の崩した山を見やる。
　岬の肩にあるものが乗っかっていることに気づいた。私物の山に紛れていたらしく、プルーン色の視線は、しばらくそれに釘づけになっていた。
　人工の黒い一つの眼が岬を見つめ返す。タイプが古いからか、山を崩した拍子にどこかに当たったのかは不明だが、そのビデオカメラは今もなお低いうなり声を上げ続けている。
　無意識にそれを手に取ったときの瑠乃亜の反応こそ見ものだった。
　化粧で白くほどこされた顔がさらに白くなり、唇が絶望であえぐかたちで開かれた。
「だめぇ‼　お願いだからそれに手を付けないで‼」
　先輩はそれをひったくろうと四つん這いで迫り、岬の身体を取り押さえた。だが、ビデオカメラを取り上げるという目的はついに果たされなかった。もつれ合いの末、押し倒された岬の方が逆に先輩の裸体を崩れた私物の山に叩きつけたからだ。
　立ち上がった岬は、底冷えするような視線で私物に埋もれた先輩を見下ろしていた。
「……撮ってたんですか？」
「…………」
「あたしに黙って映像を撮影してたんですか？　許可をとらなかったのは何のためです？　そして勝手に撮ったものをどうするつもりだったんです？」
　声もまた冷ややかであるが、同時の爆発寸前の感情で揺れていた。
　盗撮を指摘された全裸少女は衝撃から立ち戻ると、開き直った。「一人で堪能するため」とでもごまかせばまだ逃れる道はあったかもしれないが、余裕をなくした瑠乃亜はみっともなく背中にへばりつきながら、後輩に対して胸糞悪い動機を語ったのだった。
「……欲しかったのよ、お金が」
「何ですって？」
　岬の顔にさらなる敵意が立ちこめると、瑠乃亜の方も必死のていで声を荒立てた。
「だって仕方ないじゃない！　あの女は現状も理解せずにいらないものにじゃんじゃんお金をつぎ込んじゃうし、私が稼がないと一体どんな目に遭わされるか……‼　店のお客様の一人がこの手の絡みの映像を言い値で買ってくれるって言うから！　岬にも損はさせないから、だからお願い！　私を助けると思って協力して‼」
　瑠乃亜の弁解は、後輩少女に対する配慮が何ひとつ込められていなかった。褒賞は山分けと謳って恭順をうながそうとする点に、岬はかつての先輩の底の浅さを見てしまった。
　美しかった先輩の偶像は、今や完全に崩れ去った。もはや一片の同情を示すことができず、岬は怒りに任せて持っていたビデオカメラを瑠乃亜のおでこに叩きつけた。切り揃えられた長い前髪に当たったため、傷を負ったかどうかは不明である。だが、脳天を直撃したせいで瑠乃亜は咄嗟に反撃をおこなえなかった。
　その間に岬は急いで乱れた衣類を直し、不浄の場から逃れようとした。
「待って岬！　置いていかないで！」
　瑠乃亜が息を吹き返したのは、岬が廊下に足を踏み入れた時である。
　物音で振り返った岬は、恐怖で全身が凍りついた。
　先輩は今まで見たことのないほど醜い顔をしていた。
　化粧で補いきれないほど顔には深い皺が浮き出て、十歳ほど一気に老け込んだようにさえ映る。黒真珠色の瞳は極限まで見開かれ、血走っている様子が彼女にくすぶっていた狂気の根深さを物語っていた。
　もはやなりふり構っていられない様子で、人というよりゾンビの様相で後輩に必死で取りすがろうとする。
「お願い岬！　私を助けて‼　私を見捨てないで‼」
「きたない!!」
　絶対零度の叫びで応酬し、岬は差し出された瑠乃亜の手を払いのけた。盗撮犯に落ちぶれた少女は紫檀色の頭を下げつつ涙声の哀願を繰り返したが、もはや岬としては聞く耳を持つことすら煩わしい。
　三つ編みを激しく揺らして廊下を抜け、そのままアパートの外へと飛び出したのであった。
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　死に物狂いで、かつ後方を過度に気にしながら五月の曇り空を駆けた岬は、帰路の半ば過ぎで、全力以上の無茶が膝にたたった。それでも歩くことはやめず、ようやく自宅が見えたときは、安堵のあまり眩暈が起きたほどであった。
　帰ってきたとき、両親はまだ外出中だった。そのことは最初から知っていたため、岬は死相を隠さずにそのまま自室に転がり込んだ。
　すべてが質の低い悪夢のように感じられた。
　部屋の真ん中で膝をつき、岬はうつむいたまま姿勢を硬直させた。何も考えたくはなかったが、思考が、光景が、水面に浮かぶ汚泥のように脳内を漂流し始める。
（先輩は……あの人は、最初からそのつもりで……）
　あたしを罠にかけたのだろうか。再会の電話を寄越したのも、甘いひとときを演じたのも、すべては大金をせしめるための布石に過ぎなかったのか。
　そう考えると、何食わぬ顔で誘いかけてきた彼女に改めて腹立たしさが募っていく。チョコレートを騙った添加物の塊を胃に詰め込まれたような気分だった。
　不快感の対象はかつての先輩相手のみにとどまらなかった。こんな奸計にまんまと引っかかってしまった自分自身に、岬は腹を立てずにはいられなかった。聖黎女学園では大抵の少女相手に優勢でいられたため、瑠乃亜からもたらされた絶望がかえって深く突き刺さり、驕りにも似た優越感に冷や水をかけられる結果となった。
　自己内省の沼に沈む前に、岬は今後について思考をめぐらせた。特に両親に黙っているわけにはいかないだろう。自分の半裸体の映像が他人の手元にあり、最悪の場合、ネットに拡散されてしまう事態も考えねばならない。それを一人で内密に処理するのは、とてもではないが無理がある。
　どのように打ち明けるべきかを考えているうちに、玄関の開く音が静寂を響かせた。
　岬は緊張のあまり心臓が破れるかと思った。
　こんなに早く帰ってくるなんてと大いに焦ったが、これは岬の体内時計の方が間違っていて、時計の針は正確に親の帰宅予定の時刻を指し示している。
　何も知らない母が穏やかな声で娘の名を呼びかけている。それに応えるため、岬はゆっくりと立ち上がり廊下に出ようとしたが、次の瞬間、体調が激変した。
「うグ……っ⁉」
　胃の底から急速に不愉快なものがせり上がり、全身が悪寒に包まれて歩くことすらままならない。
　片手で口を塞ぎ、逆流する汚物をどうにか抑え込もうとしたが、間に合わなかった。
「うぅッ……うげぇ！　かはッ、ごボぉ……ッ！」
　岬は吐いた。母親の目の前で、異音と共に腹の中の物を床の上にまき散らした。指の隙間から吐瀉物としゃぶつがすり抜け、その臭いが少女の嘔吐感をさらに掻き立てる。
「岬⁉　どうしたの⁉　しっかりして！」
「ぐぅッ……うぁ……おゲぇっ……‼」
　娘の異常事態に母は動転もあらわに呼びかけるも、しっかりさせることは相当の難事であった。
　背中をさすられて岬の吐き気はようやく引いたが、代わりにあふれ出たのは大量の涙であった。汚れた口から嗚咽が漏れ始め、プルーン色の瞳から透明な熱い小川がとめどなく流れ落ちる。
「ぐあ……うぅ……ごめんなさ、ごめんなさあい……ッ‼」
　とんでもない事件に娘が巻き込まれたとさとり、母親が慄然とするのは当然のことだ。
　だが、岬の謝罪はそれ以上の意味が込められていたのである。
　この声を届けたい真の相手は、先ほどまで散々忌避していた先輩だった。悪辣な手段をかけてこちらを追い詰めたことは決して許されないが、本当に性根まで腐りきっているかと問えば、そうではなかったはずだ。
　唯一の家族が亡くなり、性悪な養親に追い詰められて、金儲けの手段を選んでいられないと考えれば、一片の慈悲を与えてもよかったのではないか。
　もっとも、彼女への憐憫が岬の精神によく働くとは限らなかった。むしろ憎悪と良心のせめぎ合いが生じ、彼女はさらに苦しみを抱えて泣き続けた。涙が枯れても嗚咽が止まらなかった。
　それでもどうにか親の献身によって落ち着きを取り戻すと、岬は床を綺麗にしてから、緊急の家族会議に加わった。
　岬は自分の身に降りかかった出来事を正直にすべて語った。内容はむろん、親に強い衝撃を与えた。そもそも娘が変態淑女の輝ける星であったこと事態、二人は知らなかったのである。
　話を終え、結論として、岬は説教を受けなかった。「私たちがどうにかする」と告げた母の口調が、岬にはわからなかった。娘の罪業はひとまず目をつむり、親として名誉を守ってみせるという意思表示だと信じたいが、絶対に幻滅しただろうな……と、うがった見方をしてしまう。実際そう思われても仕方はないのだが。
　これ以上親に愛想を尽かされないために、岬は模範的な娘であることを余儀なくされた。もっとも、それは親からの無言の圧力ばかりではなかった。
　岬自身、変態淑女を気取っていたことが忌まわしく感じるようになっていたのである。先輩から影響されたものは物質精神ともにすべて排除しなければ気が済まなかった。
　女の子どうしの濃厚な絡みが描かれた書籍はすべて売り飛ばし、後は白フクロウのブローチを残すのみとなった。
　先輩との唯一の接点は聖黎女学園の敷地内で処分しようと考えた。というより、地元でなければどこでもよかった。このブローチだけは特に先輩の念が強く感じられ、地元で始末するのが申し訳なく思えたのである。
　すべての準備を整えると、失意の少女は夜行バスの予定時刻になるまで連休のすべてを虚無に費やした。提出用のスケジュール表を捏造し、聖黎女学園に帰寮してからもプルーン色の瞳に光とぬくもりが戻ることは決してなかった。
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　岬の母——上野澪うえのみおにとって、この件に関しては娘が打ち明けてくれた以上の情報は知りようがなかった。娘がどのような苦しみに苛まれてきたか、母親でさえうかがい知ることもできない。
　だが澪は献身的な母親であり、事情が判然としない状況でも可能な限り娘のために行動をしていたのである。
　その話を、和佐と円珠は今から聞こうとしていた。
　二人は朝食を摂り終え、岬の身に起きた出来事を母親の口から知ることとなった。熊谷瑠乃亜の卑劣な行為に姉様も妹も胸糞の悪い思いを抱いた。二人は瑠乃亜の過去の為人ひととなりを知らないため、岬と違って一切の同情の念が湧かなかったのである。
　白髪少女は美しいかんばせから憤りを引っ込めると、硬質な灰色の瞳をまっすぐ澪に向けて問いただした。
「……それで、お母様は岬を助けるために何をなさったと言うのです」
　隣で聞いていた円珠は場違いな興奮で心をさざめかせた。思い込みなのはわかっているが、どうしても姉様が『義母様おかあさま』と呼んでいるようにしか聞こえなかったのである。
　そのお母様の表情は、深刻さに関しては白髪少女にも負けていない。
「熊谷さんのお宅に訪れて、お金をはたいて撮影したビデオカメラをすべて出してもらったのよ。呆れたものね。五台も使って隠し撮りをしてたみたい」
　その画像はすべて削除済みであることを澪は告げたが、緊張の面持ちの円珠が気になったのは別のことだった。
「あのう……お金をはたいて、って……いくら出したんですか？」
「百万円よ」
　二人は揃って息を呑んだ。
　和佐も円珠も共に良家のお嬢様であるが、百万の額が大金であることくらいは理解している。少なくとも、ビデオカメラ五台分の代金では決してない。
　灰色と胡桃色の視線を受けて、澪は自嘲気味の笑みを浮かべた。
「娘の名誉を守るためなら安いものよ。回収代に加えて、二度と手を出さないでという念押しも含めてあるからね。まあ、旦那とこっそり打ち合わせたのを岬に聞かれちゃって、さらに落ち込ませることになったけれど……」
　責任感の強い岬には親に大金を使わせることは耐えられなかったのだろう。円珠は岬姉様の心情を思い胸が痛くなったが、一方、隣のもう一人の姉様は美しいかんばせを険しくさせていた。
「……本当に、これで終わると思っているのですか」
　澪は娘と同い年の美少女の気迫にひやりとさせられたが、辛うじて大人の威厳は維持できた。返答も、少女相手に怯むわけにはという意識が濃く出ていた。
「確かに、それで彼女が諦めるとは限らないかもね。だけど、今度近づいたら警察を呼ぶからと伝えてあるから、さすがに懲りたと信じたいけど」
「問題はそれだけではありません。あのときお母様はビデオカメラをすべて出してもらったと仰いましたが、それ以上の機械は部屋にないかきちんと確認なさったのですか？」
「いえ、そもそもあそこは物があふれかえっていたし、一つ一つ丹念に調べてたら時間がいくらあっても足りないわ」
「六台目以降のビデオカメラがさらに保管してあったのかもしれません。そもそも、撮った映像をすでに瑠乃亜はパソコンのデータに移していたのかもしれないのですよ。大金を使って娘の名誉を守るつもりなら、せめてハードディスクくらいは取り上げておくべきでした」
　澪の顔が蒼白になる。円珠は強く言い過ぎではないかと、こっそり姉様の横顔をうかがったものだ。
　非常事態において最善な判断を下せる機転の持ち主などそういないし、言ってしまえば姉様や自分だってその範疇に含まれる。ましてや親の世代では機械に疎い人々が一定数いるわけであるから、その点をなじったところでどうしようもない。
　だが円珠は思っていたことを口にはしなかった。姉様の態度に臆したのもあるが、そう言わずにはいられない姉様の気持ちも理解できたからだ。それだけ岬姉様を想ってくださるというなら、水を差すわけにもいかないだろう。
　その姉様はルームメイトの母親を追い詰める無益さをさとると、一転して静かな表情を浮かべた。
「何にせよ、真実を語ってくださりありがとうございました。後のことは私たちに任せてください。お母様はこの先起こる事態を静かに受け入れてくださるだけでいい」
「ちょ、ちょっと待ちなさい。あなたたち、一体何するつもりなの？」
　えっ、わたしも含まれているんですか？
　澪も焦っていたが、円珠の動揺もまた相当なものであった。真意を尋ねるように再び姉様のかんばせを見やると、ちょうどそこで灰色の知性あふれる視線とぶつかった。
　姉様の表情は円珠を安心させるものだった。笑顔ではないが、岬姉様が作戦成功を確信したときの自信が白髪の姉様にも受け継がれたかのようにも見えた。
「心配ないわ。円珠に何かをさせるというわけではないから。私だって熊谷瑠乃亜とかいう女のために危険なことを冒したいとは思わないわ」
「そ、そうですか……」
　お力添えできないというのも、それはそれで残念なような気もするが、岬姉様に笑顔が戻るというのなら良しとすることにする。それにしても姉様はいかにして岬姉様のお心を救おうというのだろう。
　同じことを、岬姉様のお母様も考えていたようであった。
「岬のために動いてくれるのはありがたいけど、せめて内容は聞かせてちょうだい。あなたたちみたいな子を危険な目に遭わせるわけにはいかないのよ」
　親心として和佐の決意に懸念を抱くのは当然のことであるが、当の和佐は動じる色を見せない。
「ご心配なく。危地に踏み込むつもりはまったくありませんから。後日、私の姉が訪れますから、まずは彼女からカメラ代の百万をお受け取りください」
　澪もだが円珠も驚いた。まさか事態解決のために黎明様を動かすとは思わなかったのである。
　母親は当然、提示された金額の方に度肝を抜かれた。
「う、受け取れないわ。そんな大金……」
「拒否権はありません。なぜならこのお金は岬のために支払われるのですから。お母様が受け取ってくださらなければ、彼女は永久に自責に苛まれることでしょう」
「お友達にお金を肩代わりさせる方が心に負担がかかるんじゃないかしら？」
「岬は我が家がお金持ちであることを知っていますので」
　嫌味もなく断言してのけた和佐であった。
「私に対して気に病むとしても微々たるものでしょう。それと、熊谷瑠乃亜の処遇についてですが……こちらは完全に岬の決断しだいになりますが、おそらく彼女を救う方針で動くことになるでしょう。さすがにこの件は私では荷が重いため、事情を話し、こちらも姉に向かわせて対処するつもりです」
「それもちょっとね……。あなたのお姉さんがわざわざ岬のために動いてくれるというの？」
「そうです」
　迷いなく和佐は肯定した。円珠もその確信は間違いないだろうと思った。正確に言えば、岬姉様のためでなく実妹である姉様のためであるが。
　澪はまだ納得しかねる様子で食い下がった。
「あなたは岬の友達と言ったわよね？　お友達というのはそこまで尽くすものなのかしら？」
「少なくとも私はそうです。私にとって友達とは周りの基準より遥かにハードルが高く、その分ずっと尊いものですから。円珠同様、私は岬をかけがえのない存在だと思っています」
　本人相手には決して言わないであろう言葉を和佐は口にした。姉様にかけがえのない存在と認知されて、円珠は胡桃色の瞳を潤ませたが、人嫌いの姉様の心の成長ぶりを垣間見て、感動がさらに加速された。
　澪は完全に諦めの調子で息を吐き、二人に対して苦笑を浮かべた。
「……もはや何を言ってもお邪魔虫かしらね。お金に関しても正直なところありがたいところだけど、あなたたちに対して何もお返しができないというのは歯痒いわ」
「報酬ならすでにお母様から受け取っています」
「情報以外に何か与えられてたかしら？」
「もちろんです。岬を産んでくださったのですから」
「…………」
「彼女のおかげで私の人生は変われました。私を苦しみから救ってくれたのは彼女なのです。だから今度は、私が岬を救う番です」
　姉様があまりにも眩しすぎたゆえに、円珠は両手で自分の目をがしがしとこすっていた。感涙で濡れた手を引っ込めても、目頭の熱い痺れが今もなお残り続けている。
　澪も白髪少女の決意に感じるものがあったのだろう。神妙に頭を下げて娘の行く末を友人に託したのだった。
「岬を、よろしくお願いいたします」
　気づけば、すでにお昼近くの時間になっていたが、和佐は昼食は外で食べると澪に告げ、岬の部屋に戻って帰り支度を始めた。円珠も姉様に続き、キノコアザラシの抱き枕を大きめのカバンに詰め込みながら、不安そうに姉様に問いかける。
「黎明様、本当に動いてくださるのでしょうか……？」
「あいつを動かすくらい簡単なことだわ。それと社交辞令で断っておくけれど、私がお母様に言ったことは決して本心ではないから。あの母親を納得させるためには岬のよき友人を演じるしかなかったのよ」
「はい、わかってますとも」
　本当にわかっているのかしら、と言いたげに和佐は眉を動かしたが、あえて口にせず、手早く荷造りを済ませると端末を使って黎明に連絡を入れた。
　返答はすぐにあった。
「エミリー、どうかしまして？」
「お姉ちゃん、お願いが二つあるの。まずは助けたい人がいる」
　聞いていた円珠は思わず荷造りの手を止めてしまった。
　姉様が黎明様のことを「お姉ちゃん」と呼ぶのを聞いたのは、これが初めてだったのだ。正直なところ、姉様の美貌にはあまりそぐわないような気がする。
　久しぶりの「お姉ちゃん」呼びに、黎明はしばらく恍惚の吐息を電話越しに乗せたが、話が進まないことに苛立った妹は、口調を変えて姉の忘我を打ち切った。
「……続けていいかしら」
「は、はいっ！　岬ちゃん以外にも助ける人がいると仰いますのね？」
「岬のためにその相手を助ける必要が出てくるかもしれないの。すぐ助けろとは言わないから、詳しい事情は後にさせて」
「わかりましたわ。それでもう一つというのは？」
「岬の家に百万円を補填してほしいの。何でも言うこと聞くから」
「な、なんでもぉ⁉」
　この裏返った黎明の叫びだけは、端末を突き抜けて円珠の耳にもはっきり聞こえた。
　奇声の主は一つ咳払いし、口調と声量を元に戻す。
「……ま、まあ、岬ちゃんの笑顔が戻るのはわたくしの望みでもありますから。でも、すぐにとはさすがに言えませんわ。それだけのお金だと本邸にも話をつけなければなりませんから」
「ありがとうお姉ちゃん、感謝するわ」
　感極まる喜びの余韻がまたしても響き、それが途切れる前に和佐はさっさと通話を終わらせてしまった。
　端末をハンドバッグに入れ、帰りのルートを振り返ろうとした和佐は、通話中の自分の失態に初めて思いいたり、全身と表情をこわばらせた。
「……迂闊だったわ」
「ど、どうかなさいましたか？」
「黎明に『言うことは一つだけ』と断っておくべきだったわ。一体どんな無理難題を吹っかけてくることやら……」
　そこが問題なんですか……という円珠の呆れは、しだいに興味へと変化していった。黎明様は美しい姉様に一体何を要求なさるというのだろう。
「……まあ、いいわ。ふざけた要請でない限り今回だけは目をつぶることにしましょう。それだけのことを頼んだわけだし、そのためだけにかけ直すのも億劫……ちょっと円珠、どうしたの？」
「ひぇ⁉　あ、その、大丈夫です……」
　姉様の呼びかけで妄想の世界から引き戻された円珠は、大慌てで帰り支度を済ませたのであった。
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　一条黎明は約束を忘れない女性だった。
　事情を聞いた報酬として、夕霧火影の二の舞を望む岬の願いをきちんと叶えようというのである。
　夜、岬は黎明の寝室のベッドで待機させられた。仕事部屋とは別に存在しているらしく、調度品は集中力を高めるより安らぎを与える方を優先して作られていた。
　風月から「外をうろつかれませぬよう」と念を押されているため、できることと言えば室内を眺め回すくらいしかない。
　すでに入浴後であるため、三つ編みはすでにほどかれており、寝間着として濃いラベンダー色のシュミーズを着せられている。丈は太ももの上半分ほどしかなく、みずみずしい素足をクイーンサイズと呼ぶべきベッドの縁から投げ出している。ベッドの寝心地は今まで経験したものの中で間違いなく最上級のものだろうが、ここはかつて黎明さまの元専属メイドが情事の果てに片耳を喰いちぎられた現場だ。それを思うと、いい夢はとても期待できない。
　ちなみに、ラベンダー色のシュミーズは黎明が用意したものだ。話によれば、エミリーこと一条和佐のために購入して一度も着られることなく衣装部屋に眠らされていたというが、何とも勿体ない。サイズは胸にわずかな余裕がある以外は申し分なく、姿見で眺めたときは一時的に心が生き返ったような気分になった。
　何せここにいたるまでの間、岬はさらなる孤立感に苛まれており、心が枯れ果てた方がましと言えるほどの状態にまで追い詰められていたのだから。
　話を終えた岬は昼食の前に衣装部屋に連れ込まれ、身体検査を受けることとなった。やつれた姿では黎明さまの欲情が発揮させられないというのがその理由である。身に付けているものをすべて脱がされ、一糸纏わぬ肌に次々と巻尺を当てられる。
　黎明はその様子を壁際から眺めていたが、岬のみずみずしい裸体に対して何の感慨も抱いていないようだった。測定を担当した風月も事務的なことしか口にせず、慇懃な態度の裏には氷刃の気質が見てとれた。
　メイドの風月は、最初は岬が親友ほかげのように岬の耳を奪うことに難色を示していたはずだが、今では黎明の指示にためらいがないように見えた。岬の話を聞いている間に心変わりを起こしたのか、それとも従うふりをして彼女だけの思惑を果たす隙を狙っているのだろうか。
　殺伐とした空気の中で身体検査が終わると、一同はそのまま昼食に移ったが、会話らしき会話は、黎明と風月が時折ひそやかに話し合う程度で、岬に声はついにかからなかった。夕食に関しては、黎明は仕事の前倒しという理由でダイニングに訪れることすらなくなり、黙々と家事を進める風月の姿を見ながらの食事となった。
　ここまで来ると、心が死んだと思われた岬も子供じみた寂しさが込み上がってきた。入浴の際は、シャワーに紛れてこっそりと自分の涙を溶かしたほどだ。
　愛らしいシュミーズで心が慰められても長く持続するものではなかった。すぐさま片耳を奪われる恐怖で塗り潰されると、今更ながら自分で言い出したことに後悔しそうになる。
（でも、もう後には引けない……‼）
　この強情さだけはルームメイトの白髪美少女譲りであろうか。岬は可憐な表情を引き締めて、弛んでいた自分の精神を責めた。
　変態淑女を辞めると意気込んだところで、健全な肢体のままではすぐさま元通りになってしまう可能性がある。それならば欠損を生み出し、相手側から身体を重ねることを拒否させてしまえばいい。退路を断つことで否が応でも性癖から隔絶された世界で生きねばならないし、真人間としてやり直すことで、もはや誰に迷惑がかかることはないのだ。
（先輩から受けた影響は間違いだったんだ。先輩と過ごした楽しいひとときは全部間違いなんだ……）
　岬の独白はもはや暗示に近い。熊谷瑠乃亜に関わるものをすべて消去しなければ、忌まわしい盗撮のトラウマは永久に残る。先輩に会う前の、無条件に頼み事を引き受けていた上野岬に戻ることこそが、大金を使わせた両親に対する唯一の償いであるはずだった。
　豪奢な室内を見渡す気力も失せ、岬は艶やかな黒髪を這わせながらベッドに倒れ込んだ。火影の血の臭いは当たり前だが感じない。だが、ここに己の血を交えると思うと、ありもしない臭いにも過敏になってしまうというものだ。
（早く終わらせてくれないかなあ。ずっと心が宙ぶらりんになるのも疲れるんだよ……）
　情事の前だから寝るわけにもいかず、岬は時間と精神を持て余した。退屈は空想の土壌である。運命の女神はこのとき岬に対して極めて意地が悪く、空白の思考に少女の淡い思い出を流し込んでいた。
　聖黎女学園での楽しいひとときや、騒動がうまく収まった際の胸のすくような皆の笑顔。変態淑女であったが、中学時代は他の誰よりも聡明であった熊谷会長。そして何より、幼少期から惜しみない愛情を注ぎ続けてくれた母親、澪のぬくもり……。
「……やめて‼」
　絶叫しながら岬はシーツを強く握りしめた。未練がましい情誼じょうぎと完全に決別しようと顔をシーツにこすりつけながらわめき始める。
「あたしはまっとうな人生を送らなくちゃならないの！　そのためなら優しいだけの思い出なんか惜しくない‼」
　やみくもに自分の意固地ぶりを訴えかける。そこに扉が叩かれる音が響き渡った。叫んでいた岬の耳にもしっかりとその音が届き、心臓を直接ノックされたような心地で跳び上がった。
　神妙な態度で座り直すと、扉から一条家の優秀なメイドが顔を覗かせた。
「準備がすべて整いました。間もなく部屋へ参られます」
　無機質にそれだけ告げると扉は再び閉ざされ、岬は運命の時の到来に心臓を限界まで騒がせた。
　そして再び扉が開かれた瞬間、岬は驚きのあまりその心臓が停止してしまうかと思われた。
「う、そ……どうして……」
　ゆったりとした白いネグリジェを纏った白髪少女は、灰色の瞳をきらめかせながら愕然とする岬をまっすぐに見つめていた。
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　岬は昨日今日のルームメイトの行動を何一つ把握していなかった。
　白髪少女が昨晩から姿を見せなかったことにも気に留めず、就寝時に寮のベッドに戻ってこなかったのも、愛想を尽かして別の部屋で寝ていたものと考えていたのだった。
　別所で眠っていた件に関しては正解であるが、まさかその場所が遠方にある実家とは想像も及ぶまい。
　岬が呆然としている間に、和佐は姉のベッドまで歩み寄った。月明かりが伸びる道を悠然たる足取りで進み行き、そのままシーツに乗り上がって膝を折って座る。
　岬はよろよろと白髪少女と向き合い正座になったが、硬質な灰色の瞳で見つめられてなお、驚きのあまりまともに反応することができない。
「あなたに確かめておきたいことがあるの」
　岬が身動きができないのは実のところ、突然の和佐の来訪だけではない。
　月光を浴びた白髪少女の外貌に岬は完全に心を奪われていた。純白のネグリジェに包まれた、清雅でありながら同時に色香に満ちた美少女の肉体。
　その美しき容姿の持ち主は、美しい白髪をかき上げてさらに言った。
「熊谷瑠乃亜の処遇よ。あなたは彼女をどうするつもり？」
「ちょ、ちょっと待ってくださいよ」
　ようやく岬は我に返ることができた。本調子からは程遠いが、触れられたくない過去の名前がシュミーズ姿の少女に強い疑問を湧き上がらせたのだった。
「どうして、一条さんが先輩の名前を知ってるんです？」
「名前はシスターから聞いたわ。そして彼女にまつわる出来事はすべてあなたのお母様からうかがったのよ」
　ここで和佐は、円珠を連れて岬の実家に押しかけたことを語った。
　知らないところで自室が宿泊場所として使われて岬が愕然となるのは当然のことだが、百万円のくだりを聞いたときは改めて罪悪感に苛まれ、可憐な顔に深い憂いが浮かんだ。
「ひとまず百万円は我が家で立て替えることに決めたわ。あなたのお母様も了承済みのことよ。後はあなたの先輩をどうするかについてだけなの。早いところ決断してくれないと黎明も動くに動けないわ」
　知らないところで話が進み過ぎていて、岬は押し寄せる現実についていくことができない。
　自分の家の恥部に白髪少女が介入しようとしていることだけはどうにか理解でき、それに対する回答として、岬はひたすらに黒髪を揺することしかできなかった。
「そんな……できません。一条さんたちに迷惑をかけるなんて……」
「もちろん、ただでとは言わないわ。迷惑代はあなたの身体で支払ってもらう」
　そう告げると、和佐は身を乗り出して岬の肩を掴んだ。ひんやりとした手の感覚に岬は全身をしゃっくりさせ、その間に白髪少女はさらにシュミーズの紐をずり下ろそうとする。
　だが、すでに変態行為への嫌悪を募らせていた岬は顔を青ざめさせ、白髪少女の身体を押しのけていた。
「やめてよ‼」
　叫びを上げたが、和佐は一向に意を介さない。
　灰色の瞳を冴え冴えとさせて彼女を追い詰める。
「社交辞令として受けておくわ。本当に嫌かどうかはあなたの身体に聞けばわかることよ」
「いやだって言ってんだよ‼」
　弾丸の勢いで拳が飛ぶ。
　そして、その一撃は強烈に和佐のみぞおちをえぐっていた。
「う、くぅっ……」
　和佐はうめいた。これほどまでに容赦のない一撃を彼女は今まで受けたことがなかった。昏倒寸前のところまで意識が引きずられつつあったが、せり上がる激情によって辛うじて失神を抑え込むことに成功する。
　腹を殴った岬の方が蒼白になった。自分でしでかした行為の衝撃に、多少力は緩めたものの、腹に埋めた拳を引っ込めることすら忘れていたのである。
「あ……一条さん、ごめん、なさ……」
　無意識に謝ったのは恐怖よりも罪悪感の表れだった。
　一条和佐が身体に毀損を入れられることを最も憎悪していることを岬は知っている。白髪少女からの報復を恐れるより、美しい肢体に生涯の禍根になりかねない一撃を叩き込んだことに、岬は申し訳なさを感じずにはいられなかったのだ。
　弱々しい謝罪を受ける前から、和佐は全身をわなわなと震わせていた。焼き刃のような視線を岬に押し当てたまま腹に埋もれた拳を握りしめ、そのまま引き下ろす。
　放たれた声は爆発直前の状態で揺れていたが、その内容は岬の懸念を大きく裏切るものだった。
「……私は、あなたを許すわ……」
「えっ……？」
「だってここであなたを手放したら、私は一生後悔することになるのだもの‼」
　そしてその後悔を成就させまいと、和佐は岬目がけて飛びかかった。シーツの海に二人の少女がもつれ合い、岬は至近距離から横になった美しい少女のかんばせを見いだす。
　その造形があまりにもまばゆかったため、岬は左頬に冷たい手が添えられていることにすぐに気づけなかった。
　頬に置かれた白髪少女の右手は、決して手放すまいという強い意思の表れなのだろう。それと同じくらい固い信念で、和佐はシュミーズ姿の少女に静かに告げた。
「こうして触れるくらいは許してくれるでしょう？　本来のあなたを取り戻そうと身体と唇を重ねるつもりだったけれど……いきなりはさすがに悪かったわ」
　胸打たれたように岬は可憐な表情をゆがませたが、それでもルームメイトの肢体を受け入れる決心はそこにはなかった。
「あたしを抱くことが問題解決につながるというんですか？」
「私はそう信じているわ。あなたの変態性と聡明さは不可分の存在だから。再び性の悦びを実感させられれば、あなたの中で閉ざされた輝きも戻ってくるというものよ」
「あたしの輝きと仰いますが、その二つはいずれも先輩から受け継がれたものです」
　悲壮感ただよう岬の表情から、苦々しさがふつふつと沸き出す。
「あたしは……いやなんです。あの人と同じものを持ってることが。彼女の資質を捨てない限り、あたしはいつまでもあのときの絶望を思い知らされることになるんです。あたしを変えてくれた先輩が、あんな風に変わってしまうなんて……」
「わかったわ。それならば熊谷瑠乃亜も救うことにする」
「えっ……？」
　岬のプルーン色の瞳が見開かれた。あまりの驚きにあふれる寸前まで盛り上がっていた涙まで引っ込められた。
　衝撃が去り切る前に、白髪少女はさらに強権的に言い放つ。
「あなたに選択の余地を与えるつもりだったけれど、どうやら無意味のようね。もはやあなたの意思は問わない。あなたを救うために瑠乃亜のことも助け出すと黎明に伝えておくわ」
「ちょっと待ってください！」
　焦りで岬は跳ね起きた。
　それに合わせて和佐も上体を起こし、白髪をかき上げながらシュミーズ少女の反応を見やる。
「だから一条さんがたにそんなことをされる謂れはありません！　だいたい今の先輩をどうやって救い出すというんですか⁉」
「方法は私も知らないわ。とりわけ知ろうとも思わない。けれど、黎明は私がおねだりすれば何でも望みを叶えてくれる女よ」
　岬は愕然として言葉もなかった。堂々と言い放てるあたり、黎明さまの妹の溺愛ぶりがうかがえるというものだが、岬はそもそも、白髪の聖花さまの才覚自体をあまり信用していない。飛び抜けて美しい女性だが、妹やメイドに対して情けない態度をとっている彼女しか、岬は知らないのである。
　だが、黎明の真の底力について妹も説明する気はないようだった。
「あなたのお母様も聡明な変態に戻すことに異を唱えなかったわ。まさかご両親が娘の性癖を知らなかったとは思わなかったけれど……。何にせよ、親公認でもあるというのに、あなたはまだ強情を張り続けるというの」
「そ、そんなことを急に言われても……」
　白髪美少女にずいと迫られ、岬はまるで生娘のような反応で首をすくめた。
「あ、あたしに一条さんを抱く資格なんかありません。一条さんのお腹を殴ったわけだし……」
「資格？」
　冷笑に近い響きで返すと、白髪少女は無愛想に灰色の瞳を光らせたまま、驚くべき行動に出た。
　軽く膝を浮かしてネグリジェの裾をまくり上げる。そしてネックの部分を掴むと、そのまま勢いよく引き上げたのであった。
「……！」
　和佐のネグリジェの中身があらわになった。
　みずみずしい肢体が、窓からの月明かりに濡れている。純白の下着に包まれ、岬が黎明さまから貸与されたものと同様、総レースの仕上がりになっていた。実のところ、和佐の下着姿を見たのは先月襲ったときに一度だけあったが、あのときは襲うことに集中していて、きちんと拝見する暇がなかったのである。
　肌にも肉づきにも非の打ちどころがなく、少女らしい清らかさと大人めいた色っぽさが黄金比で体現されていた。岬は熊谷瑠乃亜の下着姿を初めて見たときの興奮を下腹部におぼえ、その事実に忌まわしさをおぼえる余念もなく、岬は白髪美少女の艶姿に心を奪われていた。
　そして、その艶やかな肢体の持ち主は、脱いだネグリジェを片手に提げたまま、空いた手ですべすべとした自分のお腹を撫で上げていた。
「ご覧なさい。殴りつけた痕跡などどこにもないでしょう」
「い、一条さん……」
　それきり言葉がない。
　痣一つない白き柔肌と中央に位置する形の良いへそに意識が吸い寄せられ、完全に虜になってしまう前に岬は慌てて視線を上方に向ける。
　そこでちょうど和佐の灰色の視線とぶつかった。
　岬は一瞬だけ、目線の行き先をためらった。そのときの和佐のかんばせをまともに見てしまったからだ。
　自ら下着姿になった少女は、完全に平常心を保ててはいなかった。わざとらしく険しくさせた表情は、ごまかしの意図があからさまであり、月明かりに照らされた頬の赤みも肌が白い分、より一層鮮やかになっている。
　一方的に主導権を握っていた熊谷瑠乃亜とは異なり、強がりの羞恥心は白髪少女のみが持ちうる魅力であった。
　岬の心臓がトクンとなり、その瞬間、乙女の獣性めいた興奮が全身を駆け巡るのを感じた。
（だめ！　しずまって……！）
　それは瑠乃亜から押しつけられた忌むべきものだ。まっとうな道を歩むと決めた自分には必要のないものだ。
　微熱交じりの疼きをどうにか抑え込もうと、岬は剥き出しの肩を抱きながら、黒髪を揺すって和佐から顔をそむけた。
「せっかく恥を忍んでこんな格好になったというのに、その反応は何よッ」
　岬の拒絶反応は白髪少女を怒らせた。文字通り一肌脱いでみせた彼女はネグリジェをベッドの外へ放り投げると、そのまま四つん這いで岬の眼前まで迫った。かんばせを上げ、炯々とした灰色の鋭い視線を向ける。
「過去に私の強情をいかにして叩き伏せたのか、身をもって知るいい機会でしょうよ」
　編入生にしてやられたことを振り返りながら、和佐は岬の腕を強引に払いのけた。そしてシーツに沈むと同時に肢体と唇を重ね、二人は激しく身体を揺すってくぐもったあえぎ声を静かな夜気の中に沈めた。

　　　　　Ⅱ

　白髪少女のひんやりとした肢体が、かえって岬の官能に火をつけた。
　肌を見せることに過剰の警戒を示していた清雅な美少女が、今や色っぽい下着一枚の姿となっており、恥じらいつつも淫らにかつての変態淑女に愛欲を示そうというのである。
　シュミーズから伸びた太ももに、和佐は自らの脚を絡めた。白玉の艶と弾力を思わせるしなやかな美脚に、岬の心臓はさらに荒ぶり、舌交じりのキスでとろけかかった理性を必死に奮い立たせ、拘束から逃れようと全身をくねらせる。
「んくっ……ふぅ……や、こんなのやだあっ……！」
　本来の岬であれば、そのシチュエーションを妄想するだけでもご飯三杯はいけただろうが、もはやそれも過去の話だ。身体の中をあぶるように熱くさた悦びは、思い描いた理想像に反し、本能と理性のせめぎ合いに、可憐な顔に浮かび上がる苦悶は根深かった。
「ぷは……ッ」
　ようやく和佐が唇を離す。
　同時にかんばせを引っ込め、息を荒くしながら岬を見すえた。酸素の欠乏を押してまで長く激しいキスをおこなったツケが回ったらしく、こちらもまた苦悶の表情である。白髪少女が美しいのは今さらのことであるが、苦しげな表情もまた岬をそそらせるものだった。
（そんな顔をしないでよ……っ）
　岬は視覚から白髪少女の色香をシャットアウトした。そして興を削ぐような岬の態度は彼女の肢体をむさぼっていた少女の反感をあおった。
「そうまでして私を見たくないのね。ならばその望みを叶えてやるわ」
　目ん玉潰すわよと言わんばかりの凄みであるが、むろん実現されたのは別の事態である。
　岬の身体をうつ伏せにひっくり返し、同じ姿勢でのしかかる。伸ばした右手は黒の長髪よりも下方を辿り、シュミーズの素地に包まれた小尻に届いた。空気の抜けかかったゴムまりにも似た弾力と柔らかさを手のひらで包み、かすかな衣擦れの音とともにさすり上げる。岬はそれこそゴムまりのように全身を弾ませ、その痙攣が和佐の剝き出しの腹部にも伝わった。
「ふぅン……んはふ、っ……」
　小尻に広がる愛撫の触感に、岬は快楽のあえぎをシーツにこぼした。
　だが、その声はふいに途切れることとなる。
　白髪少女も思い切ったことをするものだ。空いている左手を岬の顔の前に持っていき、そのまま口の中へ指を突っ込んだのだから。
「あぐ⁉　ぐぁ……あぅ……！」
　岬の口腔は指でかき回された。
　和佐は器用にも、左手で岬の口内を汚しながら右手で痴漢行為を継続させていた。指を噛みつかれるリスクは当然あったが、腹を殴ったことに対する岬の負い目を信じるなら、実現される可能性は低いだろう。岬の中で理性が弾けたらその限りではないが。
　岬に休息を与えるために、和佐は両手を引っ込めて上体を浮かせた。
　おぞましいほどの快感に沈められた少女は、うつ伏せのまま起き上がることができずにいる。盛大にむせ返り、それから肩を上下させながら体内の空気の循環をおこなっている。
　よろよろと腕を伸ばし、岬が掴んだのは彼女の顔より二回りほど大きい上質の枕だった。
「……っ⁉　駄目、岬っ！」
　和佐の危機反応が早かったおかげで、岬の暴走は最小限に食い止められた。
　少女は枕を引き寄せると、すぐさまそこに自分の顔をうずめたのである。
　窒息する勢い、というのも道理で、彼女は今まさに窒息しようとしていたのだ。
　自ら首を絞めて意識を絶とうと試みたルームメイトの姿が和佐の脳裏をかすめたのは当然と言えた。絶望の光景を繰り返させるわけにはいかなかった。
　死力を込めて、和佐はルームメイトの顔から枕を引き剥がした。引き剥がされたルームメイトは咆哮を一鳴り上げながら身体をひっくり返し、和佐の拘束から逃れた。
　岬の動きに合わせて白髪少女も起き上がり、憎悪にまみれた岬の顔を見返した。
　和佐の方に怒りはなかった。恐怖も微少なもので済んだ。ただ、岬を一時的に解放できた安堵は彼女のかんばせには微塵もなかった。
　いつまでも抗おうとする岬に無力感が募るばかりで、白髪少女はうなだれ、シーツを掴む指の力を強めた。
「……これだけやってもだめなの？」
　声から絶望の深さを感じ取り、岬はあぶれていた獰猛さが引っ込められて和佐の反応を見つめた。
　白髪少女の反応もしだいに正常らしからぬものになっていた。
　一秒ごとに嗚咽の音が濃くなると思うと、次の瞬間、顔を上げると同時に針が飛んだ。物理的な痛みの存在しない銀色の視線の針だ。すでに涙は頬に多くの小川を作っており、美しいかんばせは幼き少女が浮かべるようなむずかりで彩られた。
「もう何もわからないわ！　私の本来の岬の姿に戻したいだけなのに、あなたは何をしても自分の良さを認めようとしない！　私は一体どうすればいいの⁉　どうすればあなたの心の闇を払えるか教えてよおっ‼」
　和佐は泣き叫んだ。
　かんばせから白髪、肢体、そして下着にいたるまですべて大人びた美しさを秘めた少女が膝をついて、天を仰ぎながら子供のように泣きじゃくっていた。岬はまだ知らなかったが、このときの和佐の号泣は、五年前に黎明から一方的に接触を拒否されて一人さみしく涙していたそれと酷似していた。
　美少女の破れかぶれの懇願は無意味ではなかった。困惑のていに見舞われた岬だが、その顔には憑き物めいた毒気はほぼ薄れていて、和佐を眺めるプルーン色の視線にも害意はなかった。
　恐る恐る近づいて、その際、心からの疑問を吐露する。
「一条さん、どうしてそこまで……？　あたしなんかのために……」
　問われた和佐は手の甲で涙をぬぐった。
「言ったじゃない……。私はあなたの才能を評価しているって。元のあなたに戻ってくれるなら、多少の痴女っぷりくらい目をつむるわよ」
「そんな……」
　岬の当惑は深まるばかりだ。今まではこちらの変態ぶりに辟易していたというのに、どうしてここに来てそれを翻すようなことを言うのだろう。
　ようやく正しい道を歩めると思ったというのに、それが自分にとっても周りにとっても喜ばれる道だと信じていたのに。
　和佐はどうにか泣き止むと、改めて編入生の少女に視線を合わせた。中で暴れていた獰猛さは去り、この状況ではあるが、美しいかんばせには春風のような爽やかさがあった。
「私は気づいたの。人には変わるべきものと、変わらなくていいものが存在するって。あなたに会う前の私は、間違いなく変わるべきものだったわ。熊谷瑠乃亜の現状もそうでしょう。まぎれもなく『悪しき事態』と呼べるからね。けれど、あなたの内面はどう？　今のあなたは自分の悪い面ばかり見ているけれど、果たしてそれだけで変わるべきと断言していいのかしら」
　途中でかんばせに切なさがよぎったのは、自分の論説の稚拙さを自覚したからであった。果たしてこれで岬を納得させられるのかという自信の喪失の表れであったが、この真摯さだけでも伝わることを願って、たどたどしく言葉を紡いでいく。
「私……信じているから。私を救ってくれたあなたが必ず帰ってきてくれると、信じているから。私だけじゃない。円珠や黎明だって、皆あなたが戻ってくるのを待っている……」
　彼女は泣き笑いの表情をつくった。始業式のときに円珠に向けた際は自然に笑みを浮かべられたのに、このときはなぜか不器用な表情筋の躍動にしかならなかった。
　だが、それがかえって純心の表明につながり、岬の頑なだった心をついに貫いた。身体中に高ぶりが淡く広がり、目頭が熱しきると同時に編入生の少女は飛びかかった。
「う、ううっ……うわあぁぁあああッ‼」
　よろめくほどの勢いの抱擁を、和佐はしっかりと受け止めた。岬の口から、今まで押し殺していた本心がとめどなくあふれ出る。
「あたし……こわかったの！　ずっとずっと、こわかった‼　一条さんも先輩のようになってしまうと思うと、受け入れるなんて、どうしてもできなかった……。でもほんとは、ずっと、一条さんの想いが、とっても嬉しかった‼」
　しゃくり上げる岬の黒髪を撫でる和佐の手もまた、震えていた。唇も引き結ばれたまま小刻みに揺れており、今になってもらい泣きの表情を必死になってこらえている。
　弱さをひた隠すために、白髪少女は固い決意の口調で岬に告げた。
「私はもう落ちぶれたりはしない。皆がいる限り、情けない姿は見せるわけにはいかないもの」
　岬はゆっくり顔を持ち上げた。瞳はすでに真っ赤に腫れていたが、表情にはぎこちないながらも笑みが戻っていた。
「はい……今なら、あたしもあなたを……和佐のことを信じられそう……」
　このとき初めて、岬は白髪少女を名前で呼んだ。決意から実行に移すまで、実のところかなりの勇気を要したが、ここは何らかの形で心を開いた証を彼女に示したかったのである。
　ルームメイトから名前を呼ばれて和佐は灰色の瞳を見開かせたが、すぐに岬と同じ笑顔をとった。
　それこそが合図だった。打ち合わせなどなかったが、お互いが何を求めているか、このとき二人は完全に理解していた。
　同時に顔を近づけて口づけを交わし、その際、岬が恍惚の声を漏らした。
「ああっ……かずさ……うれしいよお、しあわせだよお……！」
　岬の『幸せ』は白髪少女によってさらに増幅された。泥のようなキスを繰り広げた後、彼女は自分からシーツの上に横たわった。この時のために用意されたシュミーズは結局脱がされることはなかったが、肩紐は完全に引き下ろされ、短い裾はへそが見える位置までまくり上げられた。剥き出しとなった上下の下着は、すべて脱がされた。
　腹巻同然と化したシュミーズ一枚というあられもない格好にさせられた岬は、白髪少女の熱い責めを喜んで受け入れた。月明かりに受けた柔肌を薄汗でてからせながら、みずみずしい肢体を甘く激しくくねらせる。
「ああッ、和佐のそれ気持ちいい！　先輩のよりずっといいよお……っ！」
　岬のあえぎは和佐の優越感を強く刺激した。今まで熊谷瑠乃亜に対して好感を抱けなかったのは、無意識に彼女を恋敵として認識していたせいかもしれない。
　昔の女よりもまさっているというお墨付きは、和佐の指の蠢動を強める結果となった。岬の身体の中で、最も繊細で、やわらかいところをさらにかき回す。
「ようやくあなたも自覚が戻ったようね！　あなたはどこまでも上野岬なの。無理して他の人間に成り代わろうなんてできるはずがないのよ！　さあ、あなたの本性を私の目の前でもっと晒してみせなさい‼」
　夕霧火影を襲った黎明の気持ちを、和佐は初めて理解できたような気がした。
　むろん耳を喰いちぎるなどは論外であるが、意中の相手を快楽の果てまで導きたいという気持ちはとてもよくわかる。
　岬は苦悶と悦楽を混濁させた悲鳴を繰り返し、責めの最中でありながら、黒髪を振り乱しつつ懇願した。
「はぁ……和佐おねがい！　あたしをえぐって……奥までえぐって！　頭の中が吹き飛ぶくらいにぃ……ッ‼」
「望まなくてもそうしてやるわよ。さあ、派手にいきなさい‼」
　岬は背中が折り畳まれる勢いでのけぞった。カクカクと全身をひくつかせてなお、和佐に笑顔を向け続けている。和佐は自分と岬の望みを果たした。プルーン色の瞳に浮かぶハートが溶けてもなお、白髪少女は責めをやめなかった。
　絶頂を迎えると、岬は陸に打ち上げられたくらげのごとくシーツの上で干からびた。快楽の余韻が引きつけとなって汗だくの体躯から発症し、同じく汗まみれになっていた和佐は、先ほどとは打って変わって慎重な動きで、相手の平べったい姿を見下ろした。
　白髪少女の接近に呼応して、岬はきしむような動きで起き上がる。あれだけ激しい責めを受けたのに大したものだ。可憐な表情には本来の彼女の気質が戻っているが、プルーン色の瞳は執念と妄想でぎらついていた。
「えへへ……次はあたしが和佐を気持ちよくする番です。何もせずにへばるなんて、変態淑女として断じて許せませんから……！」
　和佐の全身に新たな冷や汗が浮かんだ。自分がおこなった行為の激しさを考えると、その応酬は並大抵のものでは済まされまい。恥辱に耐えられるか到底自信がなかったが、せっかく岬が本来の姿を取り戻したのに拒絶するのは野暮の極みと言えよう。
　ごくりと唾を飲み込みながら、和佐は変態淑女の道連れを受け入れた。
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　視覚から暖まりそうな朝日で、一条和佐は目を覚ました。汗まみれの下着はすでに脱がされ、彼女もまた完全な裸体となっていた。
　気づけば右手にぬくもりを感じている。岬の手だ。あの夜、彼女に襲われて、冴え冴えとした月明かりの下で二人同時に果てたのだ。倒れた際もずっと手をつないだままということか。
　変態淑女には以前もベッドで襲われたことがあったが、そのときと比べれば清々しさは格段に上である。だが、狂ったような熱情が去った後だと、自分の盛り上がり具合が何とも恥ずかしく感じられた。冷静さを取り戻した白髪美少女にとっては、忘れられないと同時に積極的に思い出せない夜になりそうだった。
　絡めた指をほどき、節々に痛みを感じながら和佐はベッドから離れる。
　シーツは情交の後の濃密な匂いが立ちこめられているが、こればかりはさすがに言い訳のしようがない。もっとも、姉たちもこの状況は把握しているはずだ。そのために自分は岬のもとに遣わされたのだから。
　脱ぎ散らかされたものを拾い集めて、ネグリジェの姿に戻る。それからシーツの上で大の字になっている岬を覗き込んだ。
　こちらもいつの間にかラベンダー色のシュミーズが剥ぎ取られており、脱がした記憶自体は和佐にはあるが、そこまでの流れが曖昧になっていた。それほどまでの情交の激しさを思い返すと、顔と身体に新たな熱がほとばしりそうだが、やったこと自体に後悔はない。
　変態淑女を取り戻した清楚な少女は一糸纏わぬ姿のまま、何事もないように健やかな寝息を立てていたが、やがて目を開けた。愛し合った美少女が早々にあられもない寝姿を覗き込んでいるが、まだ意識がついてきていないご様子。
　和佐は穏やかな表情をとると、寝ぼけ眼のルームメイトに向かって声をかけた。
「おはよう、岬」
「……おはようございます」
　眠たげに返事を寄越し、意識が覚醒するにつれてプルーン色の瞳も輝きを増す。
　だが完全に目が覚めた瞬間、岬は白髪少女の見ている前で熱膨張の顔色をとり、その顔を枕で隠して身悶えた。
「……ちょっと、岬！」
　窒息未遂の出来事を思い返して和佐は焦ったが、今の岬に死を選ぶ気がないということがすぐに理解して手を止める。
　押し当てられた枕からは、悶絶のうめきが愛らしく轟いた。
「うう〜っ……絶対に女の子が出しちゃいけない声を出した気がするううう……ッ！」
　顔を枕にこすりつけながら変態淑女らしからぬ苦悶を呈している。
　和佐は手を自分の腰に当て、呆れたように言い放った。
「変態淑女に復帰したとは思えない有様ね。辱めに遭ったのはお互い様でしょう」
　ここで岬はようやく顔を上げたが、頬は枕に色が残るのではないかと思われるくらいに赤い。
　そして、白髪少女をまっすぐ見ながら興奮したていで何か言い出す。
「まったくもう、本当にびっくりですよ。あたしをここまでやり込めてくださるなんて。一体どんな英才教育を受ければそんなことが可能なんです？」
「英才教育って……」
　和佐のかんばせに新たな呆れが広がったが、普段の編入生とのやり取りに回帰したような気がして内心安堵していた。もっとも、その感情を隠す余裕も今の彼女にはあった。
　優美に白髪をかき上げながらベッドから離れる。
「馬鹿なことを言っていないでさっさと着替えなさい。いつまでも素っ裸のままでいるのは情けないわ」
「待ってくださいよ。今のあたしは全身がサビついたロボット状態なんですから〜」
　ぼやきつつも、岬は素直に和佐の言いつけに従って下着とシュミーズを身につけた。すでに一月分くらいの情交は果たしたわけなので、これ以上裸でいることへの執着はなかった。
　扉を開けて風月が現れたのはそのときだ。
　和やかな二人の雰囲気を見て面食らうも、すぐさま藍色の瞳を穏やかにさせる。相変わらず大人の微笑を浮かべているが、そこには二人に対する祝福がはっきりと見て取ることができた。
「お嬢様、岬様。おはようございます」
「子夜先輩、おはようございます」
　鄭重に頭を下げてから、岬は風月の顔を見つめて首を傾げた。メイドの彼女と、その彼女の主人は最初から和佐と自分を引き合わせるために動いていたのだろうか。心を閉ざしている間に外では様々な策謀がうごめいていたようであるが、今となってはどうでもいいことであった。
　穏やかな笑みを保ちながら、風月は主人の部屋を一瞥した。乱れたベッドにも視線を向けていたが、声に出してのコメントは特にないようであった。
「色々とおありのようですが、ひとまず岬様がお健やかそうで何よりです。湯浴みの支度は整えておりますので、まずは身をお清めになられたらいかがかと」
「ありがとうございます。黎明さまにもご迷惑をかけてしまいましたね」
「今の岬様の姿を見れば、ご主人様の労苦も報われるというもの。それでは浴室へ参りましょう。お嬢様もどうぞ」
「言われなくてもそうするわよ」
　白髪をかき上げて和佐は毒づいたが、声は言葉ほどとげとげしくはなかった。
　岬も白髪少女との入浴を歓迎した。変態淑女的な理由ではない。自分が傷心している間に何が起こったのか、彼女に尋ねておきたかったのである。
　一条家の浴室は岬もすでに何度もお世話になっていた。実家のものよりかなり広く、和佐と一緒に湯船に浸かっても窮屈に感じることはなかった。
　円珠との長旅はすでに聞かせていたため、和佐が話したのは紅金駅に帰還した後のことだ。
　白髪少女は岬の実家に向かっている間にも姉とは何度も通信をしており、岬が周りから目を背け続けている状態を利用して、不意を突かせる作戦を打ち合わせたらしい。黎明と風月があえてそっけない態度をとってみせたのは、岬の心細さを誘発させ、白髪少女のぬくもりをより一層強く感じさせる狙いもあったわけだ。
「まあ、成功するかどうかは私しだいだったわけだけれどね。もし岬の説得に失敗したらと思うと、今までの努力が無駄になってしまう……。それだと黎明や円珠、そしてあなたのお母様に対して申し訳が立たなくなるというものだわ」
「そうだったんですね。一条さんにもご迷惑をおかけいたしました……」
　湯船の縁に手をつけたまま岬はうつむいたが、和佐はそんな彼女に目をやりながら別の点で眉をひそめた。
「……もう名前では呼んでくれないのね」
「えっ？」
　驚かれ、つぶやいた和佐はバツの悪さをおぼえて目を逸らす。
　ためらわずに心を裸にできた機会は激しい夜とともに終わりを告げている。赤いかんばせを湯船に沈めようかとまで思案したとき、言葉の意味を飲み込めた岬が泳いで彼女に接近して清楚な微笑みを投げかけた。
「えへへ、そっちは大事な時のためにとっておきますから。特に夜とか♪」
「大した立ち直りの早さね……」
　変態淑女の健在ぶりに、和佐のかんばせは安堵よりも呆れの色が濃く浮かんだ。
　濡れた身体での秘め事は次回のお楽しみにとっておき、のぼせる前に二人は浴室を出てそそくさと着替えた。
　着替えは入浴中に風月が用意してくれたらしい。岬は昨日に訪れたときの私服で、下着もちゃんと自分のものが返ってきた。和佐はいつもの純白のシルクブラウスに、濃紫色のハイウエストロングスカート、そして黒タイツといういで立ち。
　白髪少女の生着替えをちらりと見ながら、岬は慣れた手つきで黒髪を三つ編みに結わえた。
　脱衣所からダイニングまでは二人で一緒に向かった。
　入り口から芳醇な匂いが立ちこめ、広々としたテーブルには和佐と同じ髪色をした白ドレスの美女が待機していた。岬が最後に見たときは冷ややかな印象を美しい顔に貼りつけていた黎明さまであったが、今は完全に拒絶感が消え失せている。
　傷心した少女の笑顔を見て、黎明は音を立てて椅子から立ち上がった。長いドレスの裾を揺らしつつ、岬の前で潤んだ金の瞳を示す。
「岬ちゃん！　ああ、よかった。元に戻ってくださって……！」
「黎明さま……」
　危うく涙が伝染しそうになった。それだけ昨日の黎明は冷たい印象で、会うのが怖いとさえ感じられたのだ。下げてから上げるの反動が、岬の涙腺を大きく揺さぶったのだ。
　キッチンから現れた風月の呼びかけで、岬と和佐は席に着く。オムレツにトーストとサラダ、そして濃厚なスープを見て岬は腹の虫を大きく響かせた。昨晩の夕食も一流ホテルのそれと遜色ないものであったが、激しい睦まじ合いで想像以上のエネルギーを放出してしまったらしい。
　乙女の作法と健啖で食事を進め、その際、復帰した岬は聖花さまからの確認を受けた。
「エミリーからうかがいましたけれど、熊谷さんの件はわたくしに任せてよろしいのですわね？」
「はい、先輩のこと……どうか、お願いいたします」
　神妙な表情で岬は頭を下げた。先輩を救いたいという想いに、もはや迷いはなかった。が、それでもこのような過重な責務を押しつけてしまうことに申し訳なさは拭えない。
　シリアスな空気をたたえた岬に、黎明は励ましの言葉を投げかけた。
「どうか気にしないでくださいまし。ちゃんと報酬としてエミリーちゃんから『何でも言うこと聞く』という言質もいただきましたから」
「へえっ⁉」
　途端に変態淑女が色めき立ったので、隣の白髪少女は絶対零度の視線を彼女の首筋に突き刺した。
　その気迫に岬は肝を冷やすも、すっかり元通りに戻った調子の良さで和佐に弁解を果たす。
「だ、大丈夫ですよ。黎明さまなら無茶なお願い事はしないはずですし、それに一条さんだけに恥ずかしい思いはさせませんよ。あたしもきちんと一緒に恥ずかしい目に遭いますから♪」
「余計に不安よ！」
　なおも抜き身の刃の視線をぶつける和佐に、押されているように見せかけてしっかりそれを受け流してのける岬。見る人によっては微笑ましい光景であるが、その一人に入っているはずの黎明さまはなんとも珍妙な表情をとって二人の間に小声で呼びかけている。
「あ、あのー……わたくし『恥ずかしいこと』とは一言も仰っていませんですけれど……」
「『まだ』を忘れておいでですよ。ご主人様」
　主人をよく理解しているメイドが口を挟む。相変わらずの怜悧な口ぶりであるが、口元の笑みを見るに、お嬢様とそのご友人から醸し出される空気に影響されていることは明白だった。
　メイドの様子を黎明もさとり、食事に戻りつつ二人のやり取りを見守ることにした。
　やがて、岬を睨むのにも疲れた和佐はテーブルに向き直って溜息を吐く。その後に出た独白は幸い誰にも聞かれることはなかったが、もし耳に届いたら三方から居心地の悪い笑みを向けられたに違いなかった。
「そう……これが新たな日常ということね」
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　朝食後、岬は和佐とともに一条邸を後にした。
　黎明さまに見送られ、風月の運転するアルトラパンに乗り込んでの出立である。
　熱い夜を過ごした二人は揃って後部座席に収まっていたが、隣どうしにいながら会話は一切発生していない。和佐の場合、元々の性分のせいで違和感はなかったが、人懐っこいルームメイトの方は何やら緊張状態である。
　ニーソックスに包まれた膝に手を置きつつ可憐な顔をずっとこわばらせていたものだから、ちらりと見ていた白髪少女も声をかけずにはいられなかった。
「一体何に身構えているというのよ」
「いやあ、帰ってきたあたしを見て皆どういう反応をするかと思って……」
　笑みを取り繕うもぎこちない。周りにどれだけ迷惑をかけてきたと考えると、好意的に受け入れられるとは思っていても、やはり指の震えを抑え切れなかったのだろう。
　編入生の態度に、和佐は呆れたようにまばゆい白髪をかき上げた。
「なるようにしかならないでしょう。少なくとも私の知るあなたなら、どのような反応を示されても冷静に対処してきたと思うけれど」
「まあ、冷静になるっていうより勝手にそういうモードに入るっていうか……」
　言いさしてから、岬は確かに今の状況を自分らしくないと思い、わだかまりを放り投げるかのように両腕で伸びをした。
　そこに運転席の風月が振り返らずに付け足す。
「もしお気になさるのであれば、我々の反応をご参照いただければと。私とご主人様が現在の岬様を歓迎しているのは紛れもない事実でございます」
「ありがとうございます。……もう大丈夫です」
　二人に励まされ、岬はフロントガラスに映る朝の街並みをまっすぐ見据えた。
　ピンクのアルトラパンは箱谷山に突入し、あふれかえる緑を後方に流しながら車道を上っていく。そして寮棟区正門前の石畳に辿り着くと、二人は風月の一礼を受けてその門をくぐった。
　赤煉瓦の寮棟に近づくごとに、岬の胸騒ぎも大きくなる。
　熱烈な歓迎は、本棟の自動ドアを通り抜けた瞬間に訪れた。
　栗色のミディアムボブの少女が艶やかな亜麻色髪の少女と会話をしていたが、岬が耳をそばだてようとする間もなく、二人の口が凍りついた。
　叫びを上げるまでに若干の時間的余白があった。
「岬姉様⁉」
「みさき！」
　胡桃色と鳶色の視線がそれぞれ稀代の変態淑女に注がれる。
　驚きの反応に心をくすぐられるのを感じつつ、岬は表向きは爽やかに二人に笑みを投げかけたのであった。
「やあ二人とも、心配かけちゃったね」
　途端に二人の瞳が春の薄氷のごとく融解する。三つ編み少女に飛びかかるさまは少女のかたちをした子犬と称してもいいくらいで、その子犬たちは岬にしがみついたまま涙声で自分たちの心細さを訴えかけた。
「うわぁんっ！　岬姉様っ、岬ねえさまあっ……！」
「やっと戻ってきたか！　遅すぎるぞ、みさき！」
「おーよしよし、本当にごめんね。もう大丈夫だから……」
　岬は苦笑しながら二人の頭を愛おしげに撫でた。撫でた本人も次第に涙が込み上がってくる。暖かな日常の帰還を心待ちにしていたのは他ならぬ自分であったと、思い知らされたような気分であった。
　雪葉と円珠は岬の服に顔をうずめながら堪えていた分の涙をまだ放出し続けている。
「うっ……ぐずっ……もし岬姉様が帰ってこなかったらと思うと、わたし、わたしっ……」
「ほんとだぞ！　ゆきはたちも二度と立ち直れなくなるとこだったんだからな！」
　二人がかりで腹に頭部を押しつけられるかたちとなって、さすがに岬も苦笑してやんわりと二人を引き剥がそうとした。
「うう〜……悪かったってば。んもう、そんなに泣かないでよ〜」
「でも、わたしたちより遥かに泣いておられる方があちらに……」
「ん？」
　顔を上げた円珠が指差した先には、いつの間にか人だかりができていた。
　三号棟への渡り廊下の入り口で群がる人々の中に、とりわけ反応がすごい人物を岬は発見した。紅茶色の長髪をポニーテールにしている先輩で、名前は赤城沙織子あかぎさおりこと言った。
「うううう……上野さん、よがっだわ。私も本当に心配じでだんだがら……！」
「沙織子おねーさん、顔がものすごいですよ」
　顔もそうだが、声もものすごいことになっている。
　周りの後輩に『おねーさん』呼びを推しまくる寮生委員の先輩は、袖で乱暴に鹿か毛げ色の瞳をこすると、その瞳を赤く腫らしたまま少女のもとへ駆け寄った。先輩が迫ってきたということで雪葉と円珠は岬から身体を離し、この先のやり取りをうかがった。
「私の顔なんてどうでもいいの。……うん、やっぱり、笑顔でいた方が上野さんらしいわね」
　岬の肩を掴み、沙織子は真摯な笑顔で彼女の帰還を喜んだ。そそっかしいが、紛れもなく生徒のことを思っている先輩の優しさを感じ取り、岬も返す笑みに純粋な感謝を込めた。
　だが厳粛な空気が去ると、ここで岬は余計な悪戯心を発揮させてしまった。
「えへへ、ありがとうございます〜。これでようやく、おねーさんとの約束も果たすことができますね」
「やくそく？」
　きょとんとなる沙織子に、変態淑女の後輩は耳元に唇を寄せてささやいた。
「……あのときの『私を押し倒しなさい』って言葉、あれ本気にしちゃいますから」
「！？！？！」
　沙織子の顔色が暴発した。
　確かに、豹変した岬を立ち直らせようとそんなことを言った記憶がある。むろん身体を差し出すというのは決死の覚悟から出た方便であり、まさかそれを言質にとって迫ってくるとは予想できるはずもなかった。
　瞬時に酩酊状態となり、濃密な絡みにまるで耐性のないおねーさんは肩から手を離して後方へふらふらとよろめいた。
「あ、あれはその場の勢いというか言葉の綾というもので……本気で押し倒されるつもりは……はにゃーん……！」
「うわ、バカリコ！　こっちに落ちてくんな！」
　沙織子が身体を傾けた先にはルームメイトの都丸千佳とまるちかがいた。彼女がこの場に訪れていたのは完全に野次馬根性からで、その精神が災難を招く結果となったのである。
　小柄な千佳で長身の沙織子を支え切るのは難しい。数人の寮生も救助に加わり、一角はちょっとしたパニックに見舞われた。
　その光景の一部始終を見ていた岬は苦笑をたたえたものの、そこに自分が加わってもさらに面倒になると判断し、薄情にもそのまま騒動から遠ざかることにした。雪葉と円珠を再び引っつけて、本棟の内部をさらに歩き続ける。
　遠方からこちらをうかがっている存在に岬は先ほどから気がついており、こっそりと視線を飛ばす相手に彼女は悠々と近づいて声をかけた。
「暁音にも迷惑をかけちゃったね。この埋め合わせはきっとするから」
「別にいい。それより雪葉からさっさと離れろよ」
　岬に気づかれても東野暁音は逃げようとしなかった。
　だが喜びを素直に表せない強がりからか、笑顔が戻った岬に対してそっぽを向けたままである。
　毒づく暁音に、両手の花の編入生はさらにだらしなく笑顔をとろかせた。
「それは無理かなー。だって雪葉の方からあたしに引っ付いてくれるんだもん」
「あかねもこっちこいよー。本当はみさきがヘコんで寂しかったんだろ？」
「誰が⁉」
　幼馴染の雪葉にもせっつかれて、暁音はさらに野性味あふれた表情をぎらつかせた。そんなみっともない真似ができるかと、黒々とした瞳が語っているようであったが、その確固たる決意は思わぬ横槍で妨げられた。
「あら、せっかくだから応じておきなさいな」
「し、シスター……⁉」
　いつの間にかやって来ていた三号棟の寮母の進言で、暁音は大弱りとなってしまった。なるべく穏便な言葉遣いで辞退しようとするも、そのような及び腰を容認するシスター蒼山ではなかった。
「こういう触れ合いができるのも若いならではよ。今は強がるべき場面ではないわ」
　やんわりとした笑顔で畳みかけられて、暁音は抵抗の無意味さを自覚した。雪葉と円珠がわざわざスペースを空けてくれたため、やけくその心境でその空間にすっぽりと埋もれる。
　前左右の三方のぬくもりを感じながら、短髪少女は可能な限り不機嫌な調子を作って三つ編みの編入生にぼやいた。
「ったく、世話かけさせやがって……」
「ありがとうね、暁音」
　そのまま岬は暁音のチョコレート色の髪を撫でようとしたが、それは実現されなかった。変態淑女の毒牙を過剰に警戒し、白い修道服の寮母のそばまで一飛びで遠ざかる。
　やって来た暁音を和やかに見つめたシスター蒼山は、やがてその視線を岬に向けた。
「待っていたわ上野さん。意気消沈していたときの反動かしら。より一層あなたの笑顔がきらめいて見えるわ」
「えへへ、あたしもそう思います〜」
　調子のいいものだが、その態度さえも愛おしく感じられたのが両手の花の少女たちである。鳶色と胡桃色の視線が輝きをもってプルーン色の瞳の少女に捧げられ、少女の本性はともかく、絵になる光景であることは間違いなかった。
「これからも節度は保って学校生活を充実させていきなさいね。あと私だけにはこっそり何かあったのか聞かせてちょうだいね」
「えーっ、みさきに何があったかゆきはも知りたいぞ！」
「春山先輩、わたしがお話しいたしますから……」
　円珠が小声で雪葉に告げる。もっとも、内容をどこまで打ち明けるべきかは二人の姉様の裁量しだいになるわけだが。
「……って、あれ？　姉様のお姿は……」
「ここよ」
　岬を救った最大の功労者は、一同が思ったよりも近くの場所にたたずんでいた。
　その和佐は髪をかき上げる仕草をとりながら浮かれ心地のルームメイトに鋭い視線を送る。
「お邪魔虫かと思って距離をとったけれど、そのまま忘れ去られるとは想定外だわ。円珠も岬にべたべたできて良かったじゃない」
　冷ややかな声に、円珠の背筋は凍結しそうになった。
「ひっ！　姉様、誠にもって申し訳も……」
「一条さん、そんなにすねないで下さいよ〜。混ざりたいなら歓迎しましたのに」
「馬鹿げたことを」
　ルームメイトの誘いを一蹴すると、和佐は白髪を振り乱して背を向け、帰ると言わんばかりにわざとらしい一歩を踏み出した。
「さすがにこの難物を説得するのは疲れたわ。予定もないわけだし、もう一寝入りさせてもらおうかしら。円珠も今は遠慮して」
「は、はい……」
　姉様の機嫌を損ねたこともあり、説得の内容について聞くのを円珠は断念した。加えて雪葉が呼ばれなかったのは、そもそも暁音が同行を認めるはずがないと和佐が踏んだからであった。
　そして雪葉と同様に白髪少女から名前を上げられなかった岬は、雪葉と円珠を離し、暁音と寮母を加えた面々に対して頭を下げて、こう告げたのだった。
「すいません。あたしも一条さんについてきますね。積もる話はいずれと言うことで」
　そうして、黒髪三つ編みの少女は一堂のもとから離れた。
　寄り添うように隣り合って歩こうとする編入性の存在を、和佐は拒まなかった。
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　他の面々もそれぞれに活動を再開し、岬と和佐は三号棟の渡り廊下へと向かった。沙織子おねーさんの騒動はすでに収束しており、人がいなくなると物悲しさをおぼえてしまうほどの静けさを感じられる。
　渡り廊下を歩きながら、岬はこの先について考えた。
　ルームメイトとようやく心と身体を通わせることに成功したが、その喜びが永遠に続かないという事実を、熊谷瑠乃亜を通じて思い知らされていた。
　岬は変化が嫌いだ。
　自分に限らず、大抵の人は不都合な変化を望まないだろう。
　和佐は『変わるべきものだけが変わればよい』と言ってくれたが、それがうまくいくという保障もどこにもないのだ。
　だが、それでも前を向いて進み続けるしかない。岬はそう割り切ることにした。
　こちらを信じると言ってくれた和佐を、岬も信じたいと思った。
　いまだにわだかまっている心の傷を得意のポーカーフェイスで切り抜け、これからの学校生活を謳歌するのが、自身の闇に対する何よりの報復となるだろう。
　隣の少女と足並みを揃えながら、岬は決意を秘めた声で切り出した。
「一条さん」
「何」
「あたし、あなたのルームメイトで本当に良かった」
「…………」
　和佐は無言で白髪をかき上げ、灰色の視線を送りながらルームメイトの次の言葉を待った。
「一条さんがいてくださらなかったら、あたしは先輩の件で永久に立ち直れなかったかもしれません。哀しみを乗り越えて、今こうやって廊下を歩いていられるのも、すべては一条さんのおかげなんです」
「……社交辞令としてありがたく受けておくわ」
　岬の純真な謝意を突っぱねるようにも聞こえるが、何のことはなく、単に白髪少女が持ち前の強がりを発揮させただけである。
　それを岬は理解していて、理解されていることを自覚している和佐はしかつめらしくさらに続けた。
「それよりも今後に目を向けた方が建設的ではないかしら。黎明は私や風月以外の事柄に関しては優秀よ。熊谷瑠乃亜が復帰した際は、あなたが責任をもって関係をこじらせないようにすることね」
「えへへ、わかってますって〜」
　白髪少女の発言を、岬は『私以外の女に移り気をおこしたら許さないわよ』と解釈したのだった。
　あながち間違ってもないだろう。
　熊谷瑠乃亜の今後はまだ不明瞭だが、過去最高の聖花と謳われた黎明さまの手腕と、それを信じる和佐の言葉を岬は信じることにした。
　渡り廊下を通り抜け、三号棟の廊下に移った際、岬は和佐の方へと向き直った。
「あ、そうだ。もし先輩があたしのように救われた暁には、ぜひ一度先輩に会ってみてほしいです。お二人がどのような反応を示すか興味がありますので」
「……そうね。その価値は確かにありそうだわ」
　珍しく素直に受け取ってみせたと思いきや、こちらも相変わらずの気難しさを発揮させて、ルームメイトの少女に毒を吐いた。
「私をここまで悩ませてくれたのだもの。一言でも文句を言ってやらないと気が済まないわ」
「な、なるべくお手柔らかに……」
　苦笑交じりの岬の声など、和佐は聞いていない。
　立ち直った瑠乃亜が、なおも岬に思いを寄せるかは未知数である。岬を巡って争うのは御免被りたいが、万が一そうなってしまった場合、自分は勝てるだろうか。それを推し量るという理由だけでも、ルームメイトの昔の女と向き合うのは有益であるはずだ。
　しばらく無言で歩き続け、二人はようやく三号棟の２１７号室の前まで辿り着いた。
　岬が一条邸に赴いたのは昨日のことだが、随分と久しぶりに戻ってきたような心境になってしまう。また明日から楽しい学校生活が始まると思うと、何だか感慨深いものがあった。
　だが、祝福の朝はこれで終わりではなかった。寮部屋に帰還した岬が人心地ついていたとき、いきなり和佐がこう切り出してきたのである。
「そう言えば、ちゃんとした挨拶はまだだったわね」
「おはようなら起きたときにすで言ったと思いますが……？」
　ちゃんとしたとは言いがたかったですけど……と脳内で返した岬だが、その怪訝げな表情に和佐は白髪を左右に揺らした。
　岬は三つ編みごと首を傾げてみせたが、次の瞬間、目が点になる。
　和佐のまぶしい笑顔がまたあったのだ。
　飽きるということはなく、むしろ頬を薄桃に染めながらの微笑みは、岬の心を完全に虜にさせた。
「小恥ずかしいけれど、言わないと締まらないものね。……おかえりなさい、岬」
　変態淑女は沙織子おねーさん並に顔をのぼせ上らせていたが、その自覚さえ、しばらく欠落させていた。やがて喜びが飽和に達すると、その表現を笑顔のみで済ますことは到底できなくなった。
　腕を広げて和佐目がけて飛びつく。
　白髪の美少女は円珠、雪葉、暁音に続く最後の抱擁の対象となった。
　抱擁を受けた白髪少女はさらに、きめ細やかな頬にキスを受けた。思えば、海外の家族が親愛を込めてするようなソフトキスを変態淑女から受けたのは、これが初めてなのかもしれない。
　岬は抱擁を緩めると、頬に手を当てて立ち尽くす和佐に明るい声をはじけさせた。
「えへへ。ただいま、和佐！」






外伝２　白いフクロウの賢者
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　新幹線の内部は大きな揺れを引き起こすこともなく、目的地まで俊足で駆けていった。
　一条黎明と子夜風月は、和佐が円珠を連れて岬の生家に向かった二週間後に、同じ行き先の新幹線に乗り込んだ。来訪の理由の一つは百万円を振り込んだ上野澪に実際に会うため。岬の母親がどのような人物なのか知りたいという純粋な興味からであったが、澪としても大金を無償で送ってくれた相手にきちんと礼を述べたいということで、二人の訪問を歓迎してくれたのだ。
　そして、もう一つの目的は当然、上野岬のかつての先輩を救済することだ。
　この日のために黎明と風月は入念な準備を果たしたのである。
　東京駅の構内で買った駅弁をつまみながら黎明はつぶやいた。
「どうにか平日に乗り込めてよかったですわ。おかげで周りからあまり注目を浴びずに済みそうです」
　このときも黎明は、レースとフリルにあふれた白いドレスを着ていた。
　一般家庭の保護者に会う格好として到底ふさわしいものではないが、いかなる格好をとったところで、きらびやかな白髪はいかんともしがたく、無理して周囲に擬態するよりは、いつもの格好で臨んだ方がいいと判断したのである。白髪を染めることは黎明は嫌っていたし、妹のエミリーも白髪の状態で澪に面会したため、自分だけが髪色が異なるというのも不自然だという認識もあった。
　同伴していた風月も、相変わらずのクラシカルメイドの格好である。主人が豪奢な白ドレスなら古風なメイド服の方がかえって釣り合いがとれるし、そもそも風月もカジュアルな私服を好まない性分であった。
　澪との電話連絡の際は、随伴者について話したが、それが本職のメイドであることは一言も告げていない。度肝を抜かれることは容易に想像がつくが、主人の壮麗さに比べれば些細なものだ。それに、事前にメイドであることを告げていれば過度に委縮される恐れもあるため『沈黙は金』を守った主人の判断は間違ってはいないはずである。単に言い出す余裕がなかっただけかもしれないが。
　メイド服の同伴者は駅で購入したカツサンドを嚙みしめていた。味わうというよりは自分が作ったもの以外の食品を精査しているご様子。食事前には黎明の駅弁の成分表示までも目を通したほどの研究熱心ぶりである。
　黎明の伸びやかな発言を受け、その風月が藍色の瞳を光らせた。
「ふむ……ご主人様の口ぶりから察するに『もっと早く情報を集められませんでしたの』と不平を垂れているようにも受け止められますが」
「そんなことはありませんわ！　あの子たちに無茶を押しつけたのは重々承知のことですもの」
　立ち直った上野岬を送り届けた後、黎明はすぐさま探偵会社に連絡をとった。
　会社といっても社員は女性のみで、人数は五名しかいない小さな企業だ。そこでアルバイトに励んでいる新入りの二人が黎明や風月と同期の黎女ＯＧであり、四年制大学に通いつつも様々な依頼に応えてくれたのだった。
　アルバイトとは言え彼女たちの情報収集能力は黎明も折り紙つきであったが、それでも今回の依頼は難航を極めた。岬から聞いた情報をもとに、熊谷瑠乃亜とその後見人についての詳細を頼んだのだが、そもそも岬自身が先輩の現況をほとんど知らなかったからである。後見人の名前からして不明なのだ。
　まさに雲を掴む話であったが、彼女たちは黎明の依頼を快く請け負い、一足先に岬の地元に赴いた。アパート周辺に張り込みを行ない、瑠乃亜や後見人の動向や情報を着実に集めていった。そして十日間の活動のすえ、彼女たちは瑠乃亜の勤務先や後見人の名前、果てには彼女のクレジットカードの使用履歴の情報まで入手して黎明に報告したのである。
　違法の手法も混じっているのは明白だが、そこは黎明は目をつむることにした。後見人があまりにも自堕落で蕩尽とうじんに耽った生活をしているとわかると、同情する気にはとてもなれず、首を絞められながら金の卵を産まされ続けている瑠乃亜の現状をますます無視できないと思われた。
「まあ報酬はきちんと弾みましたから。ふうちゃんの方こそ、熊谷さんの処遇に不服を感じているようですけれど？」
「お師匠様の裁定に異を唱えるつもりはありません。瑠乃亜様がそのご期待に応えてくださるだけで十分です」
　風月を一流のメイドに仕立てた年配の師匠は現在、一条家の本邸で奉公を続けている。長らく弟子に恵まれずにいて退屈していたらしく、かつてお世話をしていた黎明からの相談を受けるなり、あっさり養子縁組にしようと提案したのだった。
　黎明は、「瑠乃亜を救う」と言われたときの岬と同等の驚き方を示したが、幼少期から可愛がってくれた彼女の人柄はよく知っている。失意の少女の迎え入れ先として、これ以上最良の場所はないと判断すると、黎明はその提案を快く受け入れたのであった。
　一方、簡単に容認できなかったのが年配メイドの弟子にあたる風月だ。
　自分で言ったように、師の慧眼を疑うつもりはない。ただ、引き取られる瑠乃亜の才覚に関しては不審さを拭えなかった。
　岬と付き合っていた当時はまだ優れた美少女なのだろう。だが、それもすでに二年も前の話だ。後見人に虐待に近い仕打ちを受けて、なおも才智を取り返せる余地はあるか、彼女に会ったことすらない風月としては疑問視せざるを得ない。
（まあ、『彼女』をメイドとして恥のない技量までに仕立て上げられたお師匠様であれば……）
　そう思い直した瞬間、風月の端麗なかんばせがこわばりかけた。『彼女』とはむろん、かつての同僚で親友でもあった夕霧火影のことだ。失踪した友人自体に罪はないが、火影の過去は現在のご主人に対する憎悪の起爆剤となりかねない。
　この場でその感情を醸成させるのは、できれば避けたいところだ。
　メイドの微細な硬直に気づいた黎明は、小首を傾げながら食べかけの駅弁当箱を軽く掲げてみせた。
「ふうちゃん、どうかしまして？　お弁当のお味を確かめたければいつでも仰ってくださいな」
　今まさにあなたのことを憎んでいたのですがね……とよほど言いたかったが、気分転換としては及第点と呼べるかもしれない。一礼して、メイドは駅弁の賞味を申し出たが、その後の主人の行動が問題であった。
「うふふ、ふうちゃんのためにこっそりとっておいてましたの。はい、あーん」
「…………」
　箸で挟んだ太巻を差し出す黎明に、風月は珍しくも絶句してしまった。
　やはり不穏な感情を発露させておくべきだったかと本気で考えてしまったが、秀麗なメイドは冷静さを取り戻すと別の考え方をした。
（この方は私を恐れないのか？）
　ご主人様のまばゆい笑顔を見る限り、その楽しさに他意があるようには映らない。だがこちらは火影を消した腹いせで何度も主人に八つ当たりをしているのだ。そのうえでこのような余裕を保てるのは、よほど肝が据わっているか生粋の阿呆としか風月には思えなかった。
（……面白い）
　どうせ復讐の機会はいくらでも作れるのだ。それまでに大胆不敵なご主人様とこのような戯れに興じるのも悪くない。
　黒色の髪を耳にかける仕草をとりながら、風月は顔を伸ばして箸で掴まれた太巻を唇で挟み込んだ。味に関しては特に感想は湧いてこない。製造工場の人たちの苦労が社交辞令的にしのばれるだけだ。
　太巻を咀嚼するメイドを眺めながら、黎明は箸を引っ込めて問いかける。
「どお？　ふうちゃん、美味しくて？」
　ふうちゃんと呼ばれたメイドは太巻を完全に喉に押し込むと、ナプキンで口元を拭いながら別のことを口にしていた。
「……このようなこと、お嬢様にでもなさればよろしいものを」
　ぼやきの口調になったのは小恥ずかしさの表れだったのかもしれない。
　顔に出るほどではない些細なものだが、実行した後に振り返ってみると、内心に素朴な照れ臭さは確かに存在していたのだった。
　久々の心の機微を感じつつも、風月は何食わぬ顔でナプキンで口元を隠したまま、さらにこう付け加えた。
「どうせ、瑠乃亜様をお救いなさるのもお嬢様との縒よりを戻す一環に過ぎないのでございましょう？　先ほどの『お口あーん』をしてしまえば、好感度はさらに爆上がりではないですか」
「ふうちゃん、物事には順序がございますの」
　幼げなかんばせを真剣にさせ、主人が何かのたまおうとしている。
「いきなりエミリーにそんなことをしたところで、素直に受け入れてはくださらないのは明白でしょう？　それに、恥じらいつつ強がって食べ物を口にするあの子を直視してしまうと、わたくしの方が正気を保っていられませんわ」
「はあ」
　あまりの馬鹿らしさに、久々に芽吹いた恥じらいもすぐに消え失せてしまった。
　平常心を取り戻せたのはいいのだが、目の前のご主人様がやはりただの阿呆だと再認識してしまうと、仕える身としてはむなしく思うときもある。
　だがまあ、こうしてご主人様がふざけていられるのも大型連休の終わり際には考えられなかったことだ。
　ご主人様の『昔の女』の闖入によって、姉妹の絆は歪み、崩壊の憂き目を見た。だが岬様の変異を受けて関係は一気に修復、連休中の盛大な諍いもすっかり忘れ去られたかのような有様である。火影を追放したご主人がいい思いをするのは風月は内心面白くはないが、今回はこれで良かったのかもしれない。姉妹仲を引き裂くという主人への報復は、自らの手で、致命的になるように果たされるべきであった。
（機が満ちるまで、ご主人様が浮かれ騒ぐさまを眺めるのも一興というもの……）
　拭ったナプキンを処分した風月は口元に笑みをたたえながら、何食わぬ顔で白髪の主人に確認をとってみせた。
「何にせよ、お嬢様とお師匠様の期待に報いるためにも、瑠乃亜様の説得は成功させなければなりません。……手筈はすでに整っておいでなのですか」
「ご心配なく。熊谷さんを救うための手札はすでに揃っていますわ」
　黎明の金の瞳に鋭い光が浮かぶ。妹やメイドに翻弄されているときとはまるで違う、油断のならない眼差しだ。本当にこの方は自身の問題に関すること以外では自信と鋭気に充ち満ちておられる。
「詳細をおうかがいしましょう。私にできることであれば手をお貸しいたしますので」
　様々な思惑はあれど、この件から降りる気は風月はもはやなかった。
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　岬の地元に到達すると、新幹線から降りた二人は観光もそっちのけで澪との面会へ向かった。レンタカーを風月が運転し、聞いた住所をもとにナビを使って岬の生家へと赴く。
　出迎えた澪は訪れた二人の格好に度肝を抜かれた。平凡な家庭を営んでいた母親からすれば、白い豪奢なドレスやクラシカルなメイド服は知ってはいても別次元の存在であったに違いない。
　一方で、相手側の反応に慣れきっている二人は悠然と微笑みながら挨拶をした。
「不躾な訪問、どうかお許しください。改めて名乗らせていただきますが、先々週に訪れた一条和佐の姉、黎明と申します。お隣の同伴者は専属メイドの子夜風月」
「主人ともどもよしなに願います」
　鄭重に風月は一礼したが、澪の方はまだ立ち直れていない。その格好の方がよほど不躾ではと思う間もなく驚きが冷めると、来客に対する礼儀から、へこへこと頭を下げる。
「申し遅れましたが、岬の母です。このたびは私どものために大金を振り込んでいただきまして、まったくもって感謝の言葉も……」
「岬ちゃんを救いたいという気持ちはわたくしたちも一緒です。お母様がお気に病む必要はございませんわ」
　圧倒的な美しさを誇っていながら黎明のお辞儀は謙虚である。澪はまだ態度をこわばらせたままだが、家を預かる者としての責務に駆られて、豪華な来客をいそいそと室内へと招き入れた。
　黎明と風月はダイニングテーブルに腰を落ち着けた。差し出されたお茶を一口いただき、澪の控えめな声に耳を傾ける。
「あれから娘から電話をいただきまして、すっかり元の調子に戻って一安心でした。ですが、ただ一点気になることがございまして……」
「何でございましょう？」
「以前お会いした一条和佐さんについてです。岬から少しだけルームメイトのこともうかがいましたが、まさか彼女も娘に……？」
　言わんとすることを理解し、黎明は澪が謝罪をとる前に先手を打った。
「どうか娘さんを責めないでやってくださいな。紆余曲折はありましたけれど、今ではお二人はすっかり仲良しになっておりますから」
「は、はい。わかりました……」
　頼りなげな様子で母親は頷く。黎明の言葉に納得したというより、反論したくてもそれだけの材料がないと思わしき態度であった。
　美女二人が同時に茶器を置くと、澪は諦観に近い溜息をこぼしていた。
「それにしても、妙なものです。私にはそのような自覚は一切ないのに、一体なぜ同性と身体を通わせようとする発想が出てくるのでしょうか……？」
　澪の言葉に悪意こそないものの、自分の娘が一般的でない嗜好に傾倒したことへの不服がわずかながらに滲み出ていた。そして、娘をその道へと引きずり込んだ瑠乃亜に対する反感も、主従二人は汲み取ることができた。
　だが、同性愛が比較的寛容になった現代だからこそ、澪の反応もこの程度で済んだのかもしれない。
　黎明は何食わぬ顔を貫いて十も年上の人妻に告げた。
「これはわたくしの想像ですが……」
「はい」
「お母様は旦那様も含めて、異性との出会いに恵まれていたからではないのでしょうか」
　これには懐疑的な反応をとった澪である。
「私の中にも不快と感じる男性は多くいますよ。それに、娘が異性との出会いに恵まれてないとは到底思えません。娘は中学までは共学でしたから」
「岬ちゃんに何か浮ついたお話でもありましたの？」
「いえ。ですが……いくら魅力的な同性が現れたとしても、選ぶとすれば必然的に異性になるはずじゃないですか。私だって良くしてもらった同性の友人、先輩はいますが、いずれも身体を重ねたいと考えたことはありませんでした」
　母親としては、自分が体感した時流がすべてのようであった。
　むろん、それが間違いだとは黎明たちは決して言えない。昔の時代の方が性に対して閉塞感を帯びていたとしても、それはそれで澪の世代にとっては幸福とも言えたのだ。その幸福にどうこう指摘する資格は二人にはないし、批判したところで現状が変わるというものではない。
　反抗的な態度は決してとらず、黎明は徹底的に物柔らかな物言いを保った。
「むろんそれは結構なことですわ。ですが、わたくしの友人の中には、男にむごい目に遭わされて同性しか心を開けなくなった女性もいらっしゃったものですから。そういう事例もあるとお母様もご理解いただけると嬉しいですわ」
「むろん同性愛の方々にどうこう言うつもりはありません。しかし……私は困ってます。娘の嗜好は私にとっては未知の領域ですから」
　澪は熱くなった湯呑みを持ちながら、それを見つめたまま口をつけようとしない。
「しかも、その世界はまだ世間一般に受け入れきれてない領域です。正しい間違ってる以前に、娘にはいらぬ誹謗中傷を受けて過酷な人生を送ってもらいたくないのです。たとえいかなる決心があろうと、親としては危なげない道を進んで安心させてほしいと願うしかありません……」
　親心と姉心は別物だろうか。黎明は妹エミリーに対して保守的な道を望んだことはなかったが、恐らく家の経済と環境の差がこのような思想の差を生み出してしまったのかもしれない。そもそも黎明は、理由はあれど五年以上も妹の切なる想いに目を背け続けきたのである。その自分が母親の態度をどうして間違いと断ぜられようか。
「お母様の懸念、わたくしもとてもよくわかります」
　黎明は優しい笑顔で続ける。
「自分の知らないところで娘が大変な目に巻き込まれたのですもの。何とも思わない方が変ですわ。ですが……岬ちゃんはわたくしにとっても大切な友人。あの子に危害が及ぶような真似を見過ごすつもりはございませんわ」
　その言葉を信じさせるには、本心であることを示し、それが自然な表情で発露されなければならない。力んで従わせても駄目と黎明は熟知している。
　黎明はこのような交渉に慣れていた（身内のいざこざを除けば、の話であるが）。優しくも美しく、かつ大丈夫であるという確信を持ち合わせた笑みに、十も年上の母親はしっかりと頭を下げたのだった。
「わかりました。……あなたのお言葉でしたら」
「ありがとうございます」
　黎明も鄭重にお辞儀を返し、木のボウルに詰め込まれた和菓子をつまんで改めて尋ねた。
「そうですわ。わたくしからもお母様に一つうかがってもよろしいかしら？」
「私に答えられることでしたら」
「熊谷さんの件を引き起こすことになった岬ちゃんの性癖をどうしてお許しいたしましたの？」
　お茶をすすろうとした澪が顔を上げて硬直してしまう。
　茶器を置いてつぶやかれたのは、またしても自嘲交じりの問いだった。
「……やはり、自己責任にさせたのはまずかったでしょうか？」
「そうではありませんわ。むしろ規制させた方が、今の岬ちゃんは戻らなかった可能性がありますわ。お母様の英断に、心より感謝いたします」
　もっとも、失意状態の岬は自分から性癖を封じたがっていたようだが、それに親がお墨付きを与えてしまったら、和佐への抵抗はさらに激しいものになったことだろう。英断という言葉は決して社交辞令ではなかった。
　だが澪は、その賞賛に対してぎこちない笑いを浮かべるだけであった。
「英断というより、問題の先送りに過ぎませんでした。あの時は私たちも動転していたし、あのときは娘を追い詰めるような言葉はかけたくなかったのです」
　当時を回顧した母親は、さらに首を振ってみせる。
「……いや、これも言い訳にしかなりませんね。本当は未知の領域に対して、私たちがどのように手を出していいのか、まるで判断がつかなかったのです。関わらろうとせず、単に責任を娘に押しつけたかっただけかもしれません」
「例え、お母様が自分の下した決断を間違いと思っていたとしても……」
　和菓子を皿に置き、わずかに身を乗り出して黎明は忠告した。
「今の岬ちゃんなら、それを踏まえたうえで良き道を歩もうとなさるでしょう。わたくしはあの子の頭の切れるさまを妹からうかがっておりますし、この目でもしかと拝見していますわ。今回はたまたま牙を剝くかたちとなりましたが、岬ちゃんは学びを楽しむ子です。遠方に赴いてもあなたのお子様はきちんと成長を遂げている……わたくしはそう感じますわ」
「……そうですよね。親としては喜ばしいやら寂しいやらですが」
　複雑な親心を吐露しつつ澪は再びお茶に口をつけると、そこで黎明が面白そうに言葉を付け加えた。
「……とはいえ、さすがにここまできた以上、岬ちゃんもきちんと自分のことを話した方が良さそうですわね。紅金市に着いた際にわたくしから予告をいたしますから、どうか寮からの電話を楽しみに待っていてくださいな」
　澪は黎明の笑顔に安堵もしたが、娘が何を言い出すのかと思うと不安もあった。むろんその不安は、唐突の嘔吐からの告白に比べればささやか過ぎるものであったが。
　澪は若き白髪の美女に今一度頭を下げたのだった。
「娘を、よろしくお願いいたします」
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　澪との対話が終わっても、黎明たちはすぐに彼女の家を後にしなかった。
　熊谷瑠乃亜のアパートに向かう前に準備が必要だと黎明が言い出したからだ。
「すみませんが、お着替えのためのお部屋を貸していただけませんかしら？」
「え？　まあ、それは構いませんが……」
　呆気にとられたのは澪だけではない。
　風月もまた主人の言葉に驚きを禁じ得なかったのである。
「そのような予定、聞いておりませんよ」
　新幹線内では着替える計画など主人は一言も言っていない。そもそも説得するうえで衣装を替える必要などどこにあるというのか。
　藍色の刺すような視線に、黎明はしれっと応じる。
「だって打ち明けたら、ふうちゃん嫌がるかもしれませんし」
　つまりこれから嫌がる格好をさせるというわけだ。何とも復讐が捗る話である。
　あれだけ辱めを受けていながらまだそのような茶目っ気を発揮させられるのかと思うと、この主人は傑物でなければ健忘症か生粋のマゾヒストに違いない。
　内容を聞く前に、風月は語気を強めて拒否した。
「お断りいたします」
「これも仕事の一環ですわ。途中下車は許しませんことよ！」
　風月はなおも恨めしげに主人を睨みつけたが、澪が困った表情でこちらを見ている手前、大人気ない振る舞いもできない。
　鬱憤晴らしは後日に回し、トランクを持った主人に引き連れられ渋々と貸し出された一室に入る他なかった。
　澪は家事に戻る気にもなれず、扉の向こうのやり取りを固唾を飲んで見守っていたが、このとき珍しく風月のはっきりと苛立った声が響いた。
「はあ⁉　私にこのような格好をさせるというのですか！」
「ふざけているわけではありませんわ。時間も押していることですし、文句は後でまとめて受け付けますから、ほら急いで！」
　何やら凄絶なうめきまでが聞こえ、澪はハラハラとしながら立ち尽くす以外何もできなかった。
　そして、およそ二十分が過ぎた頃だろうか。
　扉が開き、現れた二人の姿を見た母親は絶句してしまった。
　二人の格好は一新されていた。……と言いたいところだが、黎明の方はさして変化が見られないように思える。
　純白のドレスから着替えてはいるものの、裾長のドレスには変わりはなく、むしろフリルやレースが失われていて、落ち着いた印象さえ見せていた。肩から胸の上半分を茶色のストールで覆い、美しいかんばせには黒縁の丸い度無しの眼鏡がかけられている。
　劇的な変化が生じたのは黎明に仕えているメイドの方だ。
　もはやメイドとしての面影はなく、上は純白のフリルのブラウス、下はショーパンツ型の黒のサロペットといういでたちである。さらに片手で編み上げブーツを持っており、つまりこれからそれを履くということだろう。
　澪の驚きはまだ続いた。風月の藍色の瞳は右眼のみに金色のカラーコンタクトレンズをはめており（改めて見れば、黎明の両眼も銀色に変わっている）、ホワイトブリムの代わりに黒の猫耳を付け、サロペットに包まれた小尻からは同色の尻尾が生えているという有様。
　風月がここまで脚を晒すことは極めて稀である。稀で済ますのは勿体無いくらいに白くほっそりとして張りがあり、ブラウスを押し出す胸は、主人には負けるが、その主人の妹にも引けを取らないほどだ。
　コスプレイヤー同然の格好でしなやかな肢体を強調させられたメイドは、別々の色の瞳に同じ色の殺意をたぎらせながら主人に視線をぶつけたものだ。もっとも、そのときの黎明の心臓は眼鏡のレンズよりも分厚い膜に覆われており、メイドの敵意は無残にも弾かれてしまうこととなる。
　眼鏡をかけた白髪美女は、部屋を提供してくれた澪に対して鄭重に礼を述べた。
「それではこれにて本当に失礼いたしますわ。どうかご家族の未来に幸のあらんことを」
　華美さが落ち着きに置き換わったことで、黎明のたたずまいは聖女の気質さえ感じさせた。
　岬の母と別れを告げると、二人は再びレンタカーに乗り込んで移動を始めた。
　心なしか乱暴にアクセルを踏みながら、風月はぎらついた声をほとばしらせた。
「それでは、私にこのような格好をさせた理由を聞かせていただきましょう」
「これはね、アルバとアーテルの格好ですの」
「アルバ、アーテル……お嬢様の口からうかがったことがあるような」
「ええ、『月の魔女セレナ』に登場する二人のお仲間ですわね」
　アルバは白フクロウの賢者であり、人間形態だと長い白髪を持つ二十代の女性になる。幼いセレナを戦闘面でサポートするだけでなく、勉強を教えたり、一緒に家事に打ち込んだりもしている。同じ白髪ということもあってセレナは彼女によく懐いていたという。
　一方、黒猫のアーテルは完全に戦闘面のサポートに特化したキャラクターであった。『黒風』の異名を持ち、速さと威力に長けた一撃を得意とする。戦闘以外における性格は気まぐれで喧嘩っ早く、穏健派のアルバとはしょっちゅう対立する仲である。アルバから説教を受けるたびにアーテルは「ばーちゃんみたいな格好しやがって……」とぼやくのだとか。
　ちなみに人間形態だと十代の少女であり、体格はしなやかだが風月ほど凹凸に乏しかった。東野暁音の存在を知っていれば、真っ先に彼女を思い起こしたことだろうが、あいにく風月は彼女と面識はない。
　説明を聞き終えた風月は、なおも氷の短剣のような声を黎明に飛ばした。
「格好については理解できました。それで説得にあたってこの格好に何の意味があるというのです？」
「熊谷さんはセレナシリーズの熱烈なファンと聞きます。わたくしたちはセレナから遣わされて悲劇のヒロインである彼女を救い出すわけですわ」
「お嬢様がセレナ役、というわけですか」
　白髪の彼女なら配役としては適任かもしれないが、それにしてもまあ、こう都合よく当てはまったものである。
　風月はまだ色々言いたいことがあったが、その前にナビは瑠乃亜のアパートの近くを示していた。
　やれやれと思いながら、人目のないことを確認して近くの駐車場でレンタカーを降りた。
　変装しようがしまいが、そのアパートは二人にとって場違いな空間である。古めかしいだけでなく、何やら人を寄せ付けない空気の重さまで感じさせた。
　黎明はつけ慣れていない眼鏡をくいと持ち上げ、さっそく階段を上って瑠乃亜が過ごしているはずの２１０号室へと向かった。
「……開きませんわね」
　別に彼女と約束を取りつけたわけではないから、扉が閉ざされたままなのは当然だ。駄目元でチャイムを鳴らしても、やはり無益であった。仮眠中で聞こえていないのか、聞こえていながら来客を拒んでいるのか、あるいは応じるなと後見人に言われているのか。
　黒猫の風月が過激な提案を投げかけた。
「蹴破って押し通したらどうです。どうせ退去費も修繕費もこっち持ちでしょうから」
「ふうちゃん、どうかおさえておさえて」
「こんな格好ではとても穏やかなメイドではいられませんから。……おや」
　黒い猫耳がぴくんと跳ねたさまを黎明は幻視したが、別段耳をそばだてるまでもない。
　新たに階段を上る音が響き渡り、その人物が黎明たちの前に姿を現した。
「あんたたち、人ン家の前で何してるの⁉」
　黎明と風月を見るなり、その人物は濁った怒声を張り上げた。
　瞬間、銀のカラーコンタクトをはめた黎明の双眸がきらめいた。
「あーら、ちょうどいいですわ」
　瑠乃亜の後見人の姿は、情報提供によってすでに割れている。顔も体格も極めて豊満な女性であるが、実際に見るとその肥大さがより一層際立っているように思われた。
「わざわざ保護者さんが出向いてくださったのですもの。器物破損の必要もなくなりましたわね。ふうちゃん、やっておしまい！」
　穏やかな賢者とは思えないほどの好戦的な声で命じる。
　やれやれと従った風月だが、動きそのものは本物の『黒風』に匹敵するほどであった。瞬く間に肥満体の女性の背後に回り込み、その巨体を難なく押さえつけたのである。
　後見人は網に引っかかったトドのようにもがいた。
「ちょ、ちょっと離しなさいよ！　ケーサツ呼ぶわよ、ケーサツ‼」
　国家権力を伝家の宝刀のごとく振りかざすが、黒猫に扮した一条家のメイドはまったく動じる色を見せなかった。やかましい口を塞ぐと、くぐもった吐息が手のひらに粘っこく張り付く。
「むぐーっ、ふぐぐーっ」
「はあ……警察を呼ぶのは勝手ですが、その際はあなた様の罪業もまとめて暴かれると思ってください。後ろ手に回りたくなければ、大人しく我々に従うことです」
　後見人の肌から新たな脂汗が浮かぶ。その反応一つとっても身に覚えがあることは明白のようだ。
　やがて彼女が太い首をカクカクと上下させたので、風月は口と身体を自由にさせた。露骨に苛立った態度で家の鍵を開け、最後にぶつぶつと恨み言を唱えている。
「ったく……こんな変なカッコの連中に好き勝手させられるなんて……」
　これに関してのみ、風月は反論できそうになかった。

　　　　　Ⅳ

　廊下が現れるなり、風月は顔をしかめた。
　無理からぬ反応であった。狭い廊下に足の踏み場はほとんどなく、放置された物たちから特定しきれないほど入り交じった異臭が充満している。綺麗好きな風月からすれば気が遠くなりそうな光景である。
「……醜悪な」
　鼻をつまみたいのを堪えながらうめく。
　黎明もまた息苦しさを伴う廊下に眉をひそめたていが、ふと真顔になって後見人に問いかけた。
「嫌味抜きでうかがいますけれど、あなた一体どうやってこの廊下を渡りますの？　どう頑張っても何かしらの物をひっくり返さなければ不可能じゃない」
「お黙り‼　そもそも人ン家に勝手に押しかけてきて何の用よ⁉」
「静かになさいな。ただあなたの義理の娘さんに会いにきただけですの」
　その義理の娘さんは廊下の奥の部屋にいた。義母の大声を聞きつけたらしく、慌ただしい物音を立てて廊下に駆けつける。
　瞬間、瑠乃亜の時間が停止した。
　ずっと仮眠をとっていたのか、紫檀色の髪はぼさぼさで、化粧を落とした顔は肌がひどく荒れていた。上下ともにジャージ姿で、ところどころ擦れて、穴が開いたままの箇所まである。
　義母の声に即座に応じないとこちらがひどい目に遭わされるという恐怖心に駆られて現れたが、廊下の光景を前にして瑠乃亜はこれしか声が出てこなかった。
「アルバ……アーテル……どうして……？」
　瑠乃亜の目には、セレナの二人の仲間が肥え太ったトドの怪物を取り押さえているようにしか見えなかったのだ。
　茫然と放たれた瑠乃亜の言葉に、アルバに扮した黎明は丸眼鏡を光らせて応じた。
「セレナから、あなたを助け出すよう言われたのよ。まあ、瑠乃亜の身の上話を聞けば、頼まれなくても私たちは勝手に動いていたでしょうけれどね」
　口調も雰囲気も一人称も変わっている。作中のアルバになりきっているというわけだ。銀の瞳をした黎明は、穏やかさを保ちながらも知性を前面に押し出しているようだった。
　荘厳な雰囲気のまま、フクロウの賢者を装った美女はさらに続けた。
「あなたの職場に違法性は指摘しておいたわ。未成年と知っていながら年齢を詐称させて夜の店で働かせていたという理由で。横柄な態度の店長さんだったけれど、私に法的に訴える力があるとわかると、みっともなく慌てふためいちゃって。『クビにするからどうか内密にしてほしい』と泣きついてきたわ。じきに解雇通知があなたのもとに届くことでしょうよ」
　瑠乃亜には意味がわからなかった。
　どうしてアルバとアーテルが自分なんかの内情を知っているのか。店をクビになるとは一体どういうことか。いつ、どうして、それが可能になったのか。
　年齢を詐称して働いていた店は自宅同様、決して良い環境ではなかった。場末のスナックのような場所で、おじさんたちのおぞましい言葉に対して笑顔で接客しなければならないのだ。それができないと怒鳴られて減給を脅される。
　そこをクビにされるということは、自分が裏で無能と認識されたのか、都合の良すぎる夢を見ているかのどちらかでしかない。
　そしてさらに根本的な問題が浮かび上がり、瑠乃亜は黎明のもたらした真実を拒絶していた。
「そ、そんな……働けなくなったら、これから私たちはどうすれば……」
「そうよ！　こいつの仕事がなくなったら、アタシはどうやって生活すればいいってのよ⁉」
　後見人の女性がやかましく叫ぶ。美しいかんばせをしかめつつ、黎明は眼鏡の奥からの鋭い視線を投げかけた。
「心配いらないわ。瑠乃亜の身柄は私たちが保護するから。あなたは何の気兼ねもなく実家に戻ってくれればいいの」
「ひっ⁉」
　後見人の肉厚の顔が無様に引きつった。
「ふ、ふざけんじゃないわよ！　あんな口うるさい場所、冗談じゃないわ‼」
「あなたに口うるさいと言われては立場がないでしょうよ……。残念だけれど、実家にも瑠乃亜の虐待については通達させてもらったわ。年齢をごまかして夜の店で働かせたのは、あなたも了承済みのことなのでしょう？　働いていたときの証拠画像も送ってあるから、果たして実家からどのような反応が来るのか、今から楽しみね」
「ウソ言ってんじゃないわよ！　どこの誰かも知らないヤツのデタラメに親が耳を貸すはずが……」
「疑うなら、今からでも実家に電話をかけて確かめたらどうかしら？　ともあれ、もはやここにあなたの居場所はないの。瑠乃亜を置いて早々に立ち去って！」
　肥え太った婦人は脂汗を浮かべて立ち尽くした。珍妙な格好をした見ず知らずの女どもに私生活を蹂躙され、それを払いのけることができない。自分が狭い世界の暴君に過ぎない事実を、この女性は受け入れられなかった。
　最後に壁が破れんばかりの音量で捨て台詞を吐いた。
「アホらしい‼　部外者が何の権限でアタシの生活に口出しできるの！　今に見てなさい！　アンタたちにも必ず一泡吹かせてやる‼」
　変装した二人の美女にその声は確かにダメージがあった。ただし、鼓膜だけである。
　うんざりとした視線を向けられながら、後見人の女性は頭と肩から湯気を噴出させて玄関を飛び出した。扉の閉まる音が乱暴に響く。
　ぐらぐらする頭を片手で支えながら風月は主人に小声で問いかけた。
「放置してよろしいのですか？　あの方は間違いなく感情と衝動で動かれる方。我々の予想を遥かに超える報復をしてくるやもしれません」
「あのような小物、後ろ盾がなくなったとわかれば何もできやしないわ。それよりも、今のあなたは『黒風』のアーテルでしょ？　気をしっかり持って」
「やれやれ……」
　なぜこんなことを……という疲労感はいまだに消えないが、この流れで抵抗してもむなしいだけだ。
　過去にお嬢様が読んでいた本の内容を思い返し、風月は瑠乃亜に向けて『黒風』の口調をどうにか再現する。
「……とまあ、こういうわけだからさ。早いとこキミも覚悟を決めてくれると嬉しいな。キミが動いてくれないとボクもセレナも困るんだ」
　風月の声音で言うと、ボーイッシュで小生意気な黒猫というより、子猫ちゃんを易々と引っかけるような男装の麗人の風情が強い。
　ぎこちないながらも一生懸命アーテルになり切ろうとする姿に、白フクロウの賢者に扮した黎明は微笑ましげに見ていたが、すぐさま銀色の視線を瑠乃亜へ向き直し、説得を連ねた。
「これは別にセレナだけの頼みじゃないわ。他ならぬ上野岬があなたの復帰を望んでいるの」
「岬が……⁉」
　瑠乃亜が勢いよく顔を上げる。黒真珠色の瞳を見開かせたまま固まっていたが、すぐに気まずい表情でうつむいてしまう。岬に対しておこなった仕打ちを思い起こしたのは自明のことだ。
　そして、自身の醜さに直面した瑠乃亜は平静を保っていられなかった。
　紫檀色のぼさぼさの頭を抱え、膝を床につけてうずくまる。
「う……うわあああぁぁあああッ‼」
「どうしたの、だいじょうぶ⁉」
　面食らった黎明だが、風月の方は自身の驚きで時間を無駄にする気はさらさらなかった。
　大丈夫じゃないからこうして喚いているのだろうと論理づけると、編み上げブーツを脱ぎ、飛ぶようにして廊下を駆け抜けた。廊下に密集している物にほとんど触れず、まさに『黒風』の異名にふさわしい脚さばきだ。裾長のメイド服でなくショートパンツであるため、動きの軽快さに拍車もかかったわけである。
　すぐさま瑠乃亜の隣に跪いて優しげに背中をさすった風月だが、その甲斐もむなしく、瑠乃亜の黒真珠色の瞳からは涙がぽろぽろとこぼれ落ちていった。
「ううッ……！　みさき、ごめんなさい……‼　私、あなたに何て取り返しのつかないことを……‼」
「うーん、その岬はキミのことを許すと言ってるんだけど？」
　アーテルの口調を崩さず、風月は泣き崩れる少女を慰めた。瑠乃亜の涙はそのおかげでようやく引っ込められたが、黒風を見つめる視線は険しかった。
「あなた方は私の罪を知らないんです！　私は岬に口に出すのもおぞましいひどいことをしたんです。岬は優しいから許すと言ってくれるど、私は自分のしたことが到底許せない……‼　私の罪の内容を聞けば、あなたたちも私が許される資格のない人間だってわかります」
「生憎だけれど、その内容は私たちもすでに知っているの」
　ここで黎明がようやく廊下を抜けて瑠乃亜の前に姿を見せた。黎明は風月と違って身体能力は一般人に過ぎず、ドレスを汚すわけにもいかないため、膝までドレスの裾をまくって慎重に廊下を渡ってきたのである。
「すでに岬とエ……セレナから聞いているから。そのうえであなたを救いに来たの。だから自分を責めるのはもうおやめなさい」
　思わず『エミリー』を口にしかけ、その瞬間、黎明は口を塞ぎたい衝動を寸前のところで抑えた。幸い、瑠乃亜はそのミスに気付かなかったが、風月の方は聞き逃さなかった。飛ばした視線が非難より軽蔑の度合いが強かったのは、コスチュームプレイを強制された苛立ちも加味されてのことであろう。
（あなたがヘマをなさってどうするのですか……）
　扮装を企てた張本人の不甲斐なさに腹は立つも、今それを指摘するのは場違いだ。後の復讐おしおきにぶつけることにして、風月は少女の頑なな心を溶かすのに注力した。
「そういう返事はボクたち向けじゃないな。ホントは岬に許されたいんだろ？　だったら、いつまでもそうやってグズグズしてるんじゃない」
　作中のアーテルらしい、性急で直接的な物言いだ。早々に結論を求めたがる黒風の態度を、慎重派のアルバはよくたしなめるのだが、ここにいる白フクロウの賢者サマと言えば。
（ふうちゃんったら、嫌がっている割にはノリノリじゃありませんの……）
　と、感心と呆れを混ぜ合せた笑みを浮かべたものである。
　大好きなキャラクターに言われてしまい、瑠乃亜の心もしだいにこわばりが薄れていったが、そうしているうちに別の恐怖が彼女に襲いかかった。これらの出来事がすべて都合の良い夢じゃないかと改めて不安に駆られたのである。すべて泥のような眠りがもたらした妄想ではないか。セレナから遣わされたというアルバもアーテルも、仕事と義母から解放されたのも、自分の腕をぎゅっと掴んだ際の痛みも、すべて幻なのではないか……。
　青ざめる瑠乃亜に対して、アルバに扮した黎明は告げた。
「あなたはもう穢れた仕事場に行く必要はないわ。その代わりにここを発つ準備を手伝ってくれるかしら？」
　怯えを残しつつも、瑠乃亜はしっかりと頷く。たとえ夢だとしても、過去に留まるか未来に進み行くかの選択に対して、悩む理由など何一つなかった。

　　　　　Ⅴ

　上野岬が変わり果てた先輩の部屋を初めて見た際、私物を半分程度に抑えられるのではないかという感想を抱いたものだ。だが、風月の見積りは編入生の少女よりかなり厳しかった。四分の三は減らせるだろうと彼女は踏んだのである。
　一条家は資産を豊富に持っているが、血族も使用人も物質に溺れるような性分の持ち主はほとんどいなかった。特に風月は洗練された場を維持するのに人一倍こだわりを持っていたので、私物が乱雑した瑠乃亜の部屋を魔窟と判断したものである。
　その彼女の主導のもと、魔窟の大掃除が開始された。風月はご主人様の清掃能力を初めから当てにする気はなく、物をとにかく出して並べる作業に専念させた。
　瑠乃亜には主人が広げた私物の要不要の分別を依頼した。彼女は風月の想定以上によく働いた。風月の最初の評価が低かったせいもあるだろうが、それを覆すくらいに効率的に手を動かし、主人の手伝いまで果たしてくれた。
　いらないものを詰め込んだゴミ袋の数は早くも十を超えた。
　作業の間、風月はアーテルのボロが出るのを恐れてほとんど二人に声をかけなかった。瑠乃亜も二人に対して会話はしなかった。作中の二人に馴れ馴れしく話しかけるなどおこがましいし、作業に熱中したいという思いもある。整理整頓するうちに黒真珠色の瞳に輝きが戻りつつあるが、当人だけがそれに気づいていない。
　夕方まで時間をかけて私物の整理を果たし、大量のゴミ袋を部屋の隅においやってから風月はアーテルの口調で瑠乃亜に呼びかけた。
「じゃあボクたちは駅前のホテルをとってるから。明日会いに来るまでにきちんと身体を休めておくんだね」
　そして尻尾を揺らしながら綺麗になった廊下に入ろうとしたが、その瞬間に妨害が生じた。物理的な拘束力はないが、ブラウスの裾を掴む手は力以上の要素で風月を足止めする効果があった。
「いやだ、いかないでっ……！」
　瑠乃亜は子供っぽい泣き顔を浮かべて、すがるような視線で二人の姿を見つめていた。
「お願い、消えないで……今ここでアルバとアーテルがいなくなっちゃったら、私の夢がすべて終わっちゃう……！」
　夢のようなひとときを本当のひとときで片付けられ、悪夢のような現実に帰ることは瑠乃亜にはもはや耐えられなかった。いなくなるならこのまま私も連れてってほしいという想いが容易に読み取れたが、このとき風月がとった態度は思いがけないものだった。
　何を思ってか、彼女は黒髪に乗せていた猫耳を外したのである。
　そこにある雰囲気は紛れもない本来の風月のものだった。
「あなたが立っておられる場所は紛れもなく現実です。そしてアルバとアーテルが架空のキャラクターであることは、瑠乃亜様もすでに気づいておいででしょう」
「そ、んな……」
　絶望的な表情をとり、瑠乃亜の黒真珠色の瞳からは音もなく涙があふれ始めた。
　黎明は黒縁の丸眼鏡こそ外さなかったものの、美しいかんばせは叡智あふれる賢者から絢爛な令嬢のものに戻っていた。そのかんばせに困ったような感情を浮かべ、唐突に変装を解いたメイドにいつもの調子で声をかけた。
「まあふうちゃん、もうお芝居をやめてしまいますの？　あんなにノリノリでしたのに」
「黙らっしゃい。そもそもこのような芝居を演じる必要がどこにあったというのです？　ただいたずらに瑠乃亜様を騙し、傷つけただけではないですか」
　コスプレを強要された苛立ちもあるだろうが、それ以上に風月の非難には義憤が込められている。
　黎明は眼鏡をクイと持ち上げ、自分の正当性を主張した。
「瑠乃亜ちゃんが大のセレナフリークと聞きましたから、ファンサービスをすればより一層わたくしたちの誘いに素直に応じてくれると思いましたもの。ね、瑠乃亜ちゃん？」
　銀の物柔らかな視線を受けても、瑠乃亜は反応などできるはずがなかった。
　大好きなアルバとアーテルが、いきなりそのキャラクターとは全然異なる雰囲気で話し込んでいるのだ。とても頭がついていけない。
　五秒以上放心してから、ようやく喘ぐように言葉を紡いだ。
「あ、あなたたちは何者です……？　こんなとこまで来て私に何を求めるんですか？」
「失礼、改めて自己紹介をいたしましょうか」
　正体を明かした風月は、アーテルの姿のまま鄭重な居住まいを誇った。
「私の名は子夜風月。今はこのような格好ですが、こちらの方の専属メイドをつとめさせていただいております」
「一条黎明と申しますわ。岬ちゃんの頼みで瑠乃亜ちゃんを救いにきたのは本当ですから、どうかご安心くださいな」
　まったく見ず知らずの二人であるが（こんな人物がいれば忘れるはずがない）、瑠乃亜は彼女たちの言葉を信じることにした。
　理由の一つはアルバに扮した女性が岬の名を出したこと、もう一つは、この美女たちが圧迫者でしかない義母を追い出してくれたのは紛れもない事実であったからだ。義母からの報復は怖いが、それを除けば、あんな女の今後などどうでもよかった。
　黎明は眼鏡を外し、猫耳を失ったアーテルに提案している。
「ねえ、ふうちゃん。あなたは今晩ここへお世話になったらどうかしら？　瑠乃亜ちゃんも言っていたように、独りにさせるより信頼できる人が傍にいた方が安心でしょう？」
「彼女を欺いておいて『信頼できる人』と決めつけるのはいかがなものかと。まずは瑠乃亜様からの意見をうかがわねば……」
「あ、私は大丈夫ですッ」
　瑠乃亜はすぐさま食いついた。悪夢から逃れるには彼女たちの存在は不可欠なのは自明のことである。彼女たちと共にいられるなら、どんな無茶でも果たしてみせるつもりだった。
　眼鏡を外した黎明は瑠乃亜の意気込みに笑顔で返した。黎女生の心を華やがせた愛らしい笑みは、学校の外でも有効だった。フクロウの賢者が持っていない特別な魅力に、瑠乃亜の頬は一秒ごとに熱を帯び始めたようだ。
「ふふ、いい子ね。話が早くて助かりますわ」
「なぜあなたが勝ち誇っておられるのですか……」
　風月は呆れ果てたが、今後の方針に関して特に異論は挟まなかった。
　そこからは迅速にことが進んだ。偽りの尻尾と片目のカラーコンタクトを外した風月は、主人を駅前のホテルに押し込むためにレンタカーを発進させた。さっさとメイド服に戻りたかったが、そうしなかったのは早いところ白髪の主人との距離をとっておきたいという意志があったからである。これ以上の戯れは復讐心を抑圧するうえで非常によろしくない。
　レンタカーには瑠乃亜も乗せた。部屋に残すより一緒に連れ回した方が安全であるという考えは主人もメイドも共通であった。ジャージから着替えさせるかは少し迷ったが、とある考えが頭をよぎり、風月は瑠乃亜に私服に着替えるよう促した。
　駅前のホテルに着いた後は、風月は自分のトランクだけ回収して黎明と別れた。
　レンタカーを返却すると、今度はタクシーを拾って風月と瑠乃亜はアパート付近まで再び引き返した。すぐさま帰宅しなかったのには理由があった。
「清掃の際に冷蔵庫の中身も確認いたしましたが、悲惨なものでしたのでね。ゼリーとアイスとお菓子だけで健やかに生活を営めると思っていたのですか」
「いえ、お菓子とアイスはあの人が買い込んだもので……」
　弁解しつつも、瑠乃亜は風月に促されるままに最寄りのスーパーへと入っていく。風月の格好は極めて目立つが、それはある意味で瑠乃亜の存在を隠すのに役に立った。たとえ顔見知りがいても、場違いなブラウスとサロペットパンツ姿の風月に意識が持っていかれ、平凡な私服姿の瑠乃亜には目にも留まらなかったのである。
　支障なく買い物を終えてスーパーを出ると、後は歩いてアパートに帰るだけだ。
　天上の支配者は、今や暮色の残照を景観の果てまで追いやった紺碧にある。
　アーテルだった女性の髪と同じ色だ。
　その彼女に、瑠乃亜は恐縮した様子で問いかけた。
「あの……風月さん」
「はい、何か？」
「私、これからどうなってしまうんでしょうか……？」
「そう言えば、肝心要の説明をまだしていませんでしたね」
　変装よりもこっちが重要だろうと内心ぼやきつつも、風月は瑠乃亜に今後の予定を説明した。一流のメイドらしく簡潔で明瞭な説明であったが、その内容を救われた少女が受け入れられたかどうかは別問題である。
「わ、私が養女でさらにメイドになるんですかあ？」
「師匠はそのつもりで瑠乃亜様の来訪を心待ちにしております。まあ、仮にメイドの仕事が合わなくとも本邸には他にも仕事はございますから、あまり気構えする必要はありますまい」
「は、はい……」
　過剰に身をこわばらせている瑠乃亜を風月はしばらく観察していた。いきなりメイドになれと言われて困惑するのは当然のことだが、彼女の反応はメイドという言葉に対して良くないイメージを持っているそれのように思えたのだ。
　ある可能性を思いついて、風月は問いかけてみた。
「もしかして、あなたの勤めていたお店はメイドの格好をするサービスもあったのですか？」
「ええっ⁉　なんでわかってしまったんです……？」
　やはりか、と風月は溜息を押し殺した。
　むろんそれは風月がおこなっているようなメイド業であるはずがない。メイド喫茶のような猥雑な格好を強制し、ご奉仕まがいの猥雑な行為をおこなわせていたことは容易に想像できる。
　後輩の岬を手籠めにしたような作法を来客にも果たしたのかという質問は風月はしなかった。ともかく、あの店には別のかたちで制裁を下す必要があることだけは確信できた。
　藍色の瞳を真剣にさせて風月は瑠乃亜と向き合う。
「私は自分の言葉で他人を納得させることを好みません。お師匠様からメイドのいろはを受け継いだ私が果たして信用に足る存在なのか、どうかあなた自身の目でご確認いただきたい」
　その言葉に反して、瑠乃亜はすでに風月から本物のメイドとしての矜持をうかがい知ることができていたのだった。
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　ささやかな会話を経て、風月と瑠乃亜は静まり返ったアパートへと引き返した。
　綺麗になった廊下を見た瞬間、瑠乃亜は違う人の部屋に迷い込んだのではないかという錯覚さえおぼえたものだが、アーテルの格好をした厳粛たるメイドを前に、無様な振る舞いはできなかった。磨かれたキッチンの上にビニール袋の中身を広げる。
「ふう……これでようやく肩の荷が降りました。後は本来の姿に戻るだけです」
　風月は一人で部屋へと向かっていき、やがて衣擦れの音を響かせた。瑠乃亜は心をそわそわさせつつ、彼女が着替え終わるのを待っていた。
　今さらだが、フクロウの賢者さまと同時に現れた彼女は、作中のアーテルと服装と髪以外は全然似ていない。そして彼女がクラシカルなメイド服姿で再び現れたときには、完全に黒風の雰囲気は消え失せていた。本来の風月の姿を見て、紫檀色の髪の少女が面食らったのは言うまでもない。
「先ほどは拙劣な演技を見せてしまい、大変失礼いたしました。いくら瑠乃亜様のためとはいえ、やはりコスチュームプレイは私の性には合わなかったようです」
「そ、そうですか……」
　鄭重に一礼されて瑠乃亜は反応に困ってしまった。今の格好も十分コスプレにしか見えなかったが、彼女の動作は確かにアーテルのときと比べて極めて自然体のように映っていた。
　驚きが引くと、二人はさっそく夕食の準備に取りかかった。瑠乃亜が包丁を手に取ったのはかなり久しぶりのことであった。
　風月が提案したメニューは焼きうどんである。買い物の時点で内容は知っていたが、瑠乃亜の正直な感想で言えば、メイドさんが作るものにしてはやや俗っぽいような気がしてならない。
　実際、風月自身も久しく作ったことがなかったものだが、それが腕を落とす理由にはならない。瑠乃亜が手助けしたといってもほんのわずかなものであり、本当に手が必要かと訝しんだほどである。もっとも、メイドとしての適性を試されていると判断し、瑠乃亜も過去の経験をよみがえらせながら、真剣に野菜を切っていく。
　工程を経て、折り畳みテーブルの上には二人分の焼きうどんが並べられた。誰かと向き合って手を合わせて「いただきます」を言うのも、瑠乃亜にはいつ以来のことであろうか。今日は久しぶりの経験が多い夜になりそうだ。
　湯気の立った焼きうどんを一口含めた瞬間、瑠乃亜は驚きで目を見開かせた。
　風月の流麗な手さばきは隣で見ていたが、それだけで市販の食材をここまで美味しくさせることができるのだろうか。
　あるいは、美味しいと感じるのは自分の舌が麻痺していたせいだろうか。義母がのさばってからは疲労感のあまり、まともな食事を摂っていなかった。ゼリーや半額の総菜で済まし、部屋同様、キッチンも打ち捨てられた同然の有様になっていたのである。
　半分ほどまで夢中で食べ続けていた瑠乃亜だが、そこでふいに箸が止まった。
　風月が怪訝そうに彼女を見やる。藍色の視線を受けながら、瑠乃亜はぽろぽろと涙をこぼしていた。
「瑠乃亜様？」
「かあ、さん……」
　懐かしい味、と言えば嘘になる。風月の作った焼きうどんは母とは比べ物にならないほど瑠乃亜の味蕾を華やがせた。だが、一緒に料理を作ったことで、亡き母との思い出をよみがえり、そのぬくもりは一流メイドの料理の味さえも塗り替えるものであった。
「ううっ……かあさん……かあさあん……ッ‼」
　今や瑠乃亜は食事どころではない。焼きうどんから湯気が失われても、彼女は淡い過去に耽ることをやめなかった。風月も「料理が冷めますよ」と無粋なことを口にするつもりはなかった。ただ、かけたい言葉が思いついたので、テーブルから身を乗り出して紫檀色の髪をゆっくりと撫でてみせた。
「我が師匠も心暖かな方です。あなたのお母様にはなれませんが、あなたの青春の空白部分を埋め合わせることくらいは果たしてくれましょう」
　頭をさすられながら、瑠乃亜は涙目で頷いた。メイドの優しさと、この先の明るい未来を、彼女は信じることにしたのだった。

　焼きうどんを食べ終え、その後のルーティンをすべて果たした瑠乃亜は布団を敷いて健やかな寝息を立てていた。寝間着はなく中学時代のジャージ姿ではあるが、寝顔は実に幸せそうである。
　こうして安眠できたのもご無沙汰であろうと風月は容易に想像がついた。いい夢を見ろとは言わないが、せめて明日からのために身も心も癒えてくれればと思うばかりだ。
　その風月は持参した寝間着に着替え、後見人のやけに分厚い毛布を拝借して明日に備えた。だが、柄にもなく心がさざめいて目を覚ますと、こっそり廊下まで移動して、携帯端末の通話機能を起動させた。
　電話をするには非常識な時間帯だが、端末から声が返ってくるまでの時間はごくわずかであった。年輩の大らかな女性の声が端末から響く。
「まあ風月。いくら若いからってこんな時間にかけてくるなんて……」
「夜分遅く申し訳ありません。奈里沙様」
　風月の師匠にあたるメイドの名前は森谷奈里沙もりやなりさという。現在は本邸のメイドの監督にあたっている。
　その奈里沙は、眠気をいっさい感じさせない調子で弟子の謝罪を受け入れた。
「ううん全然。私もあなたの報告を待ってたからね。声の調子からして進捗は順調そうね？」
「はい。明日には奈里沙様に会わせられるかと存じます」
　家具家電の処分や退去手続きなどによって、完全にこのアパートを手放すのはまだ先のことになる。だが、その間まで瑠乃亜をここに留まらせる気は風月も黎明にも毛頭なかった。立ち会いが必要であれば、当日に瑠乃亜を引き連れれば済むだけの話であり、本邸に匿えば瑠乃亜の親族の手が及ぶ可能性は完全に消え失せることになろう。
　師匠の反応は、嬉々として頷くさまが見えるほどであった。
「いいわね。若い子が来てくれると私も潤うわ〜。それに瑠乃亜さんが来ればあなたに妹弟子ができるわけでしょ？」
「いもうとでし……」
　思いがけない言葉に、風月はわずかに意表を突かれた。
　今まで風月は自分の後輩にあたるメイドはいなかった。後輩同然のメイド仲間なら過去にいたが、彼女が失踪して以来は風月はずっと縦横たてよこの関係に乏しかった。どうやら環境の変化の予兆に浮つきをおぼえていたのは師匠だけではないようである。
　その師匠にうながされて、風月はさらに状況を詳しく報告した。
　特に奈里沙をそそらせたのは夕食時についてのことであった。
「まあ、あなたが焼きうどんを作るなんて久しぶりじゃないの？」
「あのときは……他に発想が思いつかなかったのです」
　焼きうどんはまだ新米メイドだった頃、奈里沙と火影の三人で初めて一緒に作った料理だったのだ。瑠乃亜が母を思い出して涙していたとき、風月もまた一条家姉妹と交えた団欒のひとときを偲んでいたのである。
　奈里沙もまた、当時のことを思い返したようだ。
「懐かしいわねえ……。火影のソースまみれの口元を拭いたのが昨日のように思い返せるわ。まさか、あんなことになるとは思いもよらなかったけれど……」
「…………」
　それはまさに、風月の言いたいことである。
　奈里沙は風月にとって大らかで優しい女性の印象があるが、五年前の惨状の処理が滞りなく済んだのは彼女の手腕によるものだ。おぞましい光景を前にして、よほどの豪胆さと冷静さを持ち合わせていなければ不可能なことであろう。
　密かに黎明に復讐を誓った風月にとっては、この師匠の存在はどうしても都合が悪かった。
　奈里沙が本邸に帰ったのは今から三年前、和佐が初等科を卒業して聖黎女学園の寮に入ったときのことだ。火影の事件から一年と半年にあたる。
　その間、風月は死に物狂いでメイドとしての器量を極めたのである。一人で別邸を任せられると師匠に認められるまで、私心を殺して。
　このときまだ風月は高等科三年であったが、奈里沙が本邸とかけあった結果、承諾を得ることができた。むろん、各種手続きに関しては大人の力を借りないと無理であったが、屋敷の機能維持に関しては風月は全権を握ることができたのだ。
　風月の管理は一条姉妹の両名も対象に含まれていた。お嬢様の方はひたすら干渉を拒み続けていたので、必須でない限り、世話の相手は新たな専属先である姉の黎明が中心となった。
　彼女の下に付きながら、風月はいつでも復讐を狙える環境を整えた。五年間も耐えてきたのだ。すぐさま発散してしまうのはあまりにも惜しい。依存しなければ何もできないほどご主人様の私生活に踏み込んでから、徹底的に追い詰める。逃げるつもりなら勝手にすればいい。その際は、隠蔽された火影の事件はすべて生徒たちに暴かれることになるだろう……。
　ここまで思い返して、ふと風月の中で疑問が湧き起こった。師匠はいかなる判断で自分に別邸とご主人様を任せたのだろうか。単に才能を認めてもらった、と合点してしまうのはこちらの都合でしかない。煮えたぎるような憎悪は、まだ本邸の面々には明かしたつもりはないはずだ。
　端末越しの沈黙から風月は師匠の懐古の念を受け止めていたが、その師匠がわずかに声音を変質させて切り出した。
「……風月、その火影のことなんだけれど」
　考えを見透かされたと焦り、風月は密かに呼吸を整える。
「火影が何か……？」
「奥方様なら彼女の行方を知っている気がするわ」
　風月は藍色の瞳を見開き、端末を取り落とさないように手に力を込めた。
　奥方様とは、つまり一条姉妹の母親のことだ。風月が顔を合わせたのは過去に数回程度しかないが、美しく才智に満ちあふれた印象だけは記憶している。本邸よりも海外を転々としている方が多く、娘二人も母親に会えるのは年に数回とのことだとか。
　息を吐いて、風月は師匠に問いただす。
「……むしろお師匠様は火影の行方をご存知なかったのですか」
「事故の処理は私が果たしたけれど、火影の処遇に関しては完全にあの方持ちなのよ。役に立てなくてごめんなさいね」
「それ以前に、なぜこのタイミングでその告白をなさったのか理解に苦しみます」
「確かにそうよねえ。あなたから焼きうどんの言葉を聞いたらふいにそのことを思い出しちゃって」
　本当か？　と問いただしたくなる衝動に駆られた風月だが、師匠に無理強いを働いたところで、のらりくらりと躱されるのがオチだ。第一に告白のタイミングにこだわったところで意義はない。
　奈里沙がなおも固い声で付け足した。
「ああ、そうそう。私から言い出しておいてあれだけれど、無理に奥方様から聞き出すのもナシでお願いね。いくらあなたが若いからって無茶は駄目よ。風月も奥方様も私にとっては大切な存在なのだから」
「はい。今は瑠乃亜様の事情が最優先です」
「そうそう、そうよ。それでいいわ」
　風月の端麗な顔は自身の声ほど冷静さは保てなかった。師匠の告白の理由について一つの可能性が思い浮かんだからである。火影の手がかりをいつから握っていたかは知らないが、それを今話すタイミングは一つしかありえない。
　こちらの復讐心を察知し、それを牽制する意味で火影の名を出したとしか考えられなかった。
　自分の黎明への復讐は、火影の意思を介在したものではない。たとえ最後に見た彼女の顔が黎明への恐怖にまみれていたとしても、それが彼女の復讐に直結しているとは限らないのだ。もし火影が突然に現れたら、黎明への憎悪に駆り立てられた自分に対して何を思うだろうか。
　師匠の告白は「黎明に復讐をしても火影は決して喜ばない」という、こちらの利己的な態度を見越しての批難ではなかろうか。彼女から最も近いところで学んだ弟子としては、思い過ごしで片づけることは到底できなかった。しかも問いただしたところで、確実にはぐらかしてくるものだから厄介である。
（……やれやれ）
　風月が内心でそう独語したのは呆れよりも強がりの表れである。大人しくしていれば干渉する気はないと遠回しに言われたような気分すらなり、優秀なメイドは師匠に対する嘆息を重ねた。彼女が動向を気にしている間は、主人への制裁はしばらく軽いもので済ませた方がよいのかもしれない。
　ともあれ、火影の手がかりが近場に存在する。それを知れただけでも上々の収穫ではないか。
　再会と復讐の釣り合いはいずれ考えればよいと思い直すと、奈里沙が朗らかな声を取り戻して優秀な弟子に呼びかけたのであった。
「さあさあ、いくらあなたが若くてもさすがに寝なきゃダメな時間よ。先輩であるあなたが寝不足なんてみっともないわ」
「お気遣い、痛み入ります。それでは明日お会いいたしましょう、奈里沙様」
　風月も笑顔を浮かべて通話を切った。
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「一条さん、ちょっといい？　あなた宛てに荷物が届いているのよ」
　呼びかけられた和佐は、驚いてシスター蒼山の顔を見返した。
　この日は五月最後の日曜日で、和佐は遅めの朝食を摂り終えて、寮棟区内の図書館に向かうところだった。
　朝食後、和佐は２１７号室で黎明と端末で通話をしていたが、届け物があるならサプライズでもない限り彼女がその際に伝えてくれるはずである。
　思わず身構えていると、彼女の担当寮母は次のように続けた。
「栗乃くりのさんからよ。でかでかと『極秘！』と書かれてあるけど、彼女のことだから中身は衣装なのではないかしら」
　栗乃凛くりのりんは黎明たちと同期のＯＧで、都心で服飾店『クラウンアリス』を経営している。黎明のドレスや風月のメイド服は彼女がこしらえたものであり、和佐の私服も例外ではない。つまり一条家は彼女の店の上客なのだ。
　五月の大型連休中に、和佐は店長の凛に衣装の製作を依頼していたのだが、
（……すっかり忘れていたわ）
　そもそも、普段頼むことのない衣装製作を希望したのは、黎明への反発によるものだ。当時は姉妹間の関係が極めて危うく、岬に気に入られるために彼女を誘惑できるような衣装がどうしても必要だったのである。正直、何を着たところで変態淑女は手を打って喜ぶだろうが、そこは白髪少女にもこだわりがあるというものだ。
　黎明との仲が修復された以上、せっかくあつらえてくれた衣装も無用の長物でしかないのだが、拒否したところで寮母が戸惑うだけだろう。
　そそくさと小包を受け取り、和佐は寮部屋へ引き返した。
　現在、三号棟の２１７号室には誰もいない。ルームメイトの岬は和佐よりも早くに朝食を済ませ、ライラック色の制服姿で学舎区へ出かけていたのだ。へこんでた分の遅れを自学で取り戻すとのたまっていたが、何のことはない。
　埋めたフクロウのブローチを掘り起こしにいくのだろう。
　埋めた場所を正確に覚えているなら、掘り出して戻ってくるまで時間はかかるまい。それならば衣装合わせをする余裕はないかもしれない。
　だが、その時の岬はまともではなかった。しかもブローチを回収したところですぐさま戻ってくるとも限らない。本当に自学に励んでいるのであれば、その間に袖を通さなかったことを後悔することになる。
　本を読むことしか選択肢がない過去に比べれば、白髪少女の心境の変化は目を見張るものがあった。ルームメイトとあれだけ激しいまぐわいをした以上、過度に自分を偽るのも馬鹿馬鹿しいと判断したのかもしれない。
　ともあれ、出来映えだけでも確かめようと思い、和佐は小包の中身を広げて、それを持って姿見の前に立ったのだった。
　和佐の前身にあてがわれていたのは銀の刺繍がほどこされた黒のチャイナドレスだった。丈が長いと同時にスリットも深く、身に着ければ太もも全体があらわにされることだろう。
　姉との確執で血迷っていたとはいえ、和佐はこんな衣装を注文していたのだ。
　黒のチャイナドレスを選んだのは、純白の洋風ドレスを好む姉との対比が大きかった。姉への感情に関わりなく、似たような姿かたちに落ち着くのは和佐の美意識に反する。昔の自分なら喜んで憧れの姉の外見を真似ようとしただろうが。
　初等科の半ばまでの和佐は、姉に自分の気持ちを素直に表明できる少女だった。セレナシリーズに入り込んでいて、白髪のまばゆい姉を白フクロウのアルバとよく重ねたものだ。
「お姉ちゃんとアルバってよく似てるのね。どっちもすてきで、どっちもだいすき！」
　過去に黎明にこう語ったことを、和佐は今でも鮮明におぼえている。
　そんな和佐だから、児童期の前半は黎明のようなフリルとレースまみれの白いドレスを好んで着ていたし、白髪も腰まで伸ばしていた。周囲から浮いてしまう白髪を和佐は好まなかったが、姉と一緒にいるときだけは自分の髪を好きでいられた。
　この髪のおかげで和佐は大好きな姉により一層傾倒するようになり、その想いは永遠に続くものと信じて疑わなかった。十歳の夏休み、火影が突然メイドを辞職し、それと同時に黎明が一切こちらとの接触を絶ってくるまでは。
　今となっては距離を置いた理由も明かされ、ぎこちなかった関係もどうにか取り戻せてはいるが、たとえ完全に修復されたところでかつてのエミリーに戻る気はなかった。大好きなお姉ちゃんとは、最高の、だが彼女とは全く違うかたちで向き合いたかったのである。
　玄関の扉の開く音が響き、懐古に入り浸っていた和佐は現実に引き戻された。
　条件反射でチャイナドレスをクローゼットに隠そうとしたが、三つ編み少女が部屋に踏み込む方が早かった。
「あいやー‼　一条さん、何て服を持ってらっしゃるんですか⁉」
　即座にチャイナドレスに気づけるのはさすが変態淑女の目の付け所といったところだろうが、和佐としては何とも頭の痛い展開になってしまった。
　溜息を吐くも、その間に岬は接近していて中華のフェティシズムの結晶をまじまじと見つめている。陶然とした声があふれた。
「これ、紛いものじゃなくて本物の絹なんですか？　まさに一条さんにふさわしい代物だと言えますが……」
　プルーン色の視線を衣装からその持ち主に向けた。和佐が危険を予期するのに十分すぎるほどのまばゆさが双眸に込められている。
「で、そのお披露目は当然させていただけるんですよね？　一条さん」
　やはり、そうなるか……。
　さらに溜息を重ねた和佐だが、変態淑女のルームメイトは頑として動く気配を見せない。チャイナドレスを着ない限り、決して解放してはくれないだろう。
　白髪をかき上げて和佐はうめいた。
「後ろを向いて。私がいいと言うまでよ」
「さんざん愛し合ったというのに、水臭いなあ」
　ぼやきつつもちゃんと後ろを向いてくれたので、和佐は鼓動を騒がせつつタイツから脱ぎ始めた。衣擦れの音だけが静かに響く。
　フクロウのブローチはきちんと掘り起こせたのか知りたかったが、不用意に呼びかけて振り返られても困ると思い、和佐は黙っていた。だが、岬の方は問うことに躊躇はなかった。
　背中を向けながら尋ねる。
「一条さん、先輩はあれからどうなりました？」
　和佐は着替える途中の手を止めたが、別段驚いているわけではなかった。こちらが瑠乃亜の救済を謳ったのだから、その結果を気にするのは当然のことである。
　指を再び動かして応じた。
「黎明は無事だと言っていたわ」
　朝の打ち合わせ通りのことを口にする。
　岬の表情は振り返っていてわからないが、今のところ追求する意思はなさそうであった。
　和佐が食堂から寮部屋に戻ってきたとき、机に置かれた端末が震えを上げていた。発信先を確認して通話に出ると、黎明の第一声はこうであった。
「ああ、エミリー。岬ちゃん今お留守かしら？」
　そう切り出すということは内容は熊谷瑠乃亜の件に決まっている。
　明敏な妹は冷静に返した。
「岬がいたなら間違い電話を理由に切っておいたわ。……成果は上々なのね？」
「エミリーのおかげをもって。ただ、それに関して一つお願いしたいことが……」
　瑠乃亜がメイドとして本邸入りするのは既定事項であったため、和佐は今さら驚くことはなかった。いかにして彼女を迎え入れたのかすら無関心である。黎明も取り急ぎ変装のことは妹に話すつもりはなかった。
「瑠乃亜ちゃん、本邸で働くことは岬ちゃんには内緒にしてほしいようですの。ひどい目に遭わせたあの子に向き合える覚悟ができてないからという理由で。岬ちゃん相手だし気にする必要もないと思ってますけれど、交際期間はあっちの方が上ですものね」
　瑠乃亜と岬のお付き合いは五月から年末にかけての約八ヶ月。
　出会ってから一ヶ月を超えた程度の一条姉妹ではお話にならないというわけだ。
　和佐は面白くなかった。
　瑠乃亜が彼女に会うのに消極的なのはありがたいが、そうでなければ屈辱の炎で身が焦がれるかと感じたほどである。わざわざ自分を偽って、ルームメイトの彼女を他人に明け渡すような真似は、和佐にはもうできなかった。
　内面の激しさに対して、和佐が実際に姉に対して放った言葉は平素だった。
「そう……てっきり昔の後輩とよりを戻しにかかるのかと思っていたわ」
「わたくしもそう思って、いっそのこと聖黎女学園に編入してみたらどうかしらと聞きましたけれど、やっぱり断られてしまいましてね。あの子はメイドの修行をしつつ大検で進学を狙っているみたい」
　ああそう、と言うのが正直な感想である。上野岬と関わるつもりがなければ熊谷瑠乃亜の出処進退などはどうでもよい。あくまで岬を立ち直らせるために彼女を救う必要があり、岬が笑顔を取り戻した以上、過去の女はこちらの世界にしゃしゃり出てほしくなかったのである。傲慢であることは承知の上だが、聖黎女学園にまで乗り込むなど冗談ではなかった。
「ともかく岬には黙っておけばいいのね。けれど、あいつは元先輩の安否を気にかけていたわ。万が一そう問われた場合はどうするの」
「無事だ、とひとこと伝えれば納得してくださるでしょう。……わたくしが信用されているのであれば」
「それは非常に難しい問題ね」
　わざとらしい厳しさで応じると、黎明は実に楽しげに笑いながら通話を切ったのである。
　そして、その『万が一』が起こった後の岬の反応は、表面的には白髪少女を安堵させるものだった。
「黎明さまがそう仰るなら大丈夫ですね。一条さんのお願いをきちんと果たしてくださるでしょう」
　別にこっちの願いではないが、どうも喜びに反して底意の読めない反応である。
　表情を確認したいところだが、あいにくと和佐の着替えはまだ終了していなかった。
（というか、実際に着るとスリットがすごいことになっているじゃないの！　まったく、黎明の友人たちはこれだから……）
　製作者に文句を垂れつつも、和佐の着替えは佳境に入っている。自分の容姿との相性は悪くないと確信しているものの、それでも恥ずかしいことには違いない。
　だが、岬の気を引くのにこの格好は確かに意義はあった。疎外対象が黎明から瑠乃亜へと変わってしまっているが、役に立ったのなら凛も浮かばれることであろう。
　身も心も一通り整え終えると、姿を見たい衝動にずっと耐えていた岬に振り返るように促した。
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　 振り返った岬は、正面に向き切る前から硬直してしまった。
　チャイナドレスは着る人の体格を選ぶと聞いたことがある。そして白髪少女はその高い要求を水準以上に満たしていた。
　銀の刺繍を押し出すように魅力的な胸が張っており、首から胸元にかけて覆われたレースがエキゾチックな雰囲気を際立たせている。肩から指先にかけて布地は一切なく、なめらかな両腕の流線を変態淑女に見せつけていた。
　流麗なくびれも、また秀でていた。彼女の前ではベルトや腰布などのファッションは邪魔でしかない。黒色の光沢を帯びながら示す腰つき自体が、見る者を惹きつける最大の装飾となっているのだ。見た瞬間に引き込まれる類の美しさではないが、一度囚われてしまえば病みつきになること請け合いだろう。そして岬は病みつきになった。
　そして、チャイナドレスの最大の特徴であるスリットからは、白い脚がその魅力を主張していた。凛のはからいによって岬は和佐の太もも全体を拝むことができ、肌のきめ細やかさと弾力に無意識に生唾を飲み込んでいた。
　履き物はなく素足のままで、白髪も中華風にアレンジされているわけではない。完成形まではあと一歩といったところだが、もしそうなった暁には、見た人の魂がどこまで留まっていられるか想像がつかない。
　岬の口から二度めの「あいやー」はなかった。震わせながら手を伸ばしたが、見えない壁に阻まれるようにそれが止まってしまう。
「ほええ……このあたしがまさか一条さんに触れるのに躊躇するとは思いませんでしたよ。きっとチャイナドレスがお高いだけが理由じゃないんでしょう」
「なぜ触れることが前提なのよ……」
　和佐は額を押さえたが、この質問も馬鹿げたものであった。なぜ触れることが前提なのか？　彼女が上野岬だからである。
　むしろ『襲う』や『犯す』が出ないあたり、変態淑女にも気遣いが一応あるとも考えられるが、目的なら言動不一致も辞さない彼女だ。間に受けるのは危険である。
　その黒髪の変態淑女はルームメイトのぼやきに笑ってみせた。自身の性癖に対する弁解はすでに放棄している。
「えへへ、夜にあんなことした仲ですもん。むしろ、あれから二週間何もなかった方が異常ですよ。定期も終わったわけだし、そろそろ欲しがる時期じゃないですか？」
「ないわね。それより、もう元に戻っていいかしら。この格好のままではどこにも出かけられないわ」
「ええ〜っ」
　途端に失望の声が漏れる。
「まだ着替えて数分も経ってませんよ。あたしが一条さんの小間使いになりますから、もうちょっとそのままでいてください」
「はあ……あなたに乗せられてこんなものを着た私が愚かだったわ」
「えへへ、そんなことありませんって〜。写真は撮りませんから、もう少しだけそのお姿を目に焼き付けさせてくれませんか？　どうせお客なんか来るわけないですし、別にいいでしょ？」
　だがこんな時に限って、その来客が訪ねてきたのである。
　ドアの呼び鈴が鳴り響き、岬と和佐は揃って心臓を跳ね上げた。和佐の人嫌いが以前より緩和されたとはいえ、気兼ねなく呼び鈴を鳴らせる人物は非常に限られている。
　岬が応対すると予想通り、白いヴェールを被った寮母が姿を現した。
「上野さん、さっき事務の方から変な報告が来たのだけれど」
「変？」
「学舎区の敷地で上野さんが怪しいことをしてるのを見たって話なの。遠くからだから具体的なことは分からないけど、一体何をしていたの？」
　シスター蒼山の口調は、呆れだけでなく咎めるような響きも込められていたが、岬としては彼女に事情を隠す必要性は感じていなかった。
「ああ、それですか。大したことはありませんよ。ただ先輩との思い出を掘り起こしてただけなんです」
「先輩って、熊谷さんのこと？　そう言えば、あなたはすでに立ち直っているけど、そこに至った経緯までは分からずじまいなのよね……。差し支えなければ上がって聞かせてもらえるかしら？」
「え！　今ここに上がるんですか？」
「そうよ。何かやましいことでもしていたわけ？」
「いえ、決して！　ささ、こちらへどうぞ……」
（良くないわよ‼）
　和佐の全身が怒りと焦りで震え上がった。やましい動機などは一切ないが、このやましい格好をシスターに見られたら面倒な事態になることは間違いない。
　やましいルームメイトの軽挙さを呪いつつも、一時的に身を隠す場所はどうあっても必要だった。
（あ、あそこなら……！）
　成功率などを考える時間などあるはずがない。候補を発見すると、音を殺して一目散に和佐はその場所へと逃げ込んだ。
　そこは和佐自身のクローゼットの中であった。
　適当に時間を稼いだ岬がシスターを部屋に招いたとき、室内はもぬけの殻に見えた。ほとんど間一髪で、白髪少女は自分の格好と奇行を白衣の寮母にさとられずに済んだのである。
　閉ざされたクローゼットは完全な闇だ。決して広くない空間が衣類によってさらに窮屈とさせ、洗剤のほのかな香りと乾いた木の匂いが充満している。
　岬は何食わぬ顔で寮母と会話を始めた。できれば隙間からその様子をうかがいたかったのだが、勢い余って扉を開けてしまったら目も当てられない。
　シスター蒼山は熊谷瑠乃亜の件が本当に片付いたのかを確かめにきたようだった。熊谷瑠乃亜の問題は担当寮母としても決して無視できるものではなかったのである。
「それで熊谷さんはどうなったの？　あなたの様子を見る限り、もう大丈夫なのは分かっているけれど……」
「一条さんが黎明さまにかけ合ってくださったようで、何とか丸く収まりました。具体的な報告はこれから聞きますが、お二人が嘘を吐くとは思えませんので」
「黎明さまはあなたのことも懇意にしていたからね。……ところで一条さんは部屋にいないの？」
　和佐は心臓が破れるかと思った。
　岬も恐らく息を呑んだに違いなかった。
　この窮地をどう切り抜けるか、和佐は不安でしかなかった。口を出せないのがもどかしい限りだ。岬の機転は承知のことだが、相手はあの寮母である。
　さすがの岬も何気ない口調を取り戻すのに数瞬を要した。
「お会いして先輩の無事を聞きましたが、すぐにまた出かけちゃいましたよ」
「そうなの？　小包を渡したからそれの検分をしていたものと思っていたわ」
「確かにそれらしきものは持ってましたが、中身は何なのかまではわかりませんでした」
　和佐としては「早く帰りなさいよ！」と寮母を心の中で罵るばかりだが、今度は岬の方が先輩との思い出話を綴る方が中心となっていった。話題を逸らすには効果的であるが、聞いている側としては焦ったいことこの上ない。
　加えて、その内容が和佐にとって愉快であるはずがなかった。
　熊谷瑠乃亜の思い出を知ったところで何の益があろうか。ただただ彼女との差を思い知らされるだけだ。交際の歳月だけは相手の方が上かもしれないが、自分は岬から「先輩よりも気持ちいい」と言質を受けている。
　それが全てのはずだった。
　こちらの技量を変態淑女は「英才教育」と称したものだが、姉のために仕入れた知識が思わぬところで役に立ったものだ。より正確に言えば、英才教育ではなく『英才独学』と呼ぶべきなのかもしれないが。
　岬に出会うまで徹底的に人嫌いを貫き通した和佐である。練習相手などいるはずがなかった。だが、学んだことをさらに掘り進める才能は十分にあった。
　和佐が知識の媒体を手に入れたのは実に思いがけないことであった。
　初等科時代の和佐は、週末に黎明と風月が帰るのを除けば、ほとんど奈里沙と二人きりで過ごす。その奈里沙が出かければ、後はすべて和佐一人の世界と時間になるのだ。
　一人になると、白髪少女はよく姉の部屋に忍び込んだ。当時はまだ不純な目的はなく、お姉ちゃんの本棚から資料や学術書をむさぼるように読んでいただけである。素直に本を貸してと言えば黎明もあっさり承諾してくれるだろうが、当時の和佐は自分から姉と距離を置くと決めていた。そんな彼女に頭を下げることなどできるはずもない。
　もっともそのおかげで和佐はまったく未知の分野に足を踏み入れることになった。
　運命とも言えるその日も何気なく参考書を読むつもりであった。分厚い洋書を読み終え、新たな一冊を手に取って開いた瞬間、和佐は灰色の瞳を見開かせた。
　現れたのは英字の羅列ではなく、洗練されたイラストで彩られたコミック本だったのである。
　驚いて表紙を確認すると、どうやらカバーと中身が違うものになっているようだ。買ったことを知られたくない本を別のカバーで隠すとは恐ろしく古典的な手法であるが、当時の和佐はそんな手もあるのかと感心したものである。
　和佐はコミック本を好んで読む少女ではなかったが、姉が密かに読んでいたものに興味をそそられ、ページをめくり始めた。
　少女の頬は桃のように熟れていった。
　モノクロで描かれているが、展開は肌色ピンクとしか言いようがなかった。少女どうしが肌を密着させ、口にするするのもいかがわしいところに指を埋め込んでいる。表情は苦しんでいるようであり恥じらっているようでもあり、和佐は無自覚のうちに喉を鳴らしていた。
　和佐は一心不乱にページをめくり続け、あっという間に一冊分を読み終えてしまった。
　その隣の本を手に取って見たが、こちらはいたって健全な洋書であり、どうやら本棚のあちこちに散らして隠しているようであった。
　それからは、難しい本を読むよりも秘密の本を探す時間の方が多くなった。結局、和佐が発見したのは最初の一冊きりであったが、教材として価値は十分にあった。舌を加え入れた接吻についてもこの本には描かれており、後に春山雪葉を寮部屋から追い出すための着想となったのである。
　嫌がらせのキスは雪葉の幼馴染を憎悪させ、他の寮生から忌避される要因となったわけだが、このとき和佐は思いもよらない方向から敵意の目を向けられていた。
　一条黎明のファンの面々である。
　当時、黎明は高等科三年生で、妹の和佐と同じ寮で過ごせる唯一の年であった。彼女は聖花の最有力候補に選ばれており、付き従うファンたちは麗しきお姉さまのいかなるスキャンダラスな存在も許さぬという姿勢を貫いていた。
　妹が嫌がらせのキスでルームメイトを追い出した情報は当然、黎明やファンの耳にもすぐに入り、「お姉さまの経歴が汚される！」と騒ぎ立てる一派も現れたほどだ。黎明もさすがに妹の暴挙は看過できず、シスター蒼山が説教を果たしたその日の午後に、風月を従えて三号棟の２１７号室へと押しかけたのである。
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　和佐と雪葉のルームメイト解消が決まったのは入学式の翌朝のことだ。
　在校生一同はすでに始業式を終えており、普段の寮生活を取り戻しつつある状況である。
　嫌がらせのキスの話題は瞬く間に広まって風月の耳にも届いたが、一方の主人は妹の問題をかなり遅れて知ることとなった。主人が筋金入りの寝起きの悪さを発揮し、面倒を見なければならない風月ともども遅刻寸前の状態で学舎区へ駆けなければならなかったからだ。結局、黎明はホームルーム直前にその情報をファンの一人から聞いたのである。
　黎明の衝撃は大きかったが、すでに在校生は通常授業の段階に入っている。ファンの相手をする都合もあり、妹への事情聴取は放課後まで持ち越されることとなった。
　ファンたちは聖花候補さまの機嫌を損ねることのないよう、大々的な和佐への誹りは抑えていた。もっとも、溺愛している妹の不祥事をお姉さまがどう処理なさるかについては多大な関心が寄せられていた。
　その好奇の視線を受けながら白髪のお姉さまは急いで白亜の大校舎を駆け抜けると、風月と合流し、まっすぐに和佐の寮部屋までやってきた。呼び鈴を受けた和佐はすぐには反応しなかったが、扉から黎明の声が聞こえると、余計な野次馬がいないことを念入りに確かめてから中に招き入れた。
　学舎区からそのまま寮部屋に来たため、黎明と風月はライラック色の制服を着たままだ。ともに背が高く、容姿も整っていたため、生徒から注目を浴びるのは極めて自然なことといえた。
　風月の場合、クラシカルなメイド服で隠された腰つきや脚のしなやかさがあらわにされ、制服の着こなしも紺のハイソックスの履き方も極めて無難であるが、聖黎女学園の制服は無難に着てこそ清楚さが際立つと定評がある。今の風月は、まさにその定評の体現者であった。
　ご主人様の陰で隠れファンが多い風月だが、彼女の美貌も和佐にとっては何の関心ももたらさなかった。好悪に関わらず、お嬢様の意識は自分の姉にしか向けられなかったのである。
　その姉の格好は、白いドレスからライラック色の制服に移行したのみに留まらなかった。
　腰まで波打たせた白髪は後ろで束ねており、スカートから伸びた脚はハイソックスではなく白のタイツを張りつけている。風月ほどほっそりとはしていないが、艶麗な肉づきがかえって和佐の平静さを揺るがした。紺のボレロを押し上げる胸のふくらみもまた、少女の動揺に拍車をかけた。
　最高学年の主従二人は、和佐の態度よりも先に学習机に目を向けていた。和佐のではない。ルームメイトの分であった学習机は、すでに私物が撤去されており、纏う空気は冷ややかな寂寞さに満ちていた。
　へそ曲がりの少女が席を勧めるはずがないので、二人は立ったままお嬢様の着席姿を見下ろした。顔を上げないまま、和佐が切れ味鋭い一声を繰り出す。
「私を罰するというの」
　黎明は息を呑み、風月は鼻白んだ表情をとった。
　白髪の妹の声は、相手がそんなことができるはずがないと確信しているものだった。
　少なくとも黎明にはその心当たりは強く存在した。火影の件も妹の接触を避ける理由も一切沈黙しているとなれば、エミリーが憎悪を向けるのは当たり前のことである。
　むろん、そのような後ろめたさがあったところで嫌がらせのキスを許す理由にはならないが、突き刺すような灰色の視線に、白髪の姉は糾弾の言葉を放つことができなかった。
　主人の不甲斐なさに代わり、制服姿のメイドが冷ややかに問いかけた。
「なぜできないとお思いなのですか、お嬢様」
「風月は黙って！　もはやあなたは私のメイドではないわ！」
　かつての専属メイドに対して和佐は容赦がない。もっとも、和佐の声は虚勢の意味合いが強く出ていた。彼女は黎明と違って合理的で、しかもこちらに対してまったく遠慮がない人物なのである。
　実際、罵倒を受けても怜悧なメイドは一切の痛痒を感じていないようだった。
「それならば、お嬢様の指図に従ういわれはありませんね」
　和佐は美しいかんばせを痙攣させた。屈辱に耐えようとして失敗したのである。
　お嬢様の失態を風月は嘲弄したりはしなかった。ボレロの前で腕を組み、いきなり致命的な一言を投げかける。
「ご主人様の本を隠れて読んでいらしたのですね」
　和佐だけでなくその姉も蒼白になった。今まで風月や奈里沙の指摘がなかったから、バレていないと踏んでいたのだろう。。
　もしや奈里沙に告げ口をするつもりなのだろうかと黎明は横目でメイドの表情をうかがったが、そのメイドは黎明のちゃちな不安に構っている場合ではなかった。
「言い訳は無用。そうでなければ嫌がらせのキスという珍策など思いつくわけがございません。そして、情交の本命は言うまでもなくご主人様です」
「ち、ちがっ！」
　決めつけられて、和佐は反射的に腰を浮かせた。風月の指摘は正鵠を射ており、それだけに和佐にとって非常に都合が悪かった。憎悪している相手を欲しているなどどうかしている。屈辱と羞恥心で精神が焼死する前に、白髪少女は難攻不落のメイドを相手どらなければならなかった。
　一方、妹の想いを知った黎明は、淡い喜びを抱くと同時にやるせなさに胸を締め付けられた。
　いくら彼女が求めても自分はそれに応えることはできない。しかも、その原因が自分の心の弱さから来ているわけだから何とも情けない。
　緊張を孕ませて確認するのが精一杯であった。
「え、エミリー……本当はわたくしのことを嫌ってはいませんの？」
「うるさい‼　私を見捨てた黎明なんか好きになれるはずがないわ‼」
　和佐は強がった。心が引き裂かれる想いをしながら、哀れな妹は力の限り差し出された手を退けるしかなかった。
　拒絶された黎明は手をかすかに震わせたが、内心で安堵しているところもあった。これでひとまず妹が火影の二の轍を踏む可能性は抑えられた。あの子の美しさが保たれるのであれば、罵倒を受けるくらい安いものである。
　姉妹のやり取りを見ていた風月は裁定を下した。収束のかたちは和佐が望んでいたものでは決してなかった。
「言質はいただきました。ならばこの一年、お嬢様はご主人様との接触は禁じていただきましょう。妹への対応が甘いとなれば、聖花を願うファンたちも黙っておりますまい。最低限、これくらいの措置は必要でしょう。よろしいですね、ご主人様？」
「わ、わたくしは……」
　メイドの思い切った処遇に、主人ははっきりと困惑の色を浮かべた。
　酷薄な仕打ちとは思ったが、妹にも非があるのは明白であるし、自分のファンをなだめる必要は間違いなくあった。雪葉にしたことを許してしまえば、ファンたちの義憤は妹に向けられるかもしれないのだ。
　風月の意見を受け入れた黎明は、妹に対して深々と頭を下げた。
「ごめんなさい、エミリー。この埋め合わせは、必ずいたしますから……」
「誰がそんなものを望むというの⁉　もうお前たちの声なんか聴きたくない！　今すぐここから消えてよ‼　どうせ私なんかよりファンどもや聖花の座の方が大事なくせに‼」
　びりびりと響く罵声に、黎明も風月も長居の無用をさとった。切なげな金の視線と冷ややかな藍色の視線をむずかる少女に投げかけて部屋を後にする。
　和佐に課せられた『罰』は守られた。黎明の在学中、白髪の妹は意中の姉と校内で対話することはついになかったのである。
　そして、代わりに和佐の端末に黎明からの「埋め合わせ」が定期的に送られてきたのだった。
　送信された画像には決まって黎明の姿が映し出されていた。自分で撮影したのか、風月に協力を仰いだのかは不明だが、精度のみに関して言えば文句のつけようがなかった。
　グラビアアイドルという概念を当時の和佐は知らなかったが、本職の者たちがこぞって敗北宣言を上げそうな画像である。朝日のまぶしい窓際でワイシャツ一枚でたたずむ黎明。競泳水着の格好でプールサイドでたわむれる黎明。泡をまとわりつかせながら浴槽の縁に腰かける一糸纏わぬ姿の黎明……。
　和佐自身も気づいていない嗜好を見抜いたとしか思えない選定である。勝手に送られてきた画像を、彼女は消去することができなかった。
　誰にも見られないのを幸いに、姉の画像をフォルダの奥にしまい込んで自分だけの『教材』として利用することにしたのである。
　夜な夜なベッドを抜け出すと、和佐はトイレの個室にこもった。照明をつけないのは余計な視覚で空想を妨げさせないためだ。
　トイレの壁にもたれながら、和佐は読んだ本の内容と黎明の艶姿を重ね合わせた。玉の汗を飛ばしながら肢体をくねらせる麗しいお姉ちゃん……。
　そして、無自覚のうちに和佐はネグリジェの素地を手でさすり始めた。
（もし……お姉ちゃんだったら……）
　姉の優しく色っぽいささやきを妄想するうちに、和佐はブラのホックを外し、自身の柔らかなものを乱暴にこねくり出した。それでも満たされなくなると、へそが見える勢いでネグリジェをまくり上げ、ショーツの下で指をうごめかした。
（はぁンっ、お姉ちゃん、どう……？　私の身体、声、反応。すべてを感じて、悦んでッ……）
　最初は戸惑ったが、回数を重ねるうちに和佐も自然と自分の肉体に慣れていった。気持ちいい箇所をいかにして気持ちよくすればいいかも理解し、慣れた動きで腰から全身がひくついた。
（……違う！）
　自身の寂しさを紛らわしながら、和佐は唐突に現実へ立ち返った。いくら姉の存在を妄想したとして、自分を気持ちよくさせているのはあくまで自分の指にすぎない。お姉ちゃんなら、もっと自分の予想を超える快感まで導いてくれるはずであった。
（おねえちゃん、おねえちゃんっ、おねえちゃん……ッ）
　いつもより指を激しく蠢動させ、少女は肢体に響く悦びから黎明の存在を見出そうとした。快感に痛みが混在しだしたが、和佐はむしろそれを歓迎した。姉ならそれくらいしてくれるという妄想のもと、手動による摩擦を決してやめない。
「んあッ……おねえちゃん、もっとほしい、もっとほしいのおッ……」
　涙が滲むほどに身体を追い詰めても、和佐の心は満たされなかった。いくら気持ちよくなっても自分の指を黎明のものと見なすことはどうしてもできなかった。
　和佐は心の虚しさを埋めるために、姉の存在をねだり続けた。嫌がらせのキスの罰で離れ離れになってしまったことを、今更ながら後悔した。だが強がりにとらわれた和佐はこれからも独りで自分を慰め続けるしかない。
「ううン！　おねえちゃんが、ぜんぶおねえちゃんが悪いんだからっ。私のことを受け入れてくれないから、こんなふしだらな妹になったんじゃない……‼」
　己の痴態を姉に責任転嫁しながら、ネグリジェの美少女は自分の快楽が頂点に向かいつつあるのを感じた。意識と無関係に、限界まで指を擦り続ける。
「おねえちゃんのためにここまできれいになったのに、勉強だっていっしょうけんめいがんばったのに、どうして言葉だけなの、えがおを向けるだけなの？　私がほしいのは、何よりほしいのはおねえちゃんのぬくもりなのに。どうすればそれを手にすることができるの⁉　ねえおしえて、おしえてよお、おねえちゃんっ、おねえちゃ、あ……んッ⁉」
　後は言葉にならない。肢体が大きく躍動すると同時に、怜悧な少女にあるまじき嬌声を紡ぎ出す。
　最後にして最大の悦びを味わうと、和佐はあられのない姿のままトイレの壁に横たわった。灰色の濁った瞳は涙の幕で盛り上がっており、荒い呼吸を繰り返す口の端からはよだれがだらしなく伝い落ちている。
　口元と両目を拭ってから、和佐は冷静さを取り戻し、火遊びの後始末を完璧に済ませてからベッドに転げ込んだ。快楽の余韻と一種のやるせなさを思考にたゆたわせていたが、しだいに睡魔と倦怠感に飲み込まれていくのだった……。
　和佐は自らを被験体にして女体の何たるかを知り尽くした。だが、同じ行為が岬に適用されるかはほとんど博打に近いものがあった。最終的に賭けは成功をおさめたものの、こうして振り返ると、自分もあの編入生と似たり寄ったりと感じして複雑な気分になってしまう。
　いずれにせよ、変態淑女相手に発揮した才覚はこれからも、彼女相手に役立てることになるのだろう。
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　しばらく自身の過去に耽っていた和佐だが、そうしている間にクローゼットの向こうでは、ようやくシスター蒼山がお暇する気になったらしい。
　岬に朗らかな声で別れの挨拶を告げる。
「じゃあ上野さん、しばらくね。くれぐれも健全な学校生活を心がけるように」
「はい、任せてくださいッ」
　白々しいほどに爽やかな声で応じる。ルームメイトの楚々としたほくそ笑みまでが想像できそうで、和佐は疲労感さえおぼえたものだ。その間にも二人は動き出しており、やがて玄関の扉が閉まる音が響いた。
　静寂にたわんだ空気が舞い降り、和佐はクローゼットの中で強張った肩を落とした。早くこの場を出て場違いな衣装から着替えなくてはと思っていると、軽快な駆け足が鳴り、和佐が扉を開ける前に勢いよく光が差し込まれた。
「ふいーっ、お待たせしました。どうにか寮母さんを撒いてみせ……」
「そんなことより何あなたは乗り込もうとしているの⁉」
　追い返すのが遅いとなじる暇もない。外に一歩も踏み込んでもないのに和佐は制服姿の変態淑女にクローゼットの奥まで押し込まれ、侵入を果たした岬は一切迷いのない様子で後ろ手で扉を閉めたのだった。
　狭い暗がりで二人の息遣いが密集する。
　和佐の心臓が跳躍を繰り返した。変態淑女とこんな場所で二人きりで何も起こらないはずがない。神経がさざめくのは当然のことだが、このとき和佐は別の意味で焦慮に駆られていた。体内にたぎり出した微熱がまるで変態淑女の来訪を歓迎しているかように思われたからだ。
　さぞ奇っ怪な表情で強がってみせたのだろうが、暗闇で岬にさとられないのは好運である。彼女は手探りで白髪少女の剥き出しの肩を掴み、愛らしい声に含みを持たせた。
「あたしが先輩にとられると思ったから行方を言いたくなかったわけ？」
　和佐が息を呑む理由がまた一つ増えてしまった。やはりと言うべきか、彼女には隠し通すことは無理のようである。
　白髪少女の動揺を察したのか、懸念を笑い飛ばすかたちで岬はこう付け足した。
「ごめん、別に責めてるわけじゃないんだ。和佐と黎明さまを信じてるわけだし。ただね、和佐がヤキモチ焼いてくれるのがちょっと意外で、それが……すごく嬉しくて」
　泣き笑いの声にも感じられたのは恐らく和佐の錯覚だろうが、これだけの距離にも関わらず真相は闇に阻まれて謎のままだ。
「もちろん先輩は今でも大切な存在だけど、あなたを粗相にするつもりはこれっぽっちもないから。だいたい好きでもいない相手をこんな風に閉じ込めたりするわけないでしょ？」
「……その行為自体は粗相に当たらないのかしら」
　強がりでぼやいてみせたが、これには変態淑女は心から楽しそうに微笑んだものだ。
「平気へーき。あの夜よりは激しくなりっこないって。まあご無沙汰だし、ちょーっと加減が効かないだけで」
　どの口で平気など語れるのか。だが和佐は彼女の暴走を止めることはできなかった。
　緊張がないわけではない。意気軒昂いきけんこうな変態淑女に襲われると思うと、冷や汗がスリットの外まで伝って太ももに流れ落ちるというものだ。だが、その瞬間を待ち望んでいたという想いを否定することはもはや困難であった。
　編入生の手で幾度か恥ずかしい目に遭わされたものの、和佐自身の英才教育は久しく行われなかった。そのため、岬の食指が動かない日が続くと、和佐は自身の高ぶりを持て余し気味になってしまうのだ。
　そして溜まりに溜まっていた肉情が、今まさに弾け飛ぼうとしている。
　岬は和佐の肩から手を離すと、左手をチャイナドレスのスリットに滑り込ませた。下に隠された素地に指がくぐられたのを和佐は知覚した。さらに少女の右手はシルクの触感越しに和佐の胸のふくらみを鷲掴みにし、心臓の鼓動を聞き取っている。
　暗闇の中で岬の顔がキス直前の距離まで迫ったのを感じた。甘いささやきが広がる。
「えへへ、あたしが満たされるまで強がってみせてね。和佐♪」
　和佐の頭は砂糖菓子色の靄で完全に堕ちた。吸い寄せられるような動きで顔を伸ばし、岬の唇を正確にとらえる。気づけば背中に腕を回しており、衣装に揉まれながら水音と息遣いを繰り返す。
　二人のための教育は、まだ始まったばかりであった。

（【ライラック色の少女たち２・下】終わり）
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【ライラック色の少女たち】第２巻・完結記念後書き対談


上野岬（以後、岬）「はい皆さんこんにちは〜。あたしたちによる後語り企画、第二弾のお時間が参りました〜。メインパーソナリティは、第一弾より引き続き上野岬が担当いたします♪」
一条和佐（以後、和）「一条和佐よ。……よりにもよってこんな場所でやらなくてもいいじゃない」
日生円珠（以後、円）「ご、ごめんなさい姉様！　無理を言って誘ったばっかりに……」
和「円珠のせいではないわ。けれど……この二人まで来るなんて聞いてなかったわよ」

　　じーっ……

東野暁音（以後、暁）「それはこっちのセリフだ！　一条の野郎が来るとわかってりゃ、こんな誘い断ってたってのに……」
春山雪葉（以後、雪）「かたいこと言うなって〜。コラボカフェの最終日、無事に行けてよかったじゃん」
暁「そりゃそうだけどさ……。ってか、雪葉も一条のことを隠すなよ！」
岬「え、ええーっと。何を言ってるかさっぱりポカンの方も多いでしょうが、あたしたちは現在キノコアザラシとのコラボカフェを開催している秋ヶ原あきがはらのレストランに来てます！　店名は確か……」
雪「Ｏ．Ｅ．Ｃ。オタク・エンタープライズ・カフェの略だぜー！　ここはしょっちゅう他作品とコラボをしてる場所で有名なんだ」
暁「やれやれ……紹介はいいからさっさと何か注文するぞ。まずは定番の『ぽよよんおなかのみなもとスイーツ』から……」
岬「乙女心にこたえる名前だなあ。……おや、何か来たみたい」

　「お待たせいたしました〜♪　こちら『キノコアザラシ・ドリームセット』となります〜♪」

岬「もう頼んだ人がいるの？　せっかちな腹へりさんもいたもんだね」
暁「私を見るな！　まだメニューすら開いてないんだぞ⁉」
雪「えー、でもあかねなら、ここのメニューくらい、そらで言えるだろうし……」
暁「それは雪葉の方だろ！　だいたいドリームセットなんてメニューはなかったはずだ！」
円「あ、あれじゃないですか。最終日だから特別に提供された、とか。お通し的な意味で」
岬「いや居酒屋じゃないんだし。しかもこんな銀のドームに入っているお通しなんて滅多に見ないよ」
和「クロッシュをそう表現する人も珍しいわね。……それよりもこのクロッシュ、中から変な物音が聞こえるのは気のせいかしら」
円「音というよりむしろ声です！　な、中に何かいるんですか……!?」

　　むにゃむにゃ……もうおにゃかにたまりませんわーですよぅ……むにゃ。

雪「も、もしかして、その声きのこあざらしか⁉　ホンモノならとんだサプライズだぞ……⁉」
暁「馬鹿言うな。どうせ録音したの流しただけだろ。蓋を開ければ、ほら、この通り……」

　　ぱかっ

暁「はあ？　何もいやしないぞ」
円「ですが皿には食べた跡が……。あ！　クロッシュの底から白い尾ひれが……」

　　ぷるぷるぷるぷる〜……ぽてんっ

雪「あっ、出てきた！」
和「クロッシュにお腹が詰まって落ちなかったのね。って、もしかして……」
岬「間違いなくこの前の後語りに出てきた子、だよねぇ……」
キノコアザラシ（以下、ア）「んにゃあっ！　へへへ、そこは触っちゃだめにゅー……しゃわっていいのはビップ認定されたぽよわーだけでありましてそして……むにゃむにゃ」
和「……とんだドリームセットもあったものだわ（せなかつまみあげ）」
ア「みょみょ〜〜っ！　僕の身体が宙に浮いとる〜⁉　はっ、これは夢？　僕は今眠ってて夢を見てるのですか……？（両手じたばた）」
暁「それはさっきまでのお前だろ！　ていうか、このあざらし、本物なのか……？」
ア「僕はホンモノです！　だから降ろしてください〜！　高いところきょわい！」
円「ね、姉様。放して差し上げましょうよ！　キノコアザラシちゃん、涙目ですし」
和「はあ……やれやれ、ね」

　　ぽよよんぺちゃっ

ア「ふぃー……危うく死ぬかと思ったです。あ、和佐さん、岬さん。お久しぶりなのです」
岬「やっぱりあの時のあざらしなんだ……。そう言えばこの前は『花ざらし』とかなんかに転向したんじゃなかったっけ？」
ア「はにゃざらし、です！　いやあ、あれですねー。やっぱりキノコの方がしっくりきたんで今後も継続してこうかと思ったしだいでございましてイヤハヤ」
円「ええっ、あざらしちゃんキノコやめるつもりだったの⁉　でも思い直したみたいでよかった……」
雪「ああまったくだ。キノコのないあざらしなんて意味がわからないからな！」
和「まあ、花でも何でもいいけれど……あなた出された料理を勝手に食べていたわけね。身体にも口にもヒゲにも跡がべたべたじゃない」
ア「ぬ、盗み食いじゃないです。皆さんのためにちょっと毒味をですね……」
和「毒は無し、ということね。それならさっそく残りをいただこうかしら（フォークきらりん）」
ア「ぷえぇぇダメです！　僕を食べても美味しくないのです。それに告知をする前に果てるわけにはいかんのじゃ！」
円「ね、姉様！　あざらしちゃんを食べちゃうなんてダメです！　この子の責任はわたしがきちんと取りますからッ」
和「なぜ円珠が取るのよ……。まあ、その告知とやらを果たしてさっさと逃げるなりすればいいわ。あと毒味した食事の代金はちゃんと支払いなさい」
ア「ぷえぇ〜……なめのみくすこわれる」

　（一通り注文を終え、食事に取りかかる）

ア「ともあれ皆さま方がた、ライラック第二巻お疲れさまでした〜！　特に和佐さんと岬さんにはがんばっていただけましたね」
和「まったくだわ。このような厄介ごとはこれきりにしてちょうだい」
岬「そうだねえ……次巻の予定とかあるわけ？」
ア「三巻目も検討中ですが、内容はまったくの未知数ですね〜。無いよう、だけに。あっはっは（おにゃかぺちぺち）」
和「…………」
ア「ぷえッ⁉　どえむが喜ぶようなまなざし……。あ、あとちなみにですが、ＷＥＢ版で更新しているライラックはこの下巻で完結とさせていただきます。内容的にもちょうどいいし、今後買ってもらえるかどうかは第二巻までの出来次第ということで」
円「あざらしちゃんは自分でお金を稼げてえらいわね〜（ごちそうひょいひょい）」
ア「いやあ〜それほどでもないのですが（ごちそうぱくぱく）」
円「あると思うわよ〜（おくちぬぐぬぐ）」

岬「ねえ、一条さん。なんか……」
和「あんなに目を輝かせている円珠、初めて見たわね……」
雪「えんじゅのやつ、すっかりあざらしに夢中になりやがってー。ゆきはも触りたいのに全然こっちに渡そうとしないじゃん」
暁「あんなにお裾分けしたら円珠の食う分なくなるんじゃないか……？」

ア「ふぃーげっぷー。さてさて、ここからは皆さんから今までの物語に関して意見を募ろうと思いますです。じゃあまず、一番頑張った和佐さんから」
和「社交辞令ね……。まあ言いたいことは山ほどあるけれど、特に一つ」
ア「ふむふむ」
和「登場人物、さすがに増やしすぎではないかしら」
ア「あ、あうー？（あぶらあせどばば）」
和「円珠や雪葉たちがいる都合、名前は伏せてあげるけれど、英国淑女、衣装店の店長、熊谷瑠乃亜、風月の師匠。それに黎明の同期の双子探偵もいたわね。裾野を広げるのは結構だけれど、こんなに増やして果たして収拾がつくのかしら」
ア「はぐぅ！　そ、その点に関しては善処する所存であります……（あぶらあせたらたら）」
岬「次はあたしでいいかな？　この作品は一応十五歳以上推奨の作品になってるけど、そろそろマズい段階に入ってない？　何かとは言わないけどさ……」
和「それはあなたが自重すれば済む話でしょう。あなたが何て言われているか少しは自覚したらどうなのよ」
岬「えへへ、忘れるわけないじゃないですか〜。次巻も非常に楽しみですね、一条さん♪」
和「マズいと思っていることを楽しみに思わないで！」
ア「まあまあ、二人のやり取りはライラックの醍醐味でありますからして。では次に暁音さんと雪葉さんどうぞ」
雪「なんでゆきはとあかねは一括りなんだ！　不公平だぞ不公平！」
暁「まあ別に、私は特にコメントしたいことはないからな（雪葉ともキスできたしこれで完結にしてもいいし）」
雪「何言ってんだあかね！　ここで黙ってるとみさきたちとの格差が広がる一方なんだぞ！　そうだ、格差と言えばアレだ！」
ア「あ、アレと言いますと？」
雪「風のウワサで聞いたんだ。三巻目はゆきはとあかねの出番はほとんどないらしいじゃないか！」
ア「い、いや、とんでもない！　ただ新キャラを物語の中心に据える予定なだけで、あなたたたちの出番はちゃんとありますから！」
暁「『た』の数が一回多いぞ……。まあ出すのはいいが、くれぐれも変なことはさせないでくれ」
雪「へっ？　ゆきは、もっとあかねと『ちう』を……ふぐっ⁉」
暁「馬鹿、言うんじゃない！　ここには岬がいるんだぞ！」
岬「いや、そもそもあたし発案の作戦だし。別に『ちう』の話をしたところで祝福するだけだから」
暁「それが嫌だって言ってんだ！」
ア「まあまあ、その辺で。最後は円珠さんですね。円珠さんは僕を特にかわいがってくださったので、特別にすごいお願いも聞いてあげなくもないですよ」
円「ふぇっ⁉　そ、そうなの……？　じゃ、じゃあ、わたしも姉様たちと一緒に……」
和「……？　別にわざわざ願わなくても、私たちは円珠をないがしろにするつもりはないわよ。まあ、このアザラシの胡散臭さを嗅ぎ取ったと思えば、変なことは言えないのは理解できるけれど」
ア「むっきー！　いくらメインヒロインと言えど、僕の力を侮る人は我慢ならんなのです！　こうなれば、円珠さんの願いを徹底的に叶えて差し上げますからー‼」
円「ふえぇぇっ⁉　や、やっぱりやめてください！　取り消して！」
岬「あたしは別に止めなくてもいいんだけどなあ……（にやにや）」

　（宴もたけなわに）

ア「さてさて。皆さまもたっぷり食べ終えたことですし、そろそろお暇するとしましょうか」
暁「なんでこいつが仕切ってんだよ……」
雪「まーいいじゃん。今度会った時はいっぱい触らせてくれよなー（なでなで）」
ア「にょーっほっほっほ、苦しうない苦しうない（はらだしー）」
円「あ、あの従業員さん！　このあざらしちゃん、持ち帰ってもいいですか⁉」
和「あなたすっかりそのアザラシに夢中ね……。けれど、店の物だしさすがに自重するべきでしょう」
ア「にょーっ……ごめんにゅ。円珠ちゃんはこれからも活躍させるから、その時にまたお会いしましょー……」
円「うん、わかった……。それまでにグッズをいっぱい買っておくからね」
雪「あ、ゆきはも！　今度はちゃんと揉ませてくれよなー」
暁「何二人して涙ぐんでるんだよ……ほら、私の分の割り勘」
岬「ありがと。ドリームセットの分は皆で分けておくか」
和「その程度、私がつけておくわよ……。というよりメニューに載っていないけれど、本来いくらするものだったかしら」
岬「まあ、レジに聞けばわかるでしょうよ。すいませーん、お勘定お願いしまーす」

　（会計を済ませる一同）

和「おかしいわね。ドリームセットの分の値段が計上されていないじゃない」
店員「ドリームセット？　当店ではそのようなものは取り扱っておりませんが……」
岬「えっ？　じゃあ、あのアザラシは……？」
店員「い、いくらコラボカフェとは言え、本物のアザラシをお出しするわけないじゃないですか〜。生き物がいたとなれば大問題ですよ〜」
岬「………………………………」
雪「うげぇッ⁉　岬の全身が水色になって震えてるぞ⁉」
暁「おいおい、本当にあのあざらしは……って、いつの間にかテーブルからいなくなってるし！」
岬「あわわわ……あざらしのおばけが……あざらしのおばけがあ……！」
和「ちょっと岬、動きなさい！　通る人の邪魔になるわ」
雪「しゃーない、カズ嬢。みさきの代わりに締めの言葉を言ってやれ！」
和「は⁉　なぜ私がそんなことを……！　というか締めの言葉って何よ⁉」
円「わわ、わたしがやります！　このままだと収拾がつかなくなりそうなので……」

円「えーと、第二回後書き対談はこれをもちまして終了とさせていただきます。次巻もきっと出るでしょう。その時を信じて、それまでさよなら〜っ！」
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